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不條Ｄ～Ｈ区河川跡検出状況

不條Ｄ区南トレンチ河川跡遺物出土状況



巻頭カラー③

船着き場跡２区 鋳造鉄斧出土状況

高元Ａ－１区 ２号甕棺墓検出状況



発刊にあたって

本書は，国庫補助を受けて実施した，平成１７年度原の辻遺跡調査研究事業の報告書

です。

原の辻遺跡は，長崎県内はもとより，全国でも弥生時代を代表する大規模環濠集落

の一つとして周知されている遺跡であり，これまでの調査では，日本最古の船着き場

跡をはじめ，大陸との交流を物語る数多くの重要な遺構や遺物が発見されています。

これらの調査成果から，中国の歴史書「魏志倭人伝」に記載された「一支国」の王都

として特定され，平成１２年１１月には国特別史跡指定を受けました。

平成１７年度の範囲確認調査は，以前から確認されていた主要な遺構の性格と規模を

解明することを目的として，不條地区・船着き場跡・高元地区の調査を実施しました。

その結果，不條地区では，平成１５年度に検出された護岸遺構の対岸の状況を確認す

るとともに新たな河川の流れも確認できました。また，高元地区では，墓地として周

知されていたところに，溝や柱穴などの新たな遺構を検出することができました。

船着き場跡は，平成８年に確認されましたが，範囲や周辺の状況などわからない部

分も多く，その全貌解明が待たれておりました。今年度の調査では，船着き場が周り

に水路をめぐらした島状の形態であったこと，水路を石組みで構築していたことなど

さまざまな成果を上げることができました。

これらの調査成果が学術的な資料として広く活用され，また遺跡の保存整備に大い

に役立つことができるよう念願いたします。

最後に，発掘調査の実施に当たり，御理解と御協力をいただきました地元関係者の

方々に深く感謝申し上げます。

平成１８年３月２４日

長崎県教育委員会教育長 立 石 暁
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１．本書は，原の辻遺跡調査研究事業に伴って実施した，平成１７年度の原の辻遺跡発掘調査報告書で

ある。

２．本事業は，遺跡範囲内の環濠や河川等の状況調査を目的として，平成１４年度から実施している。

３．本書に収録した調査区の所在地は，長崎県壱岐市芦辺町深江鶴亀触字不條・八反，字高元である。

４．調査は，長崎県教育委員会が主体となり，原の辻遺跡調査事務所が担当した。

調査組織
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委 員 宮 本 長二郎（東北芸術工科大学芸術学部教授）
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原の辻遺跡調査事務所

所 長 安 楽 勉

係 長 村 川 逸 朗

係 長 森 � 伸 一

主任文化財保護主事 福 田 一 志（調査担当）

文 化 財 保 護 主 事 寺 田 正 剛（調査担当）

文 化 財 保 護 主 事 林 隆 広（調査担当）

文 化 財 保 護 主 事 溝 上 貴 稔（調査担当）

５．本書で使用した遺構・遺物の実測，製図，および写真撮影は，原の辻遺跡調査事務所が行った。

６．本書に収録した遺物・図面・写真類は，原の辻遺跡調査事務所で保管している。

７．本書で用いた座標は日本測地系である。

遺跡内に設置された既存の基準点について，平成１４年度４月１日の測量法の改正に伴い壱岐

地区に高さの基準である国家水準点が設置され，標高の観測を再度実施したところ，０．４１７�

の比高差があったことが判明した。したがって，平成１７年度の調査および報告書から－０．４１７

�の修正をおこなった新しい標高値を採用するものとする。

８．本書の執筆担当者は，本文目次に（ ）で示している。

９．船着き場跡の調査に際しては，文化庁記念物課，�大阪市文化財協会 趙哲済氏，長崎大学教育

学部 長岡信治氏に現地にて御指導いただいた。記して感謝申し上げます。

１０．本書の編集は各担当者の協力を受けて，寺田が行った。
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�．遺跡の立地と環境
１．地理的環境
原の辻遺跡が所在する壱岐島は，九州と朝鮮半島との間に位置する東西約１５�，南北約１７�，面積

約１３９�の島である。島内で最も高い山は，島南部の岳の辻の標高２１３�であり，全体的に平坦で起伏

が乏しい地形である。島の地質（第１図）は全体の９割以上が玄武岩地域であり，島北部の一部に古

第三紀に形成された砂岩・泥岩による勝本層が露出しており，その良質な部分は頁岩として遺跡出土

の石器の素材として利用されている。

島の位置としては，佐賀県唐津市までが約３０�，対馬市厳原までが約７０�，韓国釜山までが約１６０

�であり，壱岐島北部の勝本町からは対馬を見ることができ，また対馬島北部の上対馬町・上県町か

らは韓国の島影を望むことができる距離である。

原の辻遺跡は，壱岐島の南東の標高６�の低地部から１８�の丘陵部にかけて立地する遺跡である。

遺跡の北側低地部には，島内で最も流路が長い幡鉾川が流れており，この川の流れを利用して，「深

江田原」という沖積平野では県内第１の広大な水田地帯が形成されている。また遺跡の東側には内海

とよばれる湾入約３．５�，水深１０�以内の比較的浅い湾が入り込んでおり，幡鉾川はこの湾に流れ込

んでいる。原の辻丘陵から内海までの距離は約１．５�であり，比高差は約５～６�で流れはゆるやか

である。また，幡鉾川の河口周辺は切り立った崖が両河岸まで迫っている。

第１図 壱岐島地質図
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遺跡の中心部の丘陵は玄武岩台地の上に形成された地形で，先端は後世の削平などにより岩盤が露

出している。昭和３０年ごろまでは，畑土を高く盛り上げた“まんじゅう畑”の風景が見られた地域で

あり，その名残が遺跡の中でも随所に残っている。一方低地部は，平成４～１４年度にかけて幡鉾川流

域総合整備事業で広大な圃場が造成されており，当時の景観とは趣を異にしている。

２．歴史的環境 ～原の辻遺跡周辺の弥生時代・古墳時代の遺跡を中心として～

原の辻遺跡は，旧石器時代，弥生時代前期から古墳時代前期，奈良時代までの遺構・遺物を包蔵す

る複合遺跡である。特に弥生時代中期から後期にかけての多重にめぐる環濠集落や船着き場跡など，

組織力と高度な技術を駆使して構築された遺構や，中国・朝鮮半島をはじめ国内の他地域との交流を

物語る豊富な出土遺物は，全国でも類を見ない。

原の辻遺跡が形成された背景について若干ふれるとすれば，壱岐島内での縄文時代の遺跡は２０ヶ所

ほどあげられるが，弥生時代につながる縄文時代晩期後半の遺物が出土する遺跡はきわめて少ない。

またそれら遺跡の分布も壱岐島西側に偏っており，特に原の辻遺跡周辺では今までのところ確認され

ていない。これらの条件から考えれば，原の辻遺跡の成立は内在的に派生したものとは考えにくく，

島外からの移民によるものと考えた方が自然であろう。

第２図は，原の辻遺跡周辺の弥生時代・古墳時代の遺跡の分布をまとめたものである。原の辻遺跡

の性格を考慮した場合，「海の王都」としての機能が備わっていることから，外洋から湾，湾から集

落というアクセスがあったことが考えられる。具体的にいうと，海域から原の辻遺跡への導入路とし

ては，第１に内海湾から幡鉾川（第２図では河内川）をさかのぼり直接遺跡の内部まで進入する経路，

第２に印通寺港から上陸し陸路で遺跡南側から進入する経路の２つが有力である。

第１の経路は，最も自然な経路であると考えるが，一方ではその経路沿いに弥生時代の遺跡は今ま

でのところ確認されていない。一度，幡鉾川沿いに下流まで分布調査を行ったことがあるが，河口付

近で弥生土器の小片を１点を採集した程度で，遺跡を位置づけるほどの成果ではなかった。

第２の経路としては，印通寺港を取り囲むように弥生時代の遺跡が散在しており，弥生時代以来こ

の港が機能していたことが裏付けられる。ただ各遺跡での詳細な調査や遺物の検証は行われておらず，

原の辻遺跡との関連や時期的な経路の変遷があったかどうかについては明確ではない。

幡鉾川流域の弥生時代の遺跡の分布では，原の辻遺跡の北側丘陵部の縁辺部に墓地を主体とする遺

跡が存在する（４・５・６）。また原の辻遺跡を除く低地部には遺跡の存在は確認されていない。一

方，幡鉾川上流部では低地に突き出した丘陵部を中心として散布地があり（８・９・１０・１１），これ

らの遺跡は連続して古墳時代の遺物を包蔵している。

原の辻遺跡では古墳時代前期前葉の住居跡が確認されているものの，それ以降の遺構はほとんど見

ることができない。ただ，眼下に原の辻丘陵を見渡すことのできる北側丘陵部の山頂部に，５世紀代

の竪穴式石室もしくは竪穴系横口式石室を有する古墳（１６・１７・１８）が検出されている。また幡鉾川

流域の古墳の立地としては，弥生時代の遺跡が立地する低丘陵よりもさらに高い見晴らしのよい位置
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第２図 原の辻遺跡周辺の弥生時代・古墳時代の主な遺跡（１／２５，０００）
〔昭和２３年発行地形図を使用〕
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に立地しており，古墳を造成する場所の選定に共通した意識が感じられる。

古墳の形態については，前方後円墳と確認されたものは２基あるが，６世紀後半から７世紀代に国

分地区周辺に集中する巨石を用いて石室を構築する大型の古墳群と比較すると，全体的に小規模で簡

素な感があり，深江田原地域から国分地域へ移行する過渡的な時期をあらわすものではないだろうか。

【参考文献】

唐木田芳文・早坂祥三・長谷義隆『日本の地質９ 九州地方』共立出版株式会社１９９３

宮崎貴夫「原の辻遺跡における歴史的契機について」『西海考古第４号』西海考古同人会２００１

第１表 原の辻遺跡周辺の弥生時代・古墳時代の主な遺跡
［弥生時代］ ［古墳時代］

番号 遺 跡 名 種 別 立 地 標 高 番号 遺 跡 名 形態・石室 立 地 標 高

１ 原の辻遺跡 環濠集落，墓地，水田など 丘陵・平野 ６�～１８� １６ 大塚山古墳 円墳（竪穴系横口式石室） 丘陵 ７０�
２ 鶴田遺跡 墓地（甕棺・石棺） 台地 １０�～１５� １７ 俵山古墳 円墳（竪穴式石室） 丘陵 ７０�
３ 安国寺前遺跡 散布地 台地 ８�～１０� １８ 俵山１号墳 円墳 丘陵 ７０�
４ 閏繰遺跡 墓地（甕棺・石棺） 台地 １０�～１５� １９ 玉塚古墳 丘陵 ２３�
５ 松尾遺跡 墓地（石棺） 台地 ２２� ２０ 鶴亀鬼屋古墳 横穴式石室 丘陵 ５０�
６ 清水遺跡 墓地（甕棺） 丘陵 ６０�～７０� ２１ 覩上山１号墳 前方後円墳（横穴式石室） 丘陵 ８０�
７ イノの辻遺跡 墓地（甕棺・石棺） 台地 ５０�～６０� ２２ 覩上山２号墳 前方後円墳 丘陵 ８０�
８ 定光寺前遺跡 散布地 平野 ４０� ２３ 堂山１号墳 円墳 丘陵 ６０�
９ 覩城遺跡 集落・墓地 丘陵 １６� ２４ 堂山２号墳 円墳 丘陵 ５８�
１０ 興触遺跡 散布地 丘陵 １３� ２５ 堂山３号墳 前方後円墳？ 丘陵 ７０�
１１ 興原遺跡 散布地 丘陵 １０�～２５� ２６ 興原古墳 円墳（横穴式石室） 丘陵 ３０�
１２ 津宮遺跡 墓地（甕棺・石棺） 丘陵 ２８�～３２� ２７ 神の嶺古墳 円墳 丘陵 ２４�
１３ 池田遺跡 散布地 平野 １� ２８ 坂本古墳 円墳（横穴式石室） 丘陵 ３２�
１４ 志自岐遺跡 散布地 丘陵 ２２�～２８� ２９ 柏田古墳 円墳 丘陵 ３４�
１５ 中尾遺跡 散布地 丘陵 ６�～３０� ３０ 平山１号墳 円墳（横穴式石室） 丘陵 ５０�

３１ 平山２号墳 円墳？ 丘陵 ５２�
３２ 平山３号墳 円墳 丘陵 ５２�
３３ 西福寺古墳 円墳（横穴式石室） 丘陵 ２０�
３４ 小塚原１号墳 円墳 丘陵 ３０�
３５ 小塚原２号墳 円墳 丘陵 ３０�
３６ 小塚原３号墳 横穴式石室 丘陵 ３２�
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�．調査に至る経緯
原の辻遺跡の調査の歴史は，１９０４～１９０５（明治３７～３８）年の松本友雄氏による表面採集に端を発す

る。氏が１９２７（昭和２）年にまとめた『壱岐考古録第一編』では，「深江の弥生土器三個」「深江原の

辻は貝塚あらざるか」「深江原の辻採集日録」の中で，田地の灌漑のための開墾工事の際に大型土器

２点，小型�形土器数個を発掘したことや，石斧・石鏃・石錘の採集記録などの記録があり，その中

に鳥居龍造氏が原の辻遺跡や出土遺物を実見したことも書かれてある。その報告は『考古学雑誌十二

（七？）ノ二』「壹岐國考古通信（一）」にも掲載され，「深江原の辻（田河村）の遺物包含地」とし

て全国に紹介された。鳥居氏のほか，梅原末治氏，中山平次郎氏，森本六爾氏，鏡山猛氏などの研究

者たちも来島し調査を行っている。その後，松本氏は１９３１（昭和６）年の『探古日録第二輯』「原の

辻研究」の中で，再度，１９２３（大正１２）年から１９２７（昭和２）年までの調査報告をまとめている。

１９３９年，鴇田忠正氏は耕地整理工事で削り取られた原の辻台地北端の東斜面に３層の遺物包含層を

確認し，発掘調査を行った。各層から出土した形態や技法の異なる土器の観察により，北部九州弥生

土器編年と比較し，中期（須玖式）から後期（高三潴式）に移行する過程を位置づけた。

１９５１（昭和２６）年から１９６１（昭和３６）年にかけては，東亜考古学会による５次にわたる調査が実施

されている。その成果は，水野清一・岡崎敬両氏が『対馬の自然と文化』「壱岐原の辻弥生遺蹟調査

概報」で報告され，１層（上層）が須玖式と高三潴式の中間形式，２層（下層）が須玖式という，「原

の辻上層式・下層式」の編年様式が設定された。

長崎県教育委員会が主体となった調査は，１９７４（昭和４９）年の大原地区の調査からである。“まん

じゅう畑”の土地基盤整備による削平工事で，甕棺片や石棺材が多量に散乱しているとの連絡が石田

町教育委員会を通じてあり，緊急調査を実施することとなった。約１，０００�の調査範囲に，甕棺墓５１

基，石棺墓１９基以上，溝４条が確認され，副葬品として戦国式銅剣，トンボ玉，ガラス小玉などが出

土している。

これらの幾度かの調査により，遺跡の規模が広範囲に及ぶことが判明し，翌昭和５０年度から国庫補

助事業による４次にわたる範囲確認調査を実施することになった。大川地区，原の久保Ａ地区，原の

久保Ｂ地区などの墓域が発見され，大川地区においては，方格規矩鏡や有鉤銅釧などが出土している。

また旧石器時代の石器の出土もあり，「原の辻型台形石器」の呼称が設定された。

平成元年度，県営幡鉾川流域総合整備事業の計画が策定された。平成２年度に原の辻遺跡を含む幡

鉾川流域の計画区域内３２０�の分布調査，平成３年度に芦辺町・石田町両教育委員会を調査主体とし

た計９９ヶ所３９６�の範囲確認調査を実施した。遺跡西側と北側で弥生時代から中世にかけての溝状遺

構，杭列遺構が検出され，遺跡の範囲が約８０�の広大な面積に広がることが明らかになった。

平成５年度には，台地の東側の農道建設工事および排水路敷設に伴う緊急調査（本調査）で環濠の

一部が確認され，西側の部分においてもその延進の確認のための範囲確認調査を進めたところ，丘陵

のまわりを濠がめぐる大規模な環濠集落であることが判明した。

―５―



このような経過を受け，原の辻遺跡が大規模な環濠集落であり，大陸との交流を物語る資料が豊富

に含まれているとのことから，平成９年９月国指定史跡に認定され，さらにその後の調査研究により，

原の辻遺跡が『魏志倭人伝』の記述の「一支国」の中心集落であることが特定され，平成１２年１１月国

の特別史跡に指定された。また，壱岐市教育委員会を主体とした原の辻遺跡指定地内の史跡整備が進

みつつあり，その資料整備の為の調査が年々実施されている。

調査研究事業は，環濠などの状況を確認するという目的で，平成１４年度から平成１８年度にかけて継

続的に実施している。今年度の対象地区は不條地区，船着き場跡，高元地区の３地区とした。

西側低地部の不條地区は平成８年度からほぼ毎年調査が実施された地区であり，弥生時代の河川跡

とその内外に数条の溝状遺構が確認されている。さらに平成１５年度の主要地方道勝本石田線道路改良

工事に伴う緊急発掘調査で護岸遺構が検出され，その対岸に西に向かう河川の存在が推測されていた。

また，河川と船着き場跡との関連も考えられ，船着き場本体についても構造や規模が不確定な部分が

多く，その解明が急がれていた。

高元地区は平成１６年度に丘陵部の旧地形復元のための確認調査を実施しており，今年度も継続した

旧地形の確認と墓域の再確認を含め，調査を実施した。

調査は，平成１７年５月９日から１２月２７日まで実施した。

【参考・引用文献】

松本友雄『壱岐考古録第一編』１９２７

『探古日録（一）』 １９３０

『探古日録（二）』 １９３１

長崎県教育委員会『原の辻遺跡総集編�』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第３０集２００５
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船着き場跡 

不條地区 

高元地区 

第３図 平成１７年度 調査研究事業調査区位置図（１／４，０００）
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�．調 査
１．不條地区の調査

� 調 査 概 要
不條地区では平成１５年度の県道改良工事に伴う調査の際，丘陵部西側の低地部に長さ約４０�，最大

幅５�の護岸遺構が検出されている。

この遺構は，径５０�ほどの均一な法量の地元産玄武岩の角礫を利用し，無造作に投げこんで造成さ

れた「捨石護岸」であり，川底に向かって緩やかに傾斜している。主軸は北東－南東の方向で，以前

から確認されている弥生時代の河川跡の東岸にあたる。護岸の側面はかなり弓なりになっており，護

岸が築かれた河川の原形がかなり蛇行していたと推測される。したがって今年の調査では，護岸遺構

の対岸の状況確認と，西側に延びる流れがないかどうかの確認が主な目的となった。

また，平成１１・１２年度の原の辻遺跡特定事業に伴う調査では，八反地区（今年度の不條地区Ｇ・Ｈ

区）で東西に流れる弥生時代中期から後期にかけての河川跡（平成１１年度特定調査Ｅ区３号旧河道）

が確認されている。この河川は「弥生時代後期から古墳時代前期に埋め立てられ，水田として造営さ

れた」とまとめられている。根拠としては，埋土の上に溝（同２号溝）があり，水田の用排水路とし

て利用された可能性が強いこと，また足跡が周辺から多数検出されたことである。

この河川の流路を考えた場合，東西方向へ流れをとることから，その西側の延長上には船着き場跡

が位置することとなる。船着き場跡へ通ずる河川としては，幡鉾川から南へさかのぼって至る河川（平

成１０年度特定Ａ区）が確認されているが，一方では東からのルートも視野に入れる必要があるのでは

ないだろうか。それはこの調査区周辺（今年度調査区のＧ・Ｈ区）の河川内から貨泉や大陸系土器が

数多く出土し「南北市糴」を裏付けるものとなっており，周辺に市場の存在を想定することも可能で

ある。ただ船着き場が構築された時期は弥生時代中期前葉であり，この河川が流れていた時期は中期

中葉と若干の時期差がある。こうした理由から，この河川を再度調査することで，河川の埋没時期と

整地の状況，船着き場跡との関係が明確になると考え，調査を実施することとなった。

調査は，過去の調査区を外す形で幅約１５�×２０�のトレンチを基本として設定し，河川跡を主とす

る遺構検出を行い，調査区の南側もしくは中央の遺構の層位が明確に確認される位置にサブトレンチ

を設定し掘り下げを行った。なお，一部過去の調査の再確認のために旧調査区の掘削も行っている。

調査区は北からＡ～Ｈ区と付号し，遺物の取り上げ，遺構の記録を行った。

各調査区で検出された遺構は次のとおりである。なお（ ）は旧調査区での称号である。

Ａ区 ３号溝（平成１０年度 特定調査事業 Ｃ区 １号溝）

Ｃ区 ０号河川跡（平成１０年度 特定調査事業 Ｃ区 ２号旧河道，平成１１年度 特定調査事業

Ａ・Ｃ・Ｄ区１号旧河道）

Ｄ区 ０号河川跡（同上）

不條地区
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Ｅ区 ０号河川跡（同上，平成１５年度 県道緊急調査 河道３，平成１２年度 特定調査事業 Ｄ区

１号旧河道，平成１２年度 緊急雇用対策事業 旧河道）

１号溝（平成１２年度 特定調査事業 Ｃ区１号旧河道西岸部落ち込み）

集石遺構（新規発見）

Ｆ区 ２号河川跡（平成１５年度 県道緊急調査 ＳＤ７）

Ｇ区 １号河川跡（平成１１年度 特定調査事業 Ｅ区２号旧河道，平成１２年度 特定調査事業Ｅ

区２号旧河道，平成１５年度 県道緊急調査河道２）

２号溝（新規発見）

祭祀土坑（平成１５年度 県道緊急調査 祭祀土坑）

Ｈ区 １号河川跡（同上）

土層については，調査区のほぼ全域が河川跡内であり，水の流れの影響から均一ではない。したがっ

て層位の付号は各トレンチごとに行い，基本的な層序の位置を確認することとした。

基本層序は以下のとおりである。なお，河川埋没後の堆積層と河川の上層とは共通するため，従来

の基本層序を参考に分類した（杉原２００１）。

【基本層序】

�層 現在の表土および水田耕作土

�層 黄褐色から赤褐色の粘質土。鉄分の沈着が多く，乾燥するとクラックが生じやすい。

近世から近代にかけての水田耕作土。

�層 灰色から暗灰色の粘質土。クラックを通じて鉄分の沈着があるため，黄褐色や赤褐色が

強い部分もある。古代から中世にかけての遺物包含層。水田の造成土と考えられ，かな

り広範囲に堆積している。

河川�層 黒色から黒褐色の粘質もしくは腐植土層。植物遺体や炭化物を多く含む。

弥生時代終末から古墳時代前期の遺物を主に包蔵する。

河川�層 灰色の粘質土層。粘性が強く，炭化物をわずかに含む。弥生時代後期中頃から後半

の遺物を主に包蔵する。

河川�層 褐色から黒色にかけての下層に礫が堆積する層。０号河川跡の最下層と考えられる。

弥生時代中期前半から後期前葉にかけての遺物を包蔵する。Ｃ区中央トレンチやＥ

区南トレンチでは下層の礫層のみが観察される。

河川�層 Ｇ・Ｈ区の弥生時代中期の河川跡の下に確認された埋土であり，灰オリーブから灰

褐色粘質土で木質や炭化物を多く含む層。弥生時代前期の遺物をわずかだが含む。

Ｅ区の中央トレンチや南トレンチでも黒色が強いもののほぼ同質の層が確認されて

いる。

不條地区
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H区 
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F区 

E区 

D区 

C区 

A区 

祭　遺構 
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2号河川跡 

集石遺構 

2号溝 

1号溝 

3号溝 

0号河川跡 

不條地区

第４図 不條地区調査区および遺構配置図（１／５００）



【参考・引用文献】

長崎県教育委員会『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第１６集１９９９

長崎県教育委員会『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第１９集２０００

長崎県教育委員会『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第２１集２００１

原の辻遺跡保存等協議会『原の辻遺跡』原の辻遺跡保存等協議会調査報告書第２集２００１

長崎県教育委員会『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第２９集２００５

� 遺構と遺物

�０号河川跡
０号河川跡はＣ区からＥ区にかけて確認された。この河川跡は平成１０年度からの特定調査事業以来

確認される弥生時代中期前葉から古墳時代前期にかけての流路で，平成１５年度の県道改良工事に伴う

調査では河川東側に護岸遺構が検出されており，それより前の平成１２年度の特定調査の際にも集石遺

構などが確認されている。今年度は流路の検出と同時に，各調査区ごとにサブトレンチを設定し，層

位の確認を行った。各トレンチごとの層位の観察と出土遺物については以下のとおりである。土器の

時期編年については「原の辻遺跡総集編�」（福田編２００５）を参照した。

Ｃ区中央トレンチ（第５図）

Ｃ区中央トレンチは平成１１年度旧調査区を外した位置に２�幅で設定した。０号河川跡の東岸と河

川跡の河床面が確認されている。河川内には遺物と同時に自然の流木なども出土しており，川の流れ

が南北方向へ向いていたことが判断される。土層の堆積状況では，６層に暗灰色の硬質粘土層，７層

に青灰色砂質層が見られることから，この層がある時期河岸となっていたことが推測され，時期によ

り河川の流れが変化していることがわかる。河川の基本土層と比較すると，５層までが河川�層，そ

れ以下が河川�～�層に相当し，河床の砂礫層は弥生時代中期河川の最下層と思われる。器形がわか

る遺物が少なかったため，遺物による詳細な層位の時期決定には至らなかった。

出土土器（第６図１～６）

１は河床面より出土した丹塗りの器台で，河床面の時期の基準とした。ただそれ以外の遺物は出土

した層位の確認ができていない。弥生時代後期後半から古墳時代初頭の鉢や甕・壺の口縁部（２～３）

が出土しており，河川�層の遺物と推測される。また，大陸系土器として三韓系瓦質土器（５）や陶

質土器（６）の破片が出土する。５は円盤状に加工した土製品として再利用している。

Ｄ区北トレンチ

Ｄ区の北トレンチでは河川跡のラインの確認にとどまった。河川の西側に明灰色粘土層を基盤とし

たテラス状の高まりが確認され，細片ではあるが多くの遺物が出土している。このテラス状の高まり

は，Ｃ区中央トレンチの６層と対応できる。

出土土器（第７図１～１２）

弥生時代中期前半から後期後半にかけての遺物が出土しており，河川�層とテラス状の粘土層に包

含された遺物を一括した。河床より小型甕，広口壺，丹塗りの高坏などが出土している。７の甕形土

不條地区
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0 10cm

0 10cm

器は小型であるものの器壁が厚く，外面の調整も丁寧に仕上げられている。また９の広口壺はほぼ完

形に近い状態で出土しているが，口唇部に欠損が見られ，外壁が部分的に剥落している。１２の高坏は，

広口壺の横に据えられた様に脚の上方を上に向けて出土した。

Ｄ区南トレンチ（第８・９図）

Ｄ区からＥ区にかけては０号河川跡の西側にあたり，東側対岸には護岸遺構が存在する。Ｃ区から

Ｄ区にかけての河川幅は，護岸遺構の延長線と西側河岸を測ると約２０�あるが，Ｄ区からＥ区にかけ

ては急激に川幅が狭くなり，１０�程度しかない。西側河岸には，護岸遺構と同じ「捨石工法」で築か

れた小規模な集石遺構や，河川から５�程度陸に入り込んだ溝状の遺構などがあり，０号河川跡に人

工的な造成を行った地域であることが推測される。

南トレンチはＤ区の南側に２．５�幅で設定し，西側の一部は木製品など遺物が集中したため拡幅し

て掘り下げた。狭い範囲の調査区ではあるが，弥生時代中期前葉から後期後半にかけての遺物が１，５００

点以上出土しており，河川の護岸の中でも特別な場所であることを裏付けている。

調査区の層位（第９図）としては大きく３層に分類され，河川の基本層位（河川�～�層）に比定

できる。１層から２層は古代から中近世にかけての水田層であり，不條地区のほぼ全域で確認される。

河川の埋土としてはそれ以下となる。

３層は腐植土が混在する黒褐色の粘質土であり，河川跡の上層に共通する堆積土である。場所によっ

てはかなり厚く堆積する場合もあり，０号河川跡が最終的に放置された時期に一斉に堆積した層と考

不條地区

４

６５
１

３

２

第６図 Ｃ区中央トレンチ０号河川跡出土土器（１／４，１／２）
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0 10cm

える。船着き場跡にも同層が確認されている。過去の調査から弥生時代終末期から古墳時代前半の遺

物を含む層であるが，Ｄ区南トレンチではほとんど出土していない。４・５層は下層との漸移層であ

る。６～８層はいずれも灰色の粘質土層であり，各層ともに下層に炭化物の堆積が観察された。非常

にきめの細かく不純物の混在が少ない層であり，河川の堆積土としては平坦な堆積状況である。遺物

不條地区

１

２

４
３

５
６

８

１０

７

１１

９

１２

第７図 Ｄ区北トレンチ０号河川跡出土土器（１／４）
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はあまり多くなく，完形に近い土器がわずかに見られた。また，樹皮や横槌（第４７図１）が出土して

おり，樹皮から BP１８５５±２０（弥生時代後期後半）の年代を得た。９層は河川の最下層の堆積土であ

り，最も遺物を包含する層である。灰色の色調であるが，木質を多く含み，河床には砂礫の堆積があ

る。また護岸遺構や集石遺構から流れ込んだものか，人頭大の角礫も多数見られる。遺物は，弥生時

不條地区

１号溝

集石遺構

第８図 Ｄ・Ｅ区０号河川跡検出状況（１／１００）
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0 10cm

不條地区
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第１０図 Ｄ区南トレンチ周辺出土土器 河川�層�（１／４）
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0 10cm

代中期前葉から後期前半までの土器を含み，特に中期前葉から中葉にかけての遺物が多数出土した。

大型建築材やねずみ返しもこの層から出土している。

河川�層出土土器（第１０・１１図）

前述した灰色の粘質土層内出土の遺物である。１～９までは「く」の字口縁を有する甕で，５・６・

９は底部を有するが，いずれも凸レンズ状の膨らみを持っている。外面の刷毛目が顕著で，刷毛の単

位も明瞭である。１０は台付甕である。台付甕の分布圏は中九州から長崎県北部を北限とする地域を主

体とするもので，原の辻遺跡では非常に珍しい。胎土に金雲母は含まない。１１は複合口縁壺，１２～１４

は短頸壺である。１４は胴部が丸く大きく膨らみ，底部もレンズ状に張り出している。器面はヘラナデ

などで丁寧に成形されている。１５～１７は鉢で，口縁を有する物（１５）と持たない物（１６・１７）がある。

１８は丸い透かし孔をもつ高坏脚部，１９～２１は器台である。１９は器表に条痕を施し，脚の端部に刻みを

つける形態。２０は器高が低く器壁が厚い。２１は直口する形態。いずれも特徴的な遺物である。５・６

が後期前葉，７が後期中葉，９・１４・１６が後期末に比定できる。

不條地区

１１
１２

１３

１０

１４

１５

１８ １９

１６

２１

２０

１７

第１１図 Ｄ区南トレンチ周辺出土土器 河川�層�（１／４）
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河川�層出土土器（第１２～１７図１～７０）

１～５４が甕形土器である。甕の形式については，突帯の有無，口縁の傾き，底部の形状などを観点

に以下の通り分類した。突帯の有無としては，口縁下に突帯をもたないもの［Ａ］，突帯をもつもの

［Ｂ］，口縁の形態としては，内傾するもの［�］，平坦のもの［�］，外に垂れ下がるもの［�］，底

部は上げ底が［ａ］，平底［ｂ］とする。

１～２０までがＡ類を一括した。Ａ�類としては，１・３・５～７・１０～１５がある。口唇が非常に短

い形態（１・３・５～７・１０・１１）と，長く逆Ｌ字形に外反する形態（１２～１５）に細分できる。１は

口唇に刻みがあり，外面はヘラミガキ調整を施すため古手の形態である。その他のＡ�類の特徴とし

ては，口縁内外をヨコナデし，外面はタテ方向の刷毛，内面は指ナデを施す器面調整で，胎土に金雲

母を含有する。底部まで残存するものとして６・１２があり，いずれも上げ底である。

Ａ�類としては，２・８・９・１６～２０がある。突帯状の口唇のもの（２），短い口唇を有し，口縁

から胴部にほぼ直角に折れまがるもの（１６～１８），鋤先状に内側にわずかではあるが突出部をもつも

の（８・１９・２０）などに細分される。Ａ�類同様，タテ方向の刷毛調整を基本とし，一部ナデ消しが

見受けられる（１８・１９）。胎土としては１８・１９以外は金雲母がすべて混入する。４はＡ�・�のいず

れにも該当しないもので，断面三角の口縁部をもち，胴部にかけて如意形に移行する形態である。

２１～３５がＢ類である。Ｂ類の特徴としては胴部が丸く上半部に最大径をもち，口縁部と突帯部にヨ

コナデ，胴部はタテ方向やナナメ方向の刷毛調整が施されている。Ｂ�類としては２１～２３・２７・３０～

３５がある。コの字形の口唇に刻みを有するもの（２１～２３），鋤先状で内側に突出部をもつもの（２７・

３０・３１），内側に湾曲する口縁で口縁直下に突帯を有するもの（３２～３５）に細分される。２１～２３は口

縁が非常に厚く重厚な作りであり，胴部の突帯も明瞭で刷毛調整も細かく施されている。特に２２につ

いては突帯のやや下の部分に装飾的な短いナナメ刷毛目が観察される。３２～３４はいずれも口径が４０～

５０�の大型甕であり，口縁の作りも重厚で突帯もシャープである。また橙を基調とする色調で，胎土

に金雲母を多含する。３５は形態は類似するが焼成が異なることから，模倣品の可能性がある。おなじ

出土地点から同質の底部が出土したため，平底の可能性が強い（３６）。Ｂ�類として２４～２６がある。

２４が「コ」の字形の刻み口唇のもの，２５・２６が鋤先状口縁である。Ｂ�類は２８・２９が相当し，いずれ

も鋤先状の口縁である。

３７～５４に甕の底部を一括した。ａ類として３７～５２，ｂ類として５３・５４がある。ａ類は底部が外側に

開くもの（３７～４６）と直線的に立ち上がるもの（４７～５２）の主に２つに区分され，後者は比較的重厚

で安定感がある。削りなおしにより上げ底をつくりあげた形態（５１）も見られる。

甕形土器の時期については，１～４は中期初頭，その他のＡ�・Ｂ�類が中期前葉の古段階，Ａ�・

Ｂ�類は中期前葉の新段階（中期中葉），Ｂ�は中期後葉に相当し，底部はａ類が中期前葉の古段階，

ｂ類が中期前葉の新段階（中期中葉）以降に比定される。ただし河川内での出土であるため，土層へ

は反映できなかった。したがって０号河川跡の最も古い時期としては，中期前葉から後葉ということ

ができる。

不條地区
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0 10cm

不條地区
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第１２図 Ｄ区南トレンチ周辺出土土器 河川�層�（１／４）
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0 10cm
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第１３図 Ｄ区南トレンチ周辺出土土器 河川�層�（１／４）
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不條地区

２６

２５
２７

２９

２８

３０

３１

３２

３３

３４

３５
３６

第１４図 Ｄ区南トレンチ周辺出土土器 河川�層�（１／４）
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0 10cm

５５～６２は壺形土器である。壺の形態としては突帯の位置や有無，口縁部の形態などに特徴があるが，

器形が判断できる点数が限られるため，ここでは鋤先口縁［Ａ］，広口壺［Ｂ］の２形態に大別する

のみとする。Ａ類では５５～５８があり，５５の大型壺はほぼ完形である。５５の特徴は口縁部が短く極端に

内湾し，頸から肩への屈曲部に三角突帯を有する。外壁全面と口縁内部にヘラミガキが見られ，口頸

部には幅広の暗文が施される。５６・５８はほぼ同じ形態で，５６は口唇に刻みを持つ。５７は頸部の屈曲が

浅く，暗文と沈線が観察される。５９は２条のシャープな突帯と全面に丁寧なヘラミガキが施された胴

不條地区
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第１５図 Ｄ区南トレンチ周辺出土土器 河川�層�（１／４）
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0 10cm

不條地区
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第１６図 Ｄ区南トレンチ周辺出土土器 河川�層�（１／４）
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0 10cm

部であり，器形からＡ類が推測できる。Ｂ類としては６０

があるが，器壁の風化による摩滅が顕著で器面の調整に

ついては明確ではない。６１は大型壺，６２は小型壺の底部

で，いずれも平底である。６３は鉢形土器で，外面の器壁

は風化で観察できないものの，内面は丹塗りの上からの

ヘラミガキが観察できる。６４は蓋の裾部であり，器幅に

比べ器高が高いため古い形態と推測できる。６５・６６は高

坏で，６５の口縁部はわずかに外側に傾斜する形態，６６の

高坏脚部は坏の立ち上がりが丸く湾曲しながら立ちあが

る形態である。

６７・６８は無文土器である。６７は浅く外反しながら長く

直口する口縁部で，あまり張りを持たない長胴形の形態

である。器壁の表面は凹凸が多く，内外面に指ナデ調整

による指圧痕がみられ，胴部下半部に大きな黒斑が残る。

肩の部分には掻き傷状の線刻が見られる。形式としては，

後期無文土器の「勒島式」以降のもので，弥生時代中期

前半以降の時期と推測される（武末１９９５）。６８は粘土帯

甕であり，口唇部に径８�程の粘土紐の貼り付けがある。

胎土に金雲母が見らる。中期前葉のものか。

６９・７０は搬入土器である。６９は台付装飾壺形土器の胴

部であり，山陰地方東部の因幡地方に所産するものと思

われる（松井２００４）。口縁や底部の形態は不明だが，胴部はそろばん玉状を呈するもので，最大径部

分に突帯を持ち，その上方には刷毛目原体の列点による羽状文と４本束の圏文が交互に施文されてい

る。赤彩もわずかだか観察される。７０は産地は特定できないものの，同時期の器形・色調が異なるた

め搬入土器と分類した。口縁部が短く大きく外反する形態で，口唇は丸く玉縁状におさめられる。色

調は内外ともに灰白色で胎土中は黒灰色を呈し，胎土に金雲母を含有する。畿内系と思われる。

甕以外の土器については，５５の大型壺形土器が中期前葉古段階，６０の広口壺が中期前葉新段階（中

期中葉），６３の丹塗り鉢形土器が中期後葉に比定でき，無文土器なども同時期に相当することから甕

形土器同様，弥生時代中期前葉から後葉の時期におさめられる。

�１号河川跡（第１８～２５図）
１号河川跡はＧ・Ｈ区にまたがり確認された，東西方向に流路をとる河川跡である。平成１１・１２年

度の特定調査事業や平成１５年度の県道拡幅工事に伴う調査の際に検出され，弥生時代後期から古墳時

代前期までに埋められた河川としてとらえられていた（杉原２００１）。現存幅約１３�，深さ０．８�を測る。

調査区内の河川跡に横断する形で南北方向の幅２�のトレンチを設定し掘り下げを行った。トレンチ

不條地区
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６８

６９

７０

第１７図 Ｄ区南トレンチ周辺出土土器
河川�層�（１／４）
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第１８図 Ｇ・Ｈ区１号河川跡検出状況（１／１００）
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色（
１０

G
Y６

／１
）粘
質
土
多
数
の
土
器
・
流
木
・
加
工
材
・
石
器
を
含
み
，炭
化
物
も
非
常
に
多
い
。…
基
本
層
序

河
川
�
層

５
黄
褐
色（
１０

Y
R５

／６
）粘
質
土

炭
化
物
を
わ
ず
か
に
含
む
。１
０
層
と
ほ
ぼ
同
色
で
あ
り
，流
れ
込
み
に
よ
る
堆
積
層
か
。

６
褐
灰
色（
１０

Y
R５

／１
）粘
質
土

炭
化
物
が
散
在
す
る
し
ま
り
の
あ
る
層
。わ
ず
か
に
木
材
を
含
む
。

７
灰
オ
リ
ー
ブ（
７
．５

Y５
／２
）粘
質
土

６
層
よ
りも
や
や
暗
く
炭
化
木
を
含
む
。大
型
の
自
然
木
を
混
在
す
る
。

７
′
層
は
７
層
に
比
べ
粘
性
が
強
く
，腐
植
し
た
樹
木
片
が
散
在
す
る
。

８
灰
褐
色（
７
．５

Y
R４

／２
）腐
植
混
じ
り
粘
質
土

多
量
の
炭
化
物
を
含
み
，砂
粒
を
混
在
す
る
層
。…
基
本
層
序
河
川
�
層

９
青
灰
色（
１０

B
G５

／１
）粘
質
土

砂
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
在
す
る
。

１０
黄
褐
色（
１０

Y
R５

／６
）砂
質
土

緑
灰
色
を
含
み
，硬
くし
ま
り
が
あ
る
層
。

１０
′
層
は
同
質
で
あ
る
が
，色
調
は
青
灰
色（
１０

B
G５

／１
）の
粘
質
土
で
，樹
木
片
が
散
見
す
る
。

１１
暗
緑
灰
色（
１０

G
Y３

／１
）粘
質
土

砂
質
を
含
み
，炭
化
物
を
混
在
す
る
。

３
号
河
川
跡

平
成
１１
年
度

Ｅ
区
２
号
溝

平
成
１１
年
度

Ｅ
区
２
号
溝

１
号
河
川
跡

―２７―



内からは，弥生時代中期前葉から後期にかけての土器・石器・木製品等約２，０００点が出土している。

１号河川の層位（第１９図）は大きくは３層に分層され，その下層からさらに古い河川の流路が確認

された（３号河川跡）。設定したトレンチの上層は，基本層序�層の暗灰色粘質土層の古代から中世

にかけての水田層である。したがって河川の上面に多数の人の足跡や蹄の跡などの踏み込み跡が見ら

れた。

トレンチの土層はそれより以下の層位である。１層は黒色の粘質土で，河川�層の時期に相当する。

腐植は少なく木質などもあまり見られないことから，流路であったとは考えにくくわずかな窪地に堆

積した層と思われる。平成１１年度特定調査Ｅ区２号溝（杉原２００１）はこの層から掘り込まれた遺構で

あろう。２層は灰色粘質土であるが，上層からの鉄分の浸透が著しく褐色化している。河川の埋土中

からわずかに遺物が出土するが，摩滅が多く現位置をとどめたものは少ない。基本層序の河川�層に

相当する。３層は２層よりやや明るい灰色粘質土層で，河川の中心部では炭化物は含むが遺物はほと

んど見ることがない。ただ河川の北岸周辺に摩滅した土器が土器だまり状に堆積している。４層はや

や青みのある灰色粘質土で，下層には多数の土器・木製品を含む層である。１号河川跡の最下層と考

えられる。植物珪酸体分析によると，１～４層は試料１�あたり４，８００～５，９００個の高密度で稲のプラ

ントオパールが検出されており，稲作が行われていたことがわかる。すなわち，１号河川では水田を

目的とした造成が行われたことを確認できた。

河川�層出土土器（第２０図）

１号河川跡の河川�層の土器は前述したごとく摩滅が多い。他地域から混入したものと考える。

１～６は甕形土器である。１は「逆」Ｌ字口縁，２・４～６は「く」の字口縁，３ははね上げ口縁

である。いずれも内外面に摩滅が多く，器面調整が不明確である。５は口径が小さく屈曲部が不明瞭

である。６は口縁が非常に短い形態である。７～９は壺形土器である。７は内傾する鋤先状の口縁

部，８は口唇の屈曲部が短い複合口縁壺の口縁部，９は平底の底部である。１０は鉢形土器で，内外面

の刷毛目調整が明瞭に観察できる。８・１０の２点にかぎり残存状態がよく，１号河川跡河川�層の時

期を表していると考えられ，弥生時代後期前葉から後期末の時期に比定できよう。

河川�層出土土器（第２１～２５図）

１～４０が甕形土器である。Ｄ区南トレンチ河川跡同様，突帯の有無について，突帯をもたないもの

［Ａ］，突帯をもつもの［Ｂ］，口縁の形態として，内傾するもの［�］，平坦のもの［�］，下に垂れ

下がるもの［�］，底部の形態として上げ底［ａ］，平底［ｂ］と分類する。

１～１９までがＡ類を一括した。Ａ�類としては，３～１２・１８・１９がある。口縁が短い形態（３・５），

口縁が外側に湾曲する形態（４・６～８），「く」の字形に外向する形態（９・１０），鋤先状に内側に

突出部を持つ形態（１１・１２），はね上げ口縁をもつ形態（１８・１９）に分類できる。Ａ�類の特徴とし

て，口縁内外をヨコナデし，外側はタテハケを内側は指ナデの調整を基本とする。また胎土は金雲母

を含むものが多い。

Ａ�類としては１・２・１３・１４がある。１・２は口唇部が短く胴部が丸く張り出す形態であり，タ

不條地区
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0 10cm

テ方向の刷毛目と一部ナデ消しの痕跡を残す。いずれも胎土に金雲母は見られず，若干古い形態とも

考えられる。１３・１４は平坦な口縁部で内側にわずかに突出する形態で，口縁内外のヨコナデ，胴部の

タテハケ，胎土に金雲母を混入するなど共通する。

Ａ�類としては１５～１７がある。いずれも口唇端部が下に垂れ下がり，内側にわずかに突出する形態

である。胎土には金雲母を含み，外壁にはススの付着が観察される。

２０～３６がＢ類である。Ｂ１類としては２１～２９，Ｂ２類としては３０・３１，Ｂ３類としては２０・３２～３５

がある。共通した特徴として，口縁内外にヨコナデ，内面に指圧痕を伴う指ナデ調整があり，胎土に

金雲母を含むものが多い。突帯は全体的に低く，２２についてはほとんど高まりをもたない。２０は口唇

が短くわずかに外側に下がり，胴部は丸く張り出す形態であり，口径２０�ほどの小型甕である。２２は

全体の形状が復元できる甕である。口縁部は内傾し，口縁直下に低く幅広の突帯をもつもので，胴部

最大径がほぼ中心部にある形態である。２３は赤みのある色調で，口縁部が厚く重厚感があり，突帯が

低いもののシャープである。

３６は丹塗りの甕口縁部である。口唇に刻みと一条の沈線を有し，内側に大きく張り出しをもつ形状

をしている。３７は大型甕の口縁部であり，断面Ｔ字形をしている。これらの土器は非常に少なく口径

が復元されるものはほとんど見られなかった。

不條地区

２１

３

４

５

６

７

９

８１０

第２０図 Ｇ・Ｈ区１号河川跡出土土器 河川�層（１／４）

―２９―



0 10cm

不條地区

１
２

３

４

６５

７ ８

９ １０

１１
１２

１３
１４

１５
１６

１７

１８ １９

第２１図 Ｇ・Ｈ区１号河川跡出土土器 河川�層�（１／４）
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２０

２１

２２
２３

２４

２５

２７

２６

２９

２８

３１
３０

３２

３３

３４

３５

３７
３６

第２２図 Ｇ・Ｈ区１号河川跡出土土器 河川�層�（１／４）
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３８ ４１
４２ ４３

３９
４０

４５

４６ ４７

４４

４９

４８

５１

５３
５０

５２

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６１６０

第２３図 Ｇ・Ｈ区１号河川跡出土土器 河川�層�（１／４）
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0 10cm

0 10cm

３８から４３は甕の底部である。３８～４０がａ類，４１～４３がｂ類で，ａ類の胎土には金雲母は見あたらな

かった。

甕Ａ・Ｂ類の時期は，Ｄ区南トレンチ河川跡出土と同様，Ａ�・Ｂ�が古く�類から�類にかけて

新しくなるという傾向があるが，２２の器形をみると，口唇の長さや胴部最大径の位置，平底などの特

徴から若干新しくなるようである。２２は弥生時代中期前葉の新

段階（中期中葉）が想定され，その前後の時期と考えられる。

４４から６６は壺形土器である。壺の形態としては鋤先状の口縁

壺［Ａ］，広口壺［Ｂ］，袋状口縁壺［Ｃ］，短頸壺［Ｄ］その

他に分類できる。

Ａ類としては４５・４９・５０があり，大型壺で口唇が短いもの

（４５），外傾し頸部に暗文を施すもの（４９・５０）を図化してい

る。４９の暗文は細かいヘラナデの束が数カ所にみられる施文方

法である。

Ｂ類としては４４がある。図面上で復元したものであるが，脚

台付の広口壺であり，口径が９．５�，胴部１４．３�と非常に小さ

い形態である。ただ口縁から脚部にかけて丁寧なヘラミガキや

細かいヘラナデが施されており，脚の付根付近には円筒部を貫

通した穿孔がある。器形やつくりの丁寧さから特殊土器と考え

られ，穿孔は装飾ではなく，機能的なものと思われる。

Ｃ類としては５１～５４があり，口縁直下に突帯を有するもの

不條地区

６２
６３ ６４

６５
６６

６９
６７

７０

６８

第２４図 Ｇ・Ｈ区１号河川跡出土土器 河川�層�（１／４）

７１

７２

７３

７４

第２５図 Ｇ・Ｈ区１号河川跡出土土器
河川�層�（１／４）
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（５３・５４），やや下位に突帯を施すもの（５１）に分けられそうである。いずれも丹塗りであり，時期

的な差違は認められない。

Ｄ類としては５７・５８がある。いずれも蓋付の丹塗り短頸壺であり，口縁に紐かけ穴が２穴あけられ

ている。５６は袋状口縁をもつ短頸壺で全面に丁寧なミガキ痕があり，内面には指圧痕を多数残す。

５９～６１は短頸壺の蓋を一括した。いずれも径１６�前後であり，上面に丹塗りが残る。

その他として，４６・４７はおそらく同一個体であるが，大型壺の胴部である。肩から胴部最大径位に

位置すると推測され，上から下へ広がりながら描かれた三条の線刻がある。４８はその底部である。５５

は最大径位に小さなＭ字突帯を有する胴部であり，全面を丁寧にヘラミガキしている。６２～６６は壺底

部である。６３～６５は若干上げ底である。

壺形土器の時期としては，丹塗り土器が多数見られることから主体は弥生時代中期後葉である。た

だ，４４は口縁部の開きや胴部が球形に張る形態から中期初頭と位置づけられる。

６７・６８は丹塗りの高坏の口縁部と脚部，６９は器台の上半部，７０は蓋である。６９の器台はくびれ部が

胴の上位にあり，器壁はほぼ均一である。

７１～７４は大陸系土器，搬入土器を一括した。７１は粘土紐を貼り付けた断面三角形口縁の甕であり，

後期無文土器（勒島式）と思われる（武末１９９５）。色調は灰黄色で金雲母を含み，内外面ともにナデ

調整で何面には指圧痕を残す。７２は産地は不明だが，外面や口縁上部を丁寧なヘラミガキで仕上げ，

口唇部に浅い沈線を施す甕である。胴部の低い位置にある突帯は非常に明瞭で，中九州系の土器と推

測した。７３は口縁の下位に断面三角形の刻目突帯を有する甕で，ヨコナデと刷毛を細かく施す東九州

系（下條式）土器と判断した。７４も産地不明だが，口縁が極端に外反し，口唇に１条の沈線を施すも

ので，肩は球形に張りだしている。南九州系と推測する。

これらの土器を総じてみると，丹塗りや特殊な特徴を持つ土器が多い。また，甕形土器の中にはス

スの付着とは異なる黒色の塗りを施した土器も多く見られた。これらの遺物の特色から考慮すると，

１号河川跡が祭祀などの特殊性を持つ地域であることが推測できる。河川を造成した痕跡と併せて考

えれば，豊作を願う水辺の祭祀の可能性もある。今後，同じような性格を有する遺構の検討が必要で

あろう。

�２号河川跡（第２６～３０図）
２号河川跡はＥ区の南トレンチからＦ・Ｇ区にかけて新しく確認された河川跡であり，幅約６�，

深さ１．４�を測る。Ｆ区の東側で南北に流れる０号河川跡から分流する状態で検出されており，埋土

は種子や葉，甲虫の羽などを含む黒色腐植土であり，河川�層の時期に相当する。Ｅ区南トレンチの

層位では（第２７図），４層に２号河川跡の埋土が確認できた。かなり深い位置で確認されており，０

号河川跡が古墳時代ごろまで流れを変えながら存在したことがわかる。またこのトレンチでは弥生時

代中期の河川の下層（５層），さらに１号河川跡の下に確認された３号河川跡の西側への落ち込みも

確認されている。Ｆ区中央トレンチでは川幅と深さが確認され，幾層にもわたり腐植が堆積したこと

が観察された。

不條地区
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中央トレンチ

第２６図 Ｆ・Ｇ区２号河川跡検出状況（１／１００）



出土遺物は弥生時代中期から後期の土器が河川の両岸に散布しているが，埋土中からはほとんど出

土していない。Ｆ区からＧ区へ至ると次第に川の堆積土が薄くなり最終的に消滅した。

２号河川跡出土土器（第２９・３０図）

１から１３は甕形土器である。１～１０・１３が弥生時代中期中葉から後葉，１１が後期，１２が古墳時代前

期である。１２は非常に良好な焼成であり，口縁部が内湾しながら口唇に至り，先端は平坦に仕上げら

れており，布留式系甕に相当する。

１４～２６は壺形土器である。１４は短く外傾する鍬先状口縁を有する壺である。１５は肩に段をもつ広口

壺で，器壁が非常に薄く丹塗りが胴部下半に残る。１６は内側への突出がない鋤先口縁壺で，上面に径

１�程度の丸い粘土盤の貼り付け（円形浮文）がある。口唇には鋸歯文が刻まれており，一部に赤色

顔料が付着している。畿内系の搬入土器か。１７は胎土が緻密な壺の肩部であり，明瞭な２条の突帯を

有する。１８は丹塗りの複合口縁壺，１９は大きく外反する短頸の広口壺である。２０・２１はおそらく複合

口縁壺の頸から肩に至る屈曲部で，刷毛目原体の刻みによる幅広の突帯を有するものである。２２～２３

は丹塗りの壺，２４は刷毛目が顕著で胴部が丸く張り出す壺の底部である。２５は口縁が短く直口する壺，

一方２６は長く直線的に外向する長頸壺，２７は外に湾曲した口縁部にさらに外反する口唇がつく二重口

縁壺である。山陰系と思われる。

不條地区

Ｅ区 南トレンチ南壁
１ 赤褐色（５YR４／６）硬質粘土 乾燥するとクラックが生じやすい。…基本層序 �層
２ 灰黄褐色（１０YR５／２）粘質土 赤褐色の鉄分の沈着が多数みられる。…基本層序 �層
３ 褐灰色（１０YR４／１）粘質土 非常に粘性の強く，不純物などほとんど含まない緻密な粘土層。
４ 黒色（２．５Y２／１）腐食混在粘質土 アシ科の植物遺体，種子，玉虫など多数含む植物堆積層。…基本層序 河川�層
５ 褐灰色（１０YR４／１）粘質土 粘性が強く，３層に比べやや黒色が強い。
６ 明褐色（７．５YR５／６）砂礫層 粒径５�以下の川砂。…基本層序 河川�層の下層
７ 黄灰色（２．５Y６／１）粘質土
８ 青灰色（５B６／１）粘質土 砂粒をわずかに含む粘質土。
９ 黒色（５Y２／１）粘土
１０ 褐灰色（１０YR５／１）砂礫混在粘質土 １～５�径の白色砂粒を多数含む。
１１ 黒色粘質土（１０YR２／１）砂質を含む粘質土で，植物遺体を含む。…基本層序 河川�層

第２７図 Ｅ区南トレンチ土層図（１／６０）

Ｆ区 ２号河川跡 中央トレンチ北壁
１ 褐灰色（１０YR５／１）硬質粘土 黄褐色の鉄分沈着が多い。…基本層序 �層
２ 褐灰色（１０YR５／１）粘質土 １層とほぼ同色であるが，やや粘性が強い。
３ 褐灰色（１０YR５／１）粘質土 暗灰色粘土がマーブル状に混在する層。下層との境に凹凸がみられる。
４ 黒色（７．５YR１．７／１）腐植土 本来は褐色（７．５YR４／４）であり，空気に触れると色調が変化する。植物遺体を多く含む
５ 黒色（７．５YR１．７／１）腐植土 本来は灰褐色（７．５YR４／２）であり，４層と同様の性質である。４層よりやや明るい黒色である。
６ 褐灰色（１０YR４／１）粘質土 植物遺体を多く含み，下層にアシ科の植物が層をなして堆積する。

�
	
	
	

�

…基本層序 河川�層
７ 灰色（７．５Y４／１）粘質土 ラミナ状の堆積が観察される。
８ 褐灰色（１０YR４／１）腐食混在粘質土 植物遺体を多く含む粘質土。
９ 灰黄色（２．５Y６／２）粘土
１０ 灰黄色（２．５Y６／２）粘土 粘性が強く，湧水がある。
１１ 褐灰色（１０YR４／１）粘質土

第２８図 Ｆ区２号河川跡中央トレンチ土層図（１／６０）
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不條地区

４１

２
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８
７

１０

９

１１ １２

１３

１４

１６

１７ １９

１５

１８

第２９図 Ｅ・Ｆ区２号河川跡出土土器�（１／４）
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0 10cm

２８～３１は高坏である。２８は弥生時代中期，丹塗り鋤先口縁の高坏である。２９は小さな円形透かし孔

をもつ脚部で裾の広がりが非常に広い。３０は坏から脚へのくびれ部で，坏内部や脚の内外面に細かい

刷毛やヘラミガキ痕が観察される。坏は丸く�形の形状であろう。畿内系と思われる。３１はやや膨ら

みを持ちながら裾部に至る脚であり，裾は屈曲しさらに開く形態である。器面には細かいヘラミガキ

痕が観察できる。２９～３１は古墳時代初頭から前半にかけてのもので，器壁も薄く胎土も緻密な砂粒が

混入する。

３２～３７は器台である。３２～３４はくびれを胴部上半部にもつもので，器壁が厚く重厚な形態である。

３５は花弁上に広がる形態で，器壁が薄く内外面の刷毛目が顕著である。３６はくびれ部から脚に至るも

ので，胴部は直線的に立ち上がる。一見脚付き容器に見られるが，底部の位置に０．８�程の孔があり，

器台として分類した。３７は山陰系鼓形器台である。底径に比べ器高が低い形態であり，くびれのやや

下位にシャープな突帯を有する。３２～３４は弥生時代後期後半，３５～３７は古墳時代前期である。

したがって２号河川跡の時期としては，１２の甕，２６～２７の壺，２９～３１の高坏，３５～３７の器台を基準

不條地区

２２

２３２０
２１

２５

２４

２６

２７

３０ ３１

２８
２９

３５

３２

３６

３７
３４３３

第３０図 Ｅ・Ｆ区２号河川跡出土土器�（１／４）
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0 10cm

とした古墳時代初頭から前期の遺構と推測できる。

�３号河川跡（第１９図・第３１図）
３号河川跡は（第１９図），Ｇ・Ｈ区に検出された１号河

川跡の下に確認された遺構であり，１号河川跡とは流れの

方向を異にし，蛇行しながら主に南北方向へ流路をとる河

川である。埋土は褐色味のある灰色の粘土層で，腐植土や

炭化物，大型の自然木などが多量に混在している。また，

下層には砂の堆積が見られた。遺物は非常に少ないものの，

甕形土器や蛤刃石斧片などが出土しており，河川�層（弥

生時代中期以前）に相当する遺構である。埋土内の自然木

の年代測定を実施したところ，補正Ｃ１４年代で，BP２，４８５

±２０の年代値が得られ，弥生時代前期後半に比定できよう。

同質の層はＥ区南トレンチ９・１１層（第２７図），Ｅ区中央トレンチ１１層（第３２図）で確認されており，

弥生時代中期の河川跡以前の河川が別の流れで存在することが判明した。なお，同層の珪酸体分析の

結果では，近隣で稲作が行われていた可能性が示唆されている。

３号河川跡出土土器（第３１図）

図化できる土器は２点である。いずれも如意形口縁の甕形土器であり，１は口唇の下部に刻み目が

ある。焼成はかなり良好で，暗めの灰褐色の色調，胎土に大きな粒子の金雲母を混入する。器壁は０．５

�程と薄く，外面はタテ方向の刷毛目を一部ナデ消しており，内面は指ナデの痕跡を残している。口

縁部の下方を中心にススの付着が見られる。土器の形式では弥生時代前期後葉にあたり，年代測定の

時期と符合する。

�１号溝（第３４・３５図）
１号溝はＥ区の北側に検出された遺構であり，０号河川跡から南西側に５�程入り込んだ後，丸く

おさまる溝状の落ち込みである。幅は約２．２�，深さは０．７�で，０号河川跡との合流付近には人頭大

の角礫が敷かれたような状況で検出されている。埋土は，上層が黒色の腐植を混在する粘質土層で，

Ｄ区南トレンチに観察される（３層）。層の色調や腐植土の混在から，基本層序の河川�層にあたり，

弥生時代終末から古墳時代前葉の時期と思われるが，出土遺物では当該時期の土器を見ることはでき

ない。また，下層は０号河川跡と重なり合っており，混入した遺物も見受けられる。

西側低地部には途中で寸断された環濠が今までもいくつか確認されてきたが，河川と直接合流する

溝は確認されていない。また，この遺構の東側には集石遺構があり，またさらに河川跡の東対岸には護

岸遺構が検出されており，この周辺で川幅が極端に狭小になっている（第５０図）。今後も関連した遺構

の資料調査が必要であるが，河川に関連した遺構（簡素な停船場・荷上げ場）なども考慮すべきであろう。

１号溝出土土器（第３５図）

１～６は甕形土器である。突帯の有無や口唇の形状から判断すると中期前葉から後半までの遺物と

不條地区

１

２

第３１図 Ｇ区３号河川跡出土土器（１／４）
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考えられ，河川�層の遺物と同時期である。また７はくの字口縁壺であり，河川�層の遺物が混入し

たものである。

８～１１は壺形土器である。甕形土器と同様に河川�層の遺物であり，１号溝が０号河川跡に付随す

る遺構であったことが推測できる。１１は丹塗りの鋤先口縁壺のほぼ完形品であり，河川�層の新しい

段階の形態である。口唇には刻み目があり，口縁から頸部にかけては暗文が施され，途中約５�の長

さの粘土紐の貼り付けが見られる。肩から胴部最大径部分にかけては３条のＭ字突帯があり，底部は

若干上げ底である。粘土紐の貼り付けの状態から北部九州以東地域のものと推測される。

これらの遺物から，１号溝は原形は弥生時代中期頃から河川の付随施設として成立し，弥生時代終

末期ごろまでその痕跡が残ったということが考えられる。

�２号溝（第３６・３７図）
Ｇ・Ｈ区の１号河川跡の埋土上から確認された溝（第１９図）で，流路は北西から南東に向いている。

現存幅で１．２�，深さ０．４５�を測る。埋土は暗灰色のしまりのある粘質土である。遺構の検出状況か

不條地区

第３４図 Ｅ区１号溝検出状況（１／４０）
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0 10cm

ら考慮すると，１号河川跡の造成土のさらに上から掘り込まれた遺構であり，埋土の特徴からも古墳

時代前期以降の遺構の可能性が強い。遺物は溝の底にわずかに出土しているが，いずれの土器も小片

で摩滅が著しいため周辺から流れ込んだものと考えられる。１号河川跡の中央サブトレンチの西壁に

２号溝から打ち込まれた杭が残っており，水田の用水路と考えられる。

２号溝出土土器（第３７図）

図化できるもの２点を掲載した。１は丹塗りの甕形土器であり，摩滅はあるものの焼成が良好であ

るために，ヘラミガキ痕が部分的に観察できる。口縁部は内傾する形態であるが，口唇が外側に垂れ

不條地区

１

２ ３

４
５

６
７

８

９

１１

１０

第３５図 Ｅ区１号溝出土土器（１／４）
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0 10cm

さがり，胴部は丸く大きく張り出している。弥生

時代中期後半に比定できよう。２はくの字口縁の

甕形土器で，口縁部が長く直線的に外向する形態

である。内外とも摩滅が顕著で調整痕はほとんど

見られない。弥生時代後期後半に比定できる。い

ずれの土器も流れ込みであり，遺構の時期をあら

わすものではない。

�３号溝（第３３・３８・３９図）
Ａ区の北側トレンチに確認された溝であり，幅

約１．２�，深さ０．３５�を測る。平成１０年度特定調

査（杉原１９９９）でＣ区１号濠と同じ遺構と考えら

れる。当時の調査結果では，弥生時代中期後半か

ら後期の土器を含んでいて，後期に濠としての機能を失い終末期に埋没した多重環濠の内濠という見

解であった。今年度の調査では１．５�幅での検出であり，旧調査区の近隣でもあったことから，土層

確認を主体とし調査を行った。不條地区の調査区では唯一の丘陵部に掘り込まれた遺構であり，土層

の堆積状況もその他の調査区と異なることから，溝のみの土層観察を行った。

不條地区

第３６図 Ｇ区２号溝検出状況（１／４０）

１

２

第３７図 Ｇ区２号溝出土土器（１／４）
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Ⅲ期 

Ⅰ期 

Ⅱ期 

第３３図はＡ区北トレンチの北壁の土層である。表土から地山まで０．６�程度しかなく，１～３層ま

では中近世から現代までの耕作土およびその基盤層である。３号溝の地山として４・５層があるが，

土質は全く異なっている。４層は上層に鉄分の沈着が見られる軟質の粘質土で，下層に行くにつれて

青みが強くなる特徴がある。一方５層は灰白色で硬質の粘土層で，移植こての先端では深く掘り下げ

ることができない程である。すなわち５層は高台丘陵部の裾野と考えられ，４層の下に潜り込む真の

基盤層と思われる。つまり３号溝は丘陵周縁部にめぐらされた周溝の可能性が強い。ただ防御的な要

素があるかどうかについては，おそらく後世の削平によって元来の立ち上がりが残っていないため一

概に言えない。

次に溝の層位についてだが，大きく３つに分層できよう。ａ・ｂ層は最終的に埋没した時期の埋土

不條地区

３号溝
ａ 明褐色（７．５YR５／６）・褐灰色（１０YR５／１）混在粘質土 やや砂質を含む。
ｂ 褐灰色（１０YR４／１）粘質土 ａ層より暗く粘性が強い。弥生時代後期前半の遺物を含む。
ｃ 褐色（１０YR４／６）・褐灰色（１０YR６／１）混在粘質土。４層とほぼ同色の層であるがやや暗い。
ｄ 褐灰色（１０YR５／１）粘質土 やや暗めの灰色で，鉄分の沈着はほとんどみられない。
ｅ 灰白色（５Y８／２）粘質土 やや軟質の粘土で，暗めの褐灰色粘土が混在する。
ｆ 褐灰色（１０YR６／１）粘質土 ４層に比べやや暗い。

第３８図 Ａ区３号溝検出状況および土層図（１／２０）
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0 10cm

であり，弥生後期前半の遺物を含む。また，ｃ・ｄ層は褐灰色の地山４層とほぼ同質の埋土であり，

遺物はほとんど含まない。ｅ層は５層地山と同色の埋土で，ｆ層は４層に比べやや暗めの粘質土であ

る。この特徴から溝の形成を推測すると，まず丘陵周縁部にＵ字形の溝が形成された（�期）が，そ

の後何らかの理由でｆ層が堆積，�期の溝がＶ字形に掘り直しされる。ｅ層はその当時の流れ込みの

層である。その後ｃ・ｄ層（地山４層と同色）により埋められ，平坦な地形がつくり出されかさ上げ

された後に�期の溝が作られた。つまり３度の溝の掘削が行われたことになる。最終的な埋没の時期

は弥生時代後期前半以降といえる。

３号溝出土土器（第３９図）

１は袋状口縁の壺形土器である。胴半分が半裁された状況で出土した。器表の摩滅が顕著で器面の

調整は観察できないが，口縁部の外側に丹の付着がまばらに見られることからおそらく丹塗りである。

頸から肩にかけての屈曲部に２重の突帯，胴部の最大径のやや下位に高めの三角突帯をもち，底部は

平底である。ａ層に含まれていたものであり，遺構の最終埋没時期の時期決定の資料である。２は大

型甕（甕棺）の口縁部，３・４は甕底部，５は大型壺底部である。いずれも摩滅が多い。

�集石遺構（第４０・４１図）
Ｅ区の北側の０号河川跡南岸に位置する石積み状の集石である。現存長３．７�，幅１．５�，高さ１．０

�である。人頭大の角礫が河岸の傾斜に沿うように積み上げられた形態であり，護岸遺構や船着き場

跡と同じ工法で築かれたものである。

不條地区
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１ ５

第３９図 Ａ区３号溝出土土器（１／４）
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不條地区

第４０図 Ｅ区集石遺構（１／４０）
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６

第４１図 Ｅ区集石遺構周辺出土土器（１／４０）
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集石の中には弥生時代中

期から後期の遺物が混在し，

周辺には弥生時代後期後半

の遺物が完形に近い状態で

出土した（Ｄ区南トレンチ

周辺の河川�層で報告）。

１号溝と護岸遺構との間に

位置し，０号河川跡がこの

地域で急激に狭くなるため，０号河川跡と関連した施設と考えられるが，性格は不明である。

集石遺構出土土器（第４１図）

集石遺構の石組みに張り付いた状態で出土した土器を一括した。丹塗り土器が多く，摩滅した土器

も多い。１は甕口縁部で内傾する口縁部と口縁下に突帯を有する形態（Ｂ�類）である。２は鋤先口

縁壺，３は広口壺，いずれも頸部に暗文が見られる。４は壺の底部だが，胴部の上半部を打ち欠き�

状にしたものと思われる。５は�類（口縁が外に垂れる）の鉢形土器で，外面の丹塗りは剥落してい

る。６は口唇の無い鉢形土器で，形態としては４と類似する。時期は，３が弥生時代中期前葉古段階

のタイプであり，６が弥生時代後期前葉に編年できることから集石遺構がこの間に存続したことが推

測される。

�祭祀土坑（第１８・４２図）
Ｇ区の北東側の平成１５年度県道改良工事に伴う調査区との境界沿いで確認されたレンズ状に落ち込

む遺構である。検出当初は不明遺構として扱っていたが，旧調査区の一部を再掘削したところ，当時

の調査で確認された祭祀土坑（林２００５）の一部であることがわかり，祭祀土坑とした。今年度の調査

では祭祀に関連する遺物は全く出土していない。

不條地区

１

２ ４３

第４２図 Ｇ区祭祀土坑出土土器（１／４）
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５ ６
７

第４３図 石器�［旧石器・縄文時代］（１／２）
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第４４図 石器�［弥生時代］（１／３）
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第４５図 石器�［弥生時代］（１／３）
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祭祀土坑出土土器（第４２図）

１はＡ�類の甕口縁部で中期後半，２は重厚な平底で中期中葉，３は器壁が薄い平底で後期前半，

４はややレンズ状に張り出す底部で後期後葉，さまざまな時期の土器が混入している。いずれも遺構

の時期をあらわすものとは言えない。

�その他の遺物（第４３～５０図）
石器（第４３～４５図）

１～３は旧石器である。１は先端部を欠損するナイフ形石器，２・３は細石核である。いずれも漆

黒色黒曜石を素材としている。細石核の石材は円礫で表皮に爪形の傷を持つなどから松浦市星鹿半島

（牟田産）と思われる。４～６は石鏃である。４・５は幅広で基部の抉りが浅い形態で，６は縦長で

抉りが深い形態である。６はやや古手か，縄文時代後期前半の形態である。７は横型の石匙で，縄文

前期の時期か。

８・９は方柱状片刃石斧の未製品で，いずれも基部のみ残し欠損する。８は３側縁に研磨痕が残る

が，９は剥離のみで中断している。１０は抉入片刃石斧の未製品か。１１は石斧の加工材であるが器種は

不明。１２は石鑿，ほぼ完形品であり，断面は正方形に近い。河川�層出土。１３・１４は小型石鑿である。

１３は完形で長さは５�程度である。８～１３までは節理のある頁岩を素材としている。

１５は石剣未製品で，先端部を欠損。柄部の削りだしは丁寧である。暗灰色の頁岩，勝本層か。

１６～２０は石包丁である。１６～１８は砂岩（泥岩）であり，摩滅が顕著である。１７・１８は再加工の痕跡

がみられ，１８については剥落した両側片を再度調整し，切り出し形をつくり出す。１９・２０はごま塩斑

がある頁岩で，１９は穴がない形態で，かなりの研ぎ直しを行ったもの。２０は未製品で，刃部には敲打

成形痕が残り，背部は水平に研磨される。穿孔の途中で中断。

２１～２５は石鎌である。２１は玄武岩を素材とする完形品。摩滅により調整痕は不明瞭である。２２は砂

岩（泥岩）製で全面摩滅が著しい。２３も同様に摩滅があり研磨痕が不明瞭，両端を欠損する。２４は良

質の頁岩を使用し，やや内湾する刃部を刃部に直行する方向の研磨で作り出している。背面には敲打

調整痕を残す。２５は先端部のみで，摩滅が多く鉄分の付着がある。

２６は紡錘車で，径は４．５�，厚さ０．５�。玄武岩製で片面に表皮を残す。

２９～３５は敲石を一括した。原の辻遺跡出土の敲石は，表裏，両端部，両側縁と可能な限り使用して

おり，規則性は無いように感じられる。Ｄ区南トレンチ０号河川跡内，Ｇ・Ｈ区１号河川内に特に集

中し出土しており，いずれも地元産の玄武岩を使用している。ただ，調査区周辺には円礫は見あたら

ず，幡鉾川流域にも散布しないことから，島内のどこから持ち込まれたものかは不明である。また敲

石の量に比較して石皿の数が非常に少なく，使用方法にも疑問が残る。２９はどちらかというと凹石で

あり，表裏ともに利用され，敲打による剥離も見られる。３２は表面と長軸両端を敲打面として利用す

るが，長軸の一方は擦石として利用している。３５は表裏を凹石とし，両端部，両側縁を敲打面として

利用している。３６・３７は砥石である。３６は長方形で定型化しており，比較的新しい形態であろう。３７

は据え置き形の砥石の欠損品であり，片面のみ広く研ぎ面が残る。

不條地区
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第４６図 金属器・骨角器・ガラス玉（１／２・１／１）

１

２

３ ５

６ ７
４

金属製品・骨角器・ガラス玉（第４６図）

１は銅鏃である。非常に雑につくられたもので，表裏ともに鎬が中心からずれており，断面は菱形

がヨコにずれた形態になっている。茎の幅が広く鋭利さが感じられない。２は銅鏃の茎である。１に

比べ研磨痕が明瞭に残り，断面は正三角形を呈する。銅鏃の形式分類（福田２００５）ではＤ類に相当す

る。３は鉄製小型刀子である。錆化で形状は不明瞭であるが，刀子には珍しく鎬があり，断面は若干

菱形をしている。４は不明鉄製品で，片側が肥厚していることから刀子の可能性が強い。ただ身幅が

狭く，刃部の研ぎ出しは確認されない。いずれも包含層からの出土で，時期は不明である。

５はサメの鋸歯を研磨して作り出した鏃（歯鏃）である。両側縁はサメの歯の鋭利な部分をそのま

ま残し，基部の部分のみ表裏ともに厚さを薄くする目的で研磨が行われ，平坦な面を作り出している。

１号河川跡河川�層の出土であり，弥生時代中期前半から後葉に位置づけられる。

６・７はガラス小玉２点である。いずれもコバルトブルーの色調で，６についてはヨコからの孔が

あり，中の穴とはつながらない位置でとどまっている。包含層からの出土で時期は不明。

木製品（第４７～４９図）

木製品は，Ｄ区南トレンチ０号河川跡とＧ・Ｈ区１号河川跡から出土している。

１は横槌である。槌部はほぼ直線的であり，柄は長細い形態である。２は大型の建築材である。長

さ１９３�，幅４６．５�，厚さ７�を測る。片側側縁には幅６０�，奥行き２０�の丸い抉り部があり，その

周縁部はおもて面だけに肥厚がある。長軸の端部は一方が直線，一方が円弧状の張り出しを持ってい

る。用途は不明。剥落した部分から年代測定を実施したところ，補正年代１，８９０±２０の年代を得たが，

周囲の遺物と比較すると多少時期差が感じられる。河川�層出土。樹種はノグルミである。３は２の

すぐ隣に出土したねずみ返しであり，一部欠損する。長さ８５．６�，幅６７，２�，厚さ３．６�で，�を通

す穴の長さ１８�，幅１０�である。樹種はクスノキ科である。

４～１１はすべてＧ・Ｈ区１号河川跡から出土したものである。４～７は加工痕のある建築材であり，

４・６・７は部分的に炭化している。４は床大引き材の一部と思われる。ほぼ全面が炭化するが，表

に平坦面があり，４�×２�の棧穴が穿たれていることから推測できる。５は先端が片面から直線的

にカットされた枝を伴う加工材で，両側面と裏面にもカット痕が観察される。枝部を利用したもので

不條地区
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第４７図 木製品�［Ｄ区南トレンチ０号河川跡］（１／４・１／１０）
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第４８図 木製品�［Ｇ・Ｈ区１号河川跡］（１／６・１／１０）
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あろう。６・７は直線的な加工がある建築材で，いずれも片側に炭化部分がある。６はさらに小口に

�があり欠損している。８は二股の柱材であり，股部に横木をかけるものである。長さは２２４�あり，

住居柱の可能性もある。９は竪杵状の木製品であり，全面にカット痕が観察される。おそらく未製品

であろう。１０は陽物形木製品である。片側は欠損していて原形は不明。先端の作り出しのカットは非

常に大きく，断面は六角形を呈する。１１は短甲の一部である（札甲）。下半分は欠損する。柾目の木

口側に４つの丸い穴があり，穴の裏面は紐の掛かりをよくするためか浅い溝が彫られてある。また表

は浅く胴張りがあり，木目も明瞭である。木目に直行する線も観察され，擦禍痕であろうか。

【参考・引用文献】

福田一志・中尾篤志編『原の辻遺跡総集編�』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第３０集 長崎県教育委員会２００５
武末純一「朝鮮島系の土器」『原の辻遺跡』長崎県文化財調査報告書第１２４集 長崎県教育委員会１９９５
松井 潔「土器でみる山陰東部における弥生時代中期後葉～後期中葉の域外交渉について」（第５３回埋蔵文

化財研究集会『弥生中期土器の併行関係』２００４）
杉原敦史『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第１６集 長崎県教育委員会１９９９
杉原敦史『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第２１集 長崎県教育委員会２００１
林 隆広『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第２９集 長崎県教育委員会２００５
福田一志「青銅器」『原の辻遺跡総集編�』原の辻遺跡調査事務所調査報告書第３０集 長崎県教育委員会２００５
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第４９図 木製品�［Ｇ・Ｈ区１号河川跡］（１／６・１／２）
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第２表 出土土器観察表�
土器

報告番号 調査区 遺構名 層位 種類 色調（表） 色調（裏） 胎 土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備 考

第６図 １ C区 中トレ 河川�～� 器台 灰 N４／０ 灰 N４／０ 長石・石英・角閃石 脚部 タテハケ・丹塗り ヨコハケ・シボリ

２ C区 中トレ 河川�～� 鉢 にぶい橙 ．５YR６／４ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英 口縁部～胴部 ナナメハケ 指ナデ・ヨコハケ

３ C区 中トレ 河川�～� 甕 灰白 １０YR７／１ 黄灰 ２．５Y６／１ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ ナデ

４ C区 中トレ 河川�～� 壺 にぶい橙 ７．５YR７／４ 灰白 ７．５YR８／２ 長石・白雲母 口縁部 ナナメハケ・ヨコナデ ヨコハケ・ナデ消し

５ C区 中トレ 河川�～� 土製品 灰 ７．５Y４／１ 灰 ５Y６／１ 長石・白雲母 胴部 平行タタキ目・沈線 指ナデ 三韓系瓦質土器

６ C区 中トレ 河川�～� 甕 灰白 N４／ 灰白 N４／ 石英 胴部 平行タタキ目・沈線 指ナデ 陶質土器

第７図 １ D区 北トレ 河川�～� 甕 にぶい黄橙 １０YR６／３ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・角閃石 口縁部 ナデ 指ナデ

２ D区 北トレ 河川�～� 甕 灰白 ２．５Y８／２ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 タテハケ 指ナデ・指圧痕

３ D区 北トレ 河川�～� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／２ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ 指ナデ・指圧痕

４ D区 北トレ 河川�～� 甕 灰黄褐 １０YR６／２ 灰白 １０YR７／１ 長石・石英・角閃石 口縁部 ヨコナデ 指ナデ

５ D区 北トレ 河川�～� 甕 灰黄褐 １０YR６／２ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ 指ナデ

６ D区 北トレ 河川�～� 甕 橙 ２．５YR６／６ にぶい橙 ７．５YR６／４ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・ケズリ

７ D区 北トレ 河川�～� 甕 灰オリーブ ５Y６／２ 灰オリーブ ５Y６／２ 長石・石英 口縁部～底部 ナデ・ミガキ ナデ・ケズリ

８ D区 北トレ 河川�～� 甕 灰黄 ２．５Y６／２ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・ナナメハケ ヨコナデ・ケズリ

９ D区 北トレ 河川�～� 広口壺 浅黄 ２．５Y７／３ 浅黄 ２．５Y７／３ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 タテハケ・ナデ消し ヨコハケ・指ナデ

１０ D区 北トレ 河川�～� 袋口縁壺 橙 ２．５YR６／６ にぶい橙 ５YR６／４ 長石・石英・金雲母 口縁部 丹塗り・へらミガキ・暗文 丹塗り・ヨコナデ

１１ D区 北トレ 河川�～� 高坏 にぶい橙 ５YR６／４ 明赤褐 ２．５YR５／８ 長石・石英・金雲母・赤色土 口縁部 丹塗り剥落 丹塗り・ヘラミガキ

１２ D区 北トレ 河川�～� 高坏 明赤褐 ２．５YR５／８ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母・角閃石 脚部 丹塗り・ヘラミガキ ナデ・シボリ

第１０図 １ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい黄褐 １０YR５／３ 浅黄 ２．５Y７／３ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・タテハケ 指ナデ 口縁内部に朱？

２ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい赤褐 ２．５YR５／３ にぶい褐 ７．５YR６／３ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ナデ ヨコハケ・ナデ

３ D区 南トレ 河川� 甕 灰褐 ７．５YR６／２ 明褐灰 ７．５YR７／１ 長石・石英 口縁部 タテハケ・ナデ消し ヨコナデ・指ナデ

４ D区 南トレ 河川� 甕 灰黄褐 １０YR４／２ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 摩滅により不明 ハケメ

５ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい橙 ７．５YR６／４ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 ヨコハケ・タテハケ ヨコハケ・ナデ 使用による摩滅

６ D区 南トレ 河川� 甕 黒褐 １０YR３／２ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・ヘラナデ

７ E区 集石 河川� 甕 灰白 ５Y７／１ 灰白 ２．５Y７／１ 長石・石英・白雲母 口縁部～胴部 タテハケ・ナデ消し ナナメハケ 器表に凹凸多し

８ D区 南トレ 河川� 甕 灰黄褐 １０YR６／２ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 ナデ ナデ・風化

９ E区 集石 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR６／４ 黒褐 ７．５YR３／１ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部～底部 タテハケ・ナナメハケ ヨコハケ・ナナメハケ

第１１図１０ E区 集石 河川� 台付甕 黄灰 ２．５Y６／１ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英・角閃石 口縁部～底部 ナナメハケ・タテハケ・ナデ消し ヨコハケ・ナデ

１１ DE区 南トレ 河川� 複合口縁壺 黄灰 ２．５Y６／１ 黄灰 ２．５Y６／１ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 タテハケ・ナデ消し ヨコナデ・指ナデ

１２ E区 集石 河川� 短頸壺 にぶい褐 ７．５YR６／３ 黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・黒雲母 口縁部～胴部 ナナメハケ 指ナデ

１３ E区 集石 河川� 短頸壺 灰白 １０YR７／１ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母 口縁部～胴部 ナデ・ヘラナデ ナデ

１４ E区 集石 河川� 短頸壺 にぶい褐 ７．５YR６／３ 灰褐 ７．５YR６／２ 長石・石英 口縁部～底部 ヨコナデ・ヘラナデ ヘラナデ・ナデ消し

１５ E区 １号溝下 河川� 鉢 灰オリーブ ５Y６／２ 灰白 ５Y５／１ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部～胴部 指オサエ・ナナメハケ 指ナデ・ヘラナデ

１６ D区 南トレ 河川� 鉢 浅黄橙 １０YR８／４ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 ナナメハケ ヘラナデ・ナデ消し

１７ E区 集石 河川� 鉢 褐灰 １０YR４／１ にぶい赤褐 １０YR５／３ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 ヨコハケ・ナナメハケ ナデ

１８ D区 南トレ 河川� 高坏 橙 ２．５YR６／６ 橙 ５YR６／６ 長石・石英・金雲母 脚部 ヘラナデ ナデ・シボリ

１９ D区 南トレ 河川� 器台 灰黄褐 ２．５Y６／２ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母（多） 脚部 条痕文 条痕文

２０ E区 集石 河川� 器台 橙 ２．５YR７／４ にぶい褐 ７．５YR６／３ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部～脚部 ナデ・タテハケ ヨコハケ・指オサエ

２１ D区 南トレ 河川� 器台 にぶい黄橙 １０YR７／２ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英 口縁部 タテハケ ナデ

第１２図 １ D区 南トレ 河川� 甕 褐灰 ７．５YR４／１ 灰褐 ７．５YR５／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコヘラミガキ ナデ 口唇に刻目

２ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／２ にぶい橙 ２．５YR６／４ 長石・石英・白雲母 口縁部 タテハケ ナデ

３ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい褐 ７．５YR５／４ 褐灰 ７．５YR４／１ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部～胴部 ヨコナデ・一部剥落 ヘラナデ・ハケ

４ E区 １号溝下 河川� 甕 黄灰 ２．５YR４／１ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 ナデ・タテハケ摩滅 ナデ

５ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい赤褐 ２．５YR５／４ 黒褐 ７．５YR３／１ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部～底部 ヨコナデ・タテハケ 指ナデ

６ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい赤褐 ５YR５／４ 黒褐 ７．５YR３／１ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部～底部 ヨコナデ・タテハケ 指ナデ 上半部・下半部接合不可

７ D区 南トレ 河川� 甕 橙 ７．５YR７／６ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部～胴部 ヨコナデ・タテハケ摩滅 指ナデ

８ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい橙 ５YR６／４ 橙 ５YR６／６ 長石・石英・金雲母 口縁部～胴部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・丁寧なナデ

９ D区 南トレ 河川� 甕 灰黄褐 １０YR６／２ 黄灰 ２．５Y６／１ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ 指ナデ

１０ E区 １号溝下 河川� 甕 褐灰 １０YR４／１ 灰黄褐 １０YR４／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ 指ナデ

１１ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR６／４ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ 指ナデ 口縁下に１条の沈線

第１３図１２ D区 南トレ 河川� 甕 灰褐 ７．５YR５／２ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部～胴部 ヨコナデ・タテハケ ヨコハケ・ナデ

１３ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい橙 ７．５YR６／４ 橙 ５YR６／６ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・丁寧なナデ

１４ D区 南トレ 河川� 甕 褐灰 １０YR４／１ 褐灰 １０YR６／１ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・ナデ

１５ D区 南トレ 河川� 甕 褐灰 １０YR５／１ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・ナデ

不條地区
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第３表 出土土器観察表�

報告番号 調査区 遺構名 層位 種類 色調（表） 色調（裏） 胎 土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備 考

１６ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい赤褐 ２．５YR５／４ 橙 ５YR７／６ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

１７ D区 南トレ 河川� 甕 明赤褐 ５YR５／６ 明赤褐 ５YR５／６ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部～胴部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

１８ D区 南トレ 河川� 甕 橙 ５YR６／６ にぶい赤褐 ５YR５／４ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・タテハケ・ナデ消し ヨコナデ・指ナデ

１９ D区 南トレ 河川� 甕 黒褐 １０YR３／１ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・角閃石 口縁部 ヨコナデ・タテハケ・ナデ消し ヨコナデ・ヘラナデ

２０ D区 南トレ 河川� 甕 灰黄褐 １０YR５／２ にぶい黄褐 １０YR５／３ 長石・石英・金雲母（多）・角閃石 口縁部 ヨコナデ・ナナメハケ ヨコナデ・ナデ

２１ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい橙 ７．５YR７／４ にぶい橙 ７．５YR６／４ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 タテハケ・ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ 口唇に刻目

２２ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい橙 ５YR７／３ 明褐灰 ７．５YR７／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部～胴部 タテハケ・ナナメハケ・ヨコハケ ヨコナデ・ナデ 口唇に刻目

２３ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／４ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 タテハケ・ナナメハケ・ヨコハケ ヨコナデ・ヨコハケ・ナデ 口唇に刻目

２４ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／２ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ 口唇に刻目

第１４図２５ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい黄褐 １０YR５／３ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母（多）・角閃石 口縁部～胴部 ヨコナデ・ナナメハケ ヨコナデ・指ナデ

２６ D区 南トレ 河川� 甕 浅黄橙 ７．５YR８／３ 浅黄橙 ７．５YR８／４ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・指ナデ

２７ E区 １号溝下 河川� 甕 黄灰 ２．５Y６／１ 黒褐 １０YR３／１ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

２８ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい褐 ７．５YR６／３ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

２９ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい橙 ７．５YR７／３ にぶい橙 ７．５YR７／４ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ 風化摩滅

３０ E区 １号溝下 河川� 甕 にぶい褐 ７．５YR５／３ にぶい褐 ７．５YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 風化摩滅 ヨコナデ・指ナデ

３１ E区 １号溝下 河川� 甕 灰オリーブ ５Y６／２ 灰オリーブ ５Y６／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 タテハケ・ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ

３２ D区 南トレ 河川� 甕 浅黄橙 １０YR８／３ 浅黄橙 ７．５YR８／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 タテハケ・ヨコナデ ヨコナデ・ヨコハケ・ナデ消し

３３ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／３ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 タテハケ・ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ

３４ D区 南トレ 河川� 甕 にぶい橙 ５YR７／３ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 タテハケ・ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ・ナナメハケ

３５ DE区 南トレ 河川� 甕 黄灰 ２．５Y５／１ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ

３６ D区 南トレ 河川� 甕 灰白 ２．５Y８／２ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ・ナデ消し ヘラナデ・ヨコハケ

第１５図３７ DE区 南トレ 河川� 甕 橙 ２．５YR６／８ 褐灰 ５YR４／１ 長石・石英 底部 タテハケ・ナデ消し 指ナデ

３８ D区 南トレ 河川� 甕 赤橙 １０YR６／８ 褐灰 ７．５YR４／１ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ・剥落 指ナデ

３９ E区 １号溝下 河川� 甕 黄灰 ２．５Y６／１ 褐灰 １０YR５／１ 長石・石英 底部 タテハケ・ナデ消し 指ナデ

４０ D区 南トレ 河川� 甕 明赤褐 ２．５YR５／６ 橙 ２．５YR７／８ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ・ナデ消し 指ナデ

４１ D区 南トレ 河川� 甕 橙 ２．５YR６／８ にぶい赤褐 ５YR５／４ 長石・石英 底部 タテハケ 指ナデ

４２ D区 南トレ 河川� 甕 橙 ７．５YR６／６ にぶい褐 ７．５YR５／４ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ・ナデ消し ヘラナデ・指ナデ

４３ D区 南トレ 河川� 甕 橙 ２．５YR６／６ 暗灰 N３／ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ・剥落 指ナデ

４４ DE区 南トレ 河川� 甕 にぶい褐 ７．５YR 灰 ５Y４／１ 長石・石英・金雲母（多） 底部 タテハケ 指ナデ 内面スス付着

４５ D区 南トレ 河川� 甕 灰黄褐 １０YR５／２ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英・金雲母（多） 底部 タテハケ 指ナデ

４６ D区 南トレ 河川� 甕 黄橙 １０YR８／６ 黄灰 ２．５Y４／１ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ ナデ

４７ E区 １号溝下 河川� 甕 灰白 ５Y７／１ 灰オリーブ ５Y６／２ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ・ナデ消し 指ナデ

４８ D区 南トレ 河川� 甕 橙 ２．５YR６／８ 褐灰 ７．５YR４／１ 長石・石英 底部 タテハケ・摩滅 指ナデ

４９ D区 南トレ 河川� 甕 橙 ２．５YR７／８ 褐灰 １０YR４／１ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ 指ナデ

５０ D区 南トレ 河川� 甕 橙 ５YR６／６ 黒褐 １０YR３／２ 長石・石英・金雲母（多） 底部 丁寧なタテハケ 丁寧なナデ

５１ D区 南トレ 河川� 甕 黄灰 ２．５Y５／１ 灰白 ２．５Y７／１ 長石・石英・金雲母（多） 底部 タテハケ ナデ

５２ D区 南トレ 河川� 甕 橙 ５YR７／８ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母（多） 底部 タテハケ 指ナデ

５３ E区 １号溝下 河川� 甕 灰白 ５Y７／１ 灰白 ５Y７／１ 長石・石英・金雲母（多） 底部 丹塗り・ヘラナデ 指ナデ

５４ E区 １号溝下 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／２ 橙 ７．５YR７／３ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ 指ナデ

第１６図５５ D区 南トレ 河川� 壺 にぶい橙 ５YR５／４ 褐灰 ７．５YR５／１ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 ヨコナデ・ヘラミガキ・暗文 ヘラミガキ・指ナデ

５６ D区 南トレ 河川� 壺 にぶい黄 ２．５Y６／３ にぶい黄 ２．５Y６／３ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・ヘラナデ 口唇に刻目

５７ D区 南トレ 河川� 壺 褐灰 １０YR４／１ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・暗文 ヨコナデ・ヘラナデ

５８ D区 南トレ 河川� 壺 灰褐 ７．５YR６／２ にぶい橙 ７．５YR７／４ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・暗文 ヨコナデ・ナデ

５９ E区 １号溝下 河川� 壺 にぶい黄橙 １０YR７／３ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母（多） 胴部 丁寧なヘラミガキ 指ナデ

６０ E区 １号溝下 河川� 壺 にぶい黄 ２．５Y６／３ にぶい黄橙 １０YR６／４ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部～底部 タテハケ・摩滅 ヘラナデ・指ナデ

６１ D区 南トレ 河川� 壺 灰黄褐 １０YR６／２ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英・金雲母 底部 ナデ・摩滅 指ナデ

６２ D区 南トレ 河川� 壺 灰黄 ２．５Y６／２ 褐灰 １０YR４／１ 長石・石英 底部 ヘラミガキ 指ナデ

６３ D区 南トレ 河川� 鉢 橙 ５YR６／６ 橙 ２．５YR６／８ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 ナデ・摩滅 丹塗り・ヘラミガキ 外面も丹塗りの可能性あり

６４ D区 南トレ 河川� 蓋 にぶい黄橙 １０YR７／２ にぶい橙 ５YR６／４ 長石・石英・金雲母 ヨコハケ・ナデ消し ヨコハケ・ナデ消し 内面スス付着

６５ E区 １号溝下 河川� 高坏 橙 ５YR６／６ 橙 ５YR６／６ 長石・石英・金雲母 坏部 丹塗り・摩滅により不明 丹塗り・ヨコナデ・ヘラミガキ

６６ E区 １号溝下 河川� 高坏 にぶい橙 ７．５YR７／４ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・赤色土 脚部 丹塗り・摩滅により不明 丹塗り・摩滅により不明

第１７図６７ E区 １号溝下 河川� 無文土器 にぶい黄橙 １０YR６／４ 橙 ５YR７／６ 長石・石英・白雲母 口縁部～胴部 指ナデ 指ナデ 外面に櫛目状の線刻

６８ D区 南トレ 河川� 無文土器 にぶい褐 ７．５YR５／３ 黒褐 １０YR３／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 指ナデ 指ナデ 口縁に粘土紐の貼り付け

６９ E区 １号溝下 河川� 台付装飾壺 にぶい褐 ７．５YR５／４ にぶい褐 ７．５YR５／４ 長石・白雲母 胴部 ヨコナデ・タテハケ・圏文・列点文 ナナメハケ・ナデ 山陰東部（伯耆系）

不條地区

―５６―



第４表 出土土器観察表�

報告番号 調査区 遺構名 層位 種類 色調（表） 色調（裏） 胎 土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備 考

７０ D区 南トレ 河川� 甕 灰白 ．２．５Y７／１ 灰白 ．２．５Y７／１ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 畿内系

第２０図 １ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR６／３ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 摩滅により不明 指ナデ・摩滅により不明

２ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄 ２．５YR６／２ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英・角閃石 口縁部 摩滅により不明 指ナデ・摩滅により不明

３ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄褐 １０YR６／２ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

４ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／３ にぶい黄橙 １０YR７／４ 長石・石英・金雲母 口縁部 摩滅により不明 摩滅により不明

５ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄褐 １０YR６／２ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英 口縁部 摩滅により不明 ヨコハケ

６ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄 ２．５Y７／２ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・角閃石 口縁部 摩滅により不明 ヨコナデ・ナデ

７ G区 １号河川 河川� 壺 にぶい黄橙 １０YR６／３ 灰黄橙 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 摩滅により不明 摩滅により不明

８ H区 １号河川 河川� 複合口縁壺 明赤褐 ２．５YR５／６ 橙 ２．５YR６／６ 長石・石英・金雲母 口縁部 タテハケ・丹塗り 指ナデ・シボリ

９ G区 １号河川 河川� 壺 明褐灰 ７．５YR７／２ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英 底部 摩滅により不明 指ナデ・摩滅により不明

１０ H区 １号河川 河川� 鉢 灰オリーブ ５Y６／２ 灰 ５Y６／１ 長石・石英・金雲母 口縁部～胴部 ナナメハケ・ヨコハケ ナナメハケ

第２１図 １ G区 １号河川 河川� 甕 黒 N２／ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英 口縁部～胴部 タテハケメ・ナデ消し ヨコナデ・指ナデ 黒塗りか？

２ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄褐 １０YR６／２ 灰黄褐 １０YR５／２ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・タテハケ・ナデ消し ヨコナデ・指ナデ

３ G区 １号河川 河川� 甕 灰 ５Y６／１ 灰 ５Y６／１ 長石・石英・金雲母 口縁部～胴部 タテハケ・ナデ消し ヨコハケ・指ナデ

４ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい橙 ５YR６／３ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ 黒塗りか？

５ G区 １号河川 河川� 甕 黒 N２／ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ 指ナデ 黒塗り

６ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい橙 ５YR７／３ 明褐灰 ５YR７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・摩滅

７ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄 ２．５Y６／２ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

８ G区 １号河川 河川� 甕 黒 ５Y２／１ にぶい黄 ２．５Y６／３ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ 黒塗り？

９ G区 １号河川 河川� 甕 褐灰 ７．５YR６／１ 灰褐 ７．５YR５／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

１０ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい橙 ２．５YR６／３ にぶい橙 ２．５YR６／３ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・ナデ

１１ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／２ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコハケ・指ナデ

１２ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄褐 １０YR４／２ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコハケ・指ナデ

１３ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR６／４ 灰褐 ７．５YR５／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ ヨコハケ・指ナデ

１４ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい橙 ２．５YR６／３ 褐灰 ７．５YR５／１ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ ヨコハケ・指ナデ

１５ G区 １号河川 河川� 甕 黒 ２．５Y２／１ 灰黄 ２．５YR６／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコハケ・指ナデ 黒塗りか？スス付着

１６ G区 １号河川 河川� 甕 褐灰 １０YR４／１ 黄灰 ２．５Y４／１ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコハケ・指ナデ スス付着

１７ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄 ２．５Y６／２ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ スス付着多し

１８ G区 １号河川 河川� 甕 灰白 ２．５Y８／２ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・ナナメハケ ヨコナデ・指ナデ はね上げ口縁

１９ G区 １号河川 河川� 甕 黒 ５Y２／１ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・白雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・ナデ 黒塗り？

第２２図２０ G区 １号河川 河川� 甕 黒褐 １０YR３／１ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英 口縁部～胴部 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・指ナデ 黒塗り？

２１ G区 １号河川 河川� 甕 黒 N２／０ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・黒雲母 口縁部 ヨコナデ・ナナメハケ 指ナデ

２２ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／３ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 タテハケ・ナデ消し・ナナメハケ ヨコナデ・指ナデ

２３ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい橙 ７．５YR６／４ 黄灰 ２．５Y５／１ 長石・石英・黒雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ

２４ G区 １号河川 河川� 甕 灰褐 ７．５YR５／２ 灰褐 ７．５YR４／２ 長石・石英・黒雲母 口縁部 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・指ナデ 黒塗り？

２５ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい橙 ７．５YR６／４ にぶい黄褐 １０YR５／３ 長石・石英・黒雲母・白雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ 黒塗り？

２６ G区 １号河川 河川� 甕 灰褐 ７．５YR４／２ 褐 ７．５YR６／４ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

２７ H区 １号河川 河川� 甕 黒 ２．５Y２／１ 浅黄 ２．５Y７／３ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ 黒塗り？上にスス付着

２８ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR６／３ 橙 ５YR７／６ 長石・石英・金雲母（細） 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ 黒塗り？

２９ G区 １号河川 河川� 甕 褐灰 ７．５YR４／１ 褐灰 ７．５YR５／１ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

３０ G区 １号河川 河川� 甕 褐灰 １０YR４／１ 灰 ５Y５／１ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ 黒塗り？

３１ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／３ にぶい橙 ７．５YR７／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ 黒塗り？

３２ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／３ 浅黄 ２．５Y７／３ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・ナデ

３３ G区 １号河川 河川� 甕 明赤褐 ２．５YR５／６ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ

３４ H区 １号河川 河川� 甕 灰黄褐 １０YR６／２ 黄灰 ２．５Y６／１ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ 黒塗り？

３５ H区 １号河川 河川� 甕 黒 １０YR２／１ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ 黒塗り？

３６ H区 １号河川 河川� 甕 明赤褐 ２．５YR５／６ 明赤褐 ２．５YR５／６ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・丹塗り ヨコナデ・指ナデ・丹塗り 口唇に刻目の後，１条の沈線

３７ H区 １号河川 河川� 大型甕 橙 ２．５YR６／８ 橙 ２．５YR６／６ 長石・石英（多） 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 甕棺

第２３図３８ G区 １号河川 河川� 甕 赤橙 １０R６／６ 褐灰 １０YR５／１ 長石・石英 底部 タテハケ・風化剥落 指ナデ

３９ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄 ２．５Y７／２ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英 底部 タテハケ 指ナデ

４０ G区 １号河川 河川� 甕 淡赤橙 ２．５YR７／４ 褐灰 １０YR５／１ 長石・石英 底部 タテハケ 指ナデ

４１ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい橙 ７．５YR６／４ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英・白雲母 底部 タテハケ 指ナデ

４２ G区 １号河川 河川� 甕 赤褐 １０R５／４ にぶい橙 ７．５YR６／４ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ 指ナデ

４３ G区 １号河川 河川� 甕 にぶい橙 ５YR６／４ 黄灰 ２．５Y５／１ 長石・石英・金雲母（多） 底部 タテハケ 指ナデ

不條地区

―５７―



第５表 出土土器観察表�

報告番号 調査区 遺構名 層位 種類 色調（表） 色調（裏） 胎 土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備 考

４４ G区 １号河川 河川� 脚付壺 黒 ２．５Y２／１ 暗灰黄 ２．５Y４／２ 長石・石英・金雲母 口縁部～脚部 ヨコナデ・ヘラミガキ・ヘラナデ ヘラミガキ・指ナデ・ナデ 脚部穿孔，図上復元

４５ G区 １号河川 河川� 壺 橙 ２．５YR６／６ 橙 ２．５YR６／８ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・摩滅

４６ G区 １号河川 河川� 大型壺 灰 ５Y５／１ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英・黒雲母・白雲母 胴部 ヘラミガキ 指ナデ 外面にタテに３条の線刻

４７ G区 １号河川 河川� 大型壺 黒褐 ２．５Y３／１ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英・黒雲母・白雲母 胴部 ヘラミガキ 指ナデ 外面にタテに３条の線刻，黒塗り？

４８ G区 １号河川 河川� 大型壺 にぶい黄橙 １０YR６／４ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英 底部 ヘラナデ・ヘラ傷多し 指ナデ・一部剥落

４９ G区 １号河川 河川� 壺 明赤褐 ２．５YR５／６ 明赤褐 ２．５YR５／６ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・丹塗り・暗文 ヨコナデ・指ナデ

５０ H区 １号河川 河川� 壺 明赤褐 ２．５YR５／６ 明褐灰 ７．５YR７／１ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・丹塗り・暗文 ヨコナデ・指ナデ・上部に丹塗り 頸部にＭ字突帯

５１ G区 １号河川 河川� 袋状口縁壺 灰白 ７．５Y７／２ 灰白 ７．５Y７／１ 長石・石英・金雲母 口縁部 丹塗り剥落 丹塗り剥落

５２ H区 １号河川 河川� 袋状口縁壺 灰白 ７．５Y７／２ 明赤褐 ２．５YR５／６ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ 指ナデ

５３ G区 １号河川 河川� 袋状口縁壺 明赤褐 ２．５YR５／８ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母 口頸部 ヘラミガキ・タテハケ ヨコナデ・シボリ 口縁下と頸部にＭ字突帯

５４ G区 １号河川 河川� 袋状口縁壺 灰黄 ２．５Y７／２ 灰白 ５Y７／１ 長石・石英・金雲母 頸部 丹塗り剥落 指ナデ・シボリ 口縁下と頸部にＭ字突帯

５５ G区 １号河川 河川� 壺 黒褐 １０YR３／１ 褐灰 ７．５YR４／１ 長石・石英・金雲母 胴部 ヘラミガキ ナデ 胴部最大径部分にＭ字突帯

５６ G区 １号河川 河川� 袋状短頸壺 赤橙 １０R６／８ にぶい黄 ２．５Y６／３ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部～底部 丹塗り・ヘラミガキ・風化摩滅 指ナデ・指圧痕多し

５７ G区 １号河川 河川� 短頸壺 明赤褐 ２．５YR５／８ 灰白 ５Y７／１ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部～底部 丹塗り・ヘラミガキ・風化摩滅 指ナデ・指圧痕多し 口唇部に紐かけ穴

５８ G区 １号河川 河川� 短頸壺 灰白 ５Y７／２ にぶい褐 ７．５YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 丹塗り・ヘラナデ・風化摩滅 ナナメハケ・ナデ消し 口唇部に紐かけ穴

５９ G区 １号河川 河川� 短頸壺蓋 明赤褐 ２．５YR５／６ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母（多） 丹塗り・ヘラナデ 指ナデ 紐かけ穴

６０ H区 １号河川 河川� 短頸壺蓋 明赤褐 ２．５YR５／６ にぶい褐 ７．５YR６／３ 長石・石英・金雲母 丹塗り・ヘラナデ・暗文 指ナデ 紐かけ穴

６１ H区 １号河川 河川� 短頸壺蓋 明赤褐 ２．５YR５／６ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母 丹塗り・ヘラナデ・暗文 指ナデ 紐かけ穴

第２４図６２ H区 １号河川 河川� 壺 橙 ５YR６／６ にぶい黄 ２．５Y６／３ 長石・石英・金雲母 底部 丹塗り・風化摩滅 指ナデ

６３ G区 １号河川 河川� 壺 褐灰 １０Y４／１ 黒褐 １０Y３／１ 長石・石英・黒雲母 底部 ヘラミガキ 指ナデ 黒塗り？

６４ G区 １号河川 河川� 壺 黄灰 ２．５Y６／１ にぶい橙 ５YR６／３ 長石・石英 底部 丁寧なナデ 指ナデ

６５ G区 １号河川 河川� 複合口縁壺 にぶい赤褐 ５YR４／４ 淡黄 ２．５Y８／３ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ・ナデ消し・丹塗り 指ナデ 器壁がかなり薄い

６６ G区 １号河川 河川� 壺 灰白 ７．５Y７／１ 黒 ７．５Y２／１ 長石・石英・白雲母 底部 丁寧なミガキ ミガキ

６７ G区 １号河川 河川� 高坏 灰黄褐 １０YR６／２ 明赤褐 ５YR５／６ 長石・石英・金雲母 坏部 丹塗り・風化摩滅 丹塗り・ナデ

６８ G区 １号河川 河川� 高坏 橙 ２．５YR６／６ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母 脚部 タテヘラミガキ・ハケナデ 指ナデ・シボリ・指圧痕あり

６９ H区 １号河川 河川� 器台 灰褐 ７．５YR５／２ 灰白 ２．５Y７／１ 長石・石英・金雲母・白雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

７０ G区 １号河川 河川� 蓋 明赤褐 ２．５YR５／６ 赤灰 ２．５YR５／１ 長石・石英・金雲母・角閃石 つまみ部 ケズリ成形・タテハケ 指ナデ

第２５図７１ H区 １号河川 河川� 甕 灰黄 ２．５Y７／２ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・ナデ 指ナデ 無文土器？

７２ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄褐 １０YR５／２ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・白雲母 口縁部 丁寧なヘラミガキ ヨコナデ・指ナデ 中九州系か？

７３ G区 １号河川 河川� 甕 灰黄褐 １０YR５／２ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ・ヨコハケ ナデ・ナナメハケ・ヘラミガキ 東九州系（下條式）

７４ G区 １号河川 河川� 壺 黄灰 ２．５Y６／１ 黄灰 ２．５Y６／１ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・指ナデ ヨコナデ・指ナデ 南九州系か？

第２９図 １ E区 ２号河川 河川� 甕 灰褐 ７．５YR６／２ 黄灰 ２．５Y５／１ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

２ E区 ２号河川 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR６／３ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・ナナメハケ ヨコナデ・指ナデ はね上げ口縁

３ E区 ２号河川 河川� 甕 橙 ２．５YR６／８ 橙 ２．５YR６／８ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・ナナメハケ ヨコナデ・指ナデ 口唇部が肥厚

４ F区 ２号河川 河川� 甕 にぶい橙 ７．５YR７／４ 褐灰 ７．５YR５／１ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコハケ・ナデ

５ F区 ２号河川 河川� 甕 褐灰 ５YR５／１ 灰白 １０YR７／１ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・ナナメハケ・ナデ消し ヨコナデ・指ナデ

６ F区 ２号河川 河川� 甕 にぶい黄 ２．５Y６／３ にぶい黄 ２．５Y６／３ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・ナデ

７ E区 ２号河川 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／４ にぶい橙 ７．５YR７／４ 長石・石英・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ

８ E区 ２号河川 河川� 甕 にぶい赤褐 ５YR５／３ にぶい赤褐 ５YR５／４ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・ナデ

９ E区 ２号河川 河川� 甕 橙 ２．５YR６／６ にぶい黄 ２．５Y６／３ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・ナデ・風化 ヨコナデ・ナデ

１０ E区 ２号河川 河川� 甕 赤褐 １０Y４／４ 灰白 ２．５Y７／１ 長石・石英・金雲母 口縁部 ナデ・ヘラミガキ ヘラミガキ・ナデ 口縁下にＭ字突帯

１１ E区 ２号河川 河川� 甕 灰オリーブ ７．５Y６／２ 灰 ７．５Y４／１ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・ナナメハケ

１２ E区 ２号河川 河川� 甕 にぶい橙 ５YR６／４ にぶい橙 ５YR６／４ 金雲母・砂粒 口縁部 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ヘラケズリ 布留式

１３ E区 ２号河川 河川� 甕 橙 ２．５YR６／６ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英 底部 ハケメ ナデ

１４ E区 ２号河川 河川� 大型壺 にぶい赤褐 ５YR５／４ 明赤褐 ５YR５／６ 長石・石英・金雲母（多）・角閃石 口縁部 ヨコナデ・暗文 ヨコナデ・ヘラミガキ

１５ F区 ２号河川 河川� 広口壺 明赤褐 ２．５YR５／６ にぶい黄 ２．５Y６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部～底部 丹塗り・風化剥落 ヨコナデ・指ナデ 図上復元

１６ F区 ２号河川 河川� 壺 オリーブ黒 ７．５Y３／１ 灰オリーブ ７．５Y５／２ 長石・石英・角閃石 口縁部 ナデ ナデ 口唇に鋸歯文，口縁上部円盤状の貼り付け

１７ E区 ２号河川 河川� 壺 灰黄 ２．５Y７／２ 灰黄 ２．５Y７／２ 極めの細かい砂粒 頸部 ヨコナデ ナデ ２条の突帯

１８ E区 ２号河川 河川� 複合口縁壺 にぶい黄橙 １０YR６／３ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・指ナデ

１９ E区 ２号河川 河川� 壺 橙 ５YR７／６ にぶい橙 ７．５YR７／４ 長石・石英・金雲母・赤色土 口縁部 タテハケ ヨコナデ

第３０図２０ E区 ２号河川 河川� 壺 灰オリーブ ５Y６／２ 灰白 ５Y７／２ 長石・石英・金雲母 頸部 ナナメハケ・ヨコナデ ヨコハケ・ナデ ハケメ原体による刻み目

２１ E区 ２号河川 河川� 壺 橙 ７．５YR７／６ 灰 ７．５Y６／１ 長石・石英・角閃石 頸部 ナナメハケ ヨコハケ・ナデ・ヨコナデ ハケメ原体による刻み目

２２ E区 ２号河川 河川� 壺 赤 １０R５／８ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母（多） 底部 丹塗り・ヘラミガキ 指ナデ

２３ E区 ２号河川 河川� 壺 赤 １０R４／８ 橙 ２．５YR６／６ 長石・石英・金雲母（多） 底部 丹塗り・ヘラミガキ 丁寧なナデ

不條地区
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第６表 出土土器観察表�

報告番号 調査区 遺構名 層位 種類 色調（表） 色調（裏） 胎 土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備 考

２４ E区 ２号河川 河川� 壺 にぶい褐 ７．５YR６／３ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英・金雲母 底部 ナナメハケ 指ナデ・指圧痕多し

２５ E区 ２号河川 河川� 小型壺 にぶい黄 ２．５Y６／３ 暗灰黄 ２．５Y５／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・ヘラミガキ ヨコナデ・ヨコハケ 坩？

２６ E区 ２号河川 河川� 長頸壺 浅黄 ２．５Y７／３ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 土師器か？

２７ E区 ２号河川 河川� 二重口縁壺 オリーブ灰 ２．５GY５／１ オリーブ黒 ５Y３／２ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・ナナメハケ ヨコナデ・ナデ 土師器か？

２８ E区 ２号河川 河川� 高坏 橙 ５YR６／６ 橙 ５YR６／８ 長石・石英・金雲母 口縁部 丹塗り・風化摩滅 丹塗り・風化摩滅

２９ E区 ２号河川 河川� 高坏 灰黄 ２．５Y６／２ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英・金雲母（細） 脚部 タテハケ・一部ナデ消し ヨコハケ・一部ナデ消し 土師器か？

３０ E区 ２号河川 河川� 高坏 橙 ５YR６／８ 橙 ５YR７／６ 金雲母・細砂粒 胴部～脚部 ヘラミガキ・タテハケ 明確なナナメハケ 土師器

３１ E区 ２号河川 河川� 高坏 にぶい橙 ５YR７／４ 灰橙 ５YR８／４ 長石・石英 脚部 ヘラミガキ・タテハケ・ナデ消し 指ナデ・シボリ・ヨコハケ・ナデ消し 土師器

３２ E区 ２号河川 河川� 器台 橙 ５YR６／６ 橙 ５YR６／６ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコハケ・タテハケ 沈線・ヨコハケ・ナデ

３３ E区 ２号河川 河川� 器台 赤褐 ２．５YR４／６ にぶい赤褐 ５YR４／４ 長石・石英 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコハケ・ナデ消し・ナデ

３４ E区 ２号河川 河川� 器台 灰黄 ２．５Y６／２ にぶい赤褐 ２．５YR５／４ 長石・石英 脚部 ハケ・ナナメタタキ シボリ・ナナメハケ

３５ E区 ２号河川 河川� 器台 灰黄 ２．５Y７／２ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 タテハケ・ナデ消し ヨコハケ 土師器

３６ E区 ２号河川 河川� 器台 にぶい赤褐 ５YR５／４ 赤褐 ５YR４／６ 長石・石英・細砂粒 脚部 丁寧なヘラミガキ ナナメハケ・指ナデ・ヘラミガキ 土師器

３７ E区 ２号河川 河川� 器台 にぶい橙 ７．５YR６／４ 灰黄褐 １０YR６／２ 長石・石英・金雲母 脚部 ヨコナデ ナデ・ヘラケズリ 土師器

第３１図 １ G区 ３号河川 河川� 甕 褐灰 ５YR４／１ 黒褐 ５YR２／１ 長石・石英・金雲母 口縁部 タテハケ ヨコハケ・指ナデ 口唇に刻み目，如意形口縁

２ G区 ３号河川 河川� 甕 褐灰 ５YR４／１ 黒褐 ５YR３／１ 長石・石英・金雲母 口縁部 タテハケ・ナデ消し ヨコナデ・指ナデ 口唇に刻み目，如意形口縁

第３５図 １ E区 １号溝 河川� 甕 にぶい赤褐 ５YR５／４ にぶい赤褐 ２．５YR５／３ 長石・石英・角閃石 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

２ E区 １号溝 河川� 甕 灰黄 ２．５Y６／２ 暗灰黄 ２．５Y５／２ 長石・石英・白雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

３ E区 １号溝 河川� 甕 灰黄褐 １０YR４／２ にぶい黄橙 １０YR６／４ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

４ E区 １号溝 河川� 甕 褐灰 １０YR５／１ 暗灰黄 ２．５Y２／５ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指ナデ

５ E区 １号溝 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR６／３ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・指ナデ

６ E区 １号溝 河川� 甕 橙 ２．５YR６／６ オリーブ黒 ５Y３／１ 長石・石英・白雲母 底部 タテハケ 指ナデ

７ E区 １号溝 河川� 甕 灰黄褐 １０YR５／２ 橙 ５YR６／６ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・タテハケ ヨコナデ・丁寧なナデ

８ E区 １号溝 河川� 壺 灰白 ７．５Y７／１ 灰白 ５Y７／２ 長石・石英・白雲母 口縁部 丹塗り・ナデ・一部摩滅 指ナデ・剥離多し 口唇部に刻み目後１条の沈線

９ E区 １号溝 河川� 壺 灰黄褐 １０YR６／２ 灰 ５Y５／１ 長石・石英 口縁部 ナデ・暗文 ヨコナデ・ナデ

１０ E区 １号溝 河川� 壺 浅黄 ５Y７／３ 灰白 ５Y７／２ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ 指ナデ・剥落多し

１１ E区 １号溝 河川� 広口壺 にぶい黄橙 １０YR７／３ 明黄褐 １０YR７／６ 長石・石英・細砂粒 口縁部～底部 ヨコナデ・口縁に暗文 指ナデ・丁寧なナデ 口唇に刻み目

第３７図 １ G区 ２号溝 河川� 甕 明赤褐 ２．５YR５／８ にぶい黄 ２．５Y６／４ 長石・石英・金雲母（多） 口縁部 丹塗り・ヘラミガキ・一部摩滅 ナデ・指ナデ

２ G区 ２号溝 河川� 甕 灰黄褐 １０YR５／２ 明黄褐 ２．５Y７／６ 長石・石英・金雲母（少） 口縁部 摩滅により不明 摩滅により不明

第３９図 １ A区 ３号溝 河川� 袋状口縁壺 浅黄橙 ７．５YR８／３ にぶい黄橙 １０YR７／２ 長石・石英・赤色土 口縁部～底部 摩滅により不明 摩滅・指ナデ・指圧痕多し 口縁部のみ図上復元

２ A区 ３号溝 河川� 大型甕 にぶい赤褐色 ５YR５／４ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・砂粒多含 口縁部 摩滅により不明 ナデ・指ナデ 甕棺墓片

３ A区 ３号溝 河川� 甕 灰褐色 ７．５YR５／２ にぶい橙 ７．５YR６／４ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ・一部摩滅 指ナデ・指圧痕多し

４ A区 ３号溝 河川� 甕 黄灰 ２．５Y６／１ 浅黄 ２．５Y７／３ 長石・石英 底部 摩滅により不明 摩滅により不明

５ A区 ３号溝 河川� 壺 淡赤橙 ２．５YR７／４ 赤灰 ２．５Y４／１ 長石・石英・角閃石 底部 摩滅により不明 摩滅により不明

第４１図゛ １ E区 集石周辺 河川� 甕 灰黄 ２．５Y６／２ にぶい黄橙 １０YR６／３ 長石・石英・砂粒多含 口縁部 摩滅により不明 ヨコナデ・摩滅

２ E区 集石周辺 河川� 壺 にぶい黄橙 １０YR６／４ にぶい黄橙 １０YR６／４ 長石・石英・金雲母 口縁部 ヨコナデ・暗文状ヘラナデ 指ナデ

３ E区 集石周辺 河川� 壺 にぶい褐 ７．５R４／３ にぶい橙 ５YR６／４ 長石・石英 口縁部 丹塗り・ヘラミガキ・暗文 ヨコナデ

４ E区 集石周辺 河川� 壺 明赤褐 ２．５YR５／６ 灰黄 ２．５Y６／２ 長石・石英・金雲母（多） 胴部～底部 タテハケ・丹塗り ヘラナデ・指ナデ 壺の上半部を打ち欠き鉢形に成形

５ E区 集石周辺 河川� 鉢 明赤褐 ２．５YR６／５ 明赤褐 ５YR５／６ 長石・石英・金雲母 口縁部～胴部 ヨコナデ・ヘラナデ 指ナデ・丹塗り・ヘラナデ 外面も丹塗りの可能性あり

６ E区 集石周辺 河川� 鉢 明赤褐 ２．５YR５／６ にぶい橙 ２．５YR６／４ 長石・石英母 口縁部～底部 丹塗り・ヘラミガキ 丹塗り・ヘラミガキ・摩滅

第４２図 １ G区 祭祀土壙 河川� 甕 灰黄褐 １０YR６／２ 灰黄 ２．５Y７／２ 長石・石英・金雲母 口縁部 摩滅により不明 摩滅により不明

２ G区 祭祀土壙 河川� 甕 にぶい黄橙 １０YR７／４ にぶい黄橙 １０YR７／３ 長石・石英・金雲母 底部 タテハケ 指ナデ

３ G区 祭祀土壙 河川� 甕 灰白 ２．５Y８／２ 灰白 １０YR８／２ 長石・石英・金雲母 底部 摩滅により不明 摩滅により不明

４ G区 祭祀土壙 河川� 甕 灰白 ５Y７／１ 灰白 ２．５Y８／２ 長石・石英・金雲母 底部 丁寧なナデ 指ナデ

不條地区

―５９―



第７表 出土遺物観察表
石器
報告番号 調査区 遺構名 層位 種 類 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（�） 石 材 残存状況

第４３図 １ E区 北トレ � ナイフ形石器 ２．６０ １．１０ ０．３０ － 黒曜石（漆黒色） 先端部欠損

２ FG区 ２号河川 河川� 細 石 核 ３．２０ ２．６０ ２．３０ － 黒曜石（漆黒色） 牟田産か？

３ DE区 南トレ 河川� 細 石 核 ４．２０ １．８０ １．５０ － 黒曜石（漆黒色） 牟田産か？

４ G区 － � 石 鏃 ２．４０ １．８０ ０．４０ － 黒曜石（漆黒色） 片側基部欠損

５ G区 － � 石 鏃 ２．３０ １．９０ ０．３０ － 黒曜石（漆黒色） 片側基部欠損

６ F区 － � 石 鏃 ２．７０ １．４０ ０．４０ － 黒曜石（漆黒色） 片側基部欠損

７ FG区 － � 石 匙 ３．４０ ４．５０ ０．９０ － 黒曜石（青灰色） 完 形

第４４図 ８ D区 南トレ 河川�～� 方柱状片刃石斧未製品 ７．７０ ４．２０ ３．２０ － 頁岩（硬質） 基部のみ残存

９ FG区 － � 方柱状片刃石斧未製品 ９．４０ ３．９０ ３．２０ － 頁岩（青灰色） 基部のみ残存

１０ D区 南トレ 河川� 片刃石斧未製品 ９．６０ ２．７０ １．８０ － 頁岩（青灰色）

１１ G区 １号河川 河川� 石斧素材剥片 ８．３０ ２．５０ ０．９０ － 頁岩（青灰色） 器種不明

１２ DE区 南トレ 河川� 石 鑿 ８．５０ １．１０ １．１０ － 頁岩（硬質） 基部一部欠損

１３ FG区 － � 石 鑿 ４．９０ ２．００ ０．６５ － 頁岩（青灰色） 完 形

１４ E区 － � 石 鑿 ４．６０ １．８０ ０．７０ － 頁岩（灰白色） 基部および半分欠損

１５ H区 １号河川 河川� 石剣未成品 ８．００ ３．６０ ０．９０ － 頁岩（暗灰色） 切先部欠損

１６ H区 １号河川 河川� 石 包 丁 １２．４０ ４．１０ ０．３５ － 砂岩（泥岩） 半分欠損

１７ E区 － � 石 包 丁 ４．７０ ４．００ ０．５０ － 砂岩（泥岩） 再加工品か？

１８ E区 － � 石 包 丁 ８．００ ４．００ ０．３０ － 砂岩（泥岩） 切り出し形の再加工品か？

１９ D区 － � 石 包 丁 ５．１０ ２．２０ ０．６０ － 頁岩（暗灰色） 数回の研ぎ直し品か？半分欠損

２０ D区 南トレ 河川�～� 石包丁未製品 ７．１０ ５．９０ ０．７０ － 頁岩（暗灰色） 両端欠損・穿孔未貫通

２１ E区 － � 石 鎌 １１．１０ ４．７０ ０．８０ － 玄武岩 風化多し

２２ G区 １号河川 河川� 石 鎌 ９．５０ ３．２０ ０．２５ － 砂岩（泥岩） 風化摩滅多し

２３ C区 中トレ 河川�～� 石 鎌 ７．１０ ３．５０ ０．５０ － 頁岩（灰白色） 両端部欠損・風化多し

２４ E区 １号溝下 河川� 石 鎌 ６．２０ ４．３０ ０．７０ － 頁岩（暗灰色） 両端部欠損

２５ G区 １号河川 河川� 石 鎌 ８．２０ ３．４０ ０．６０ － 頁岩（青灰色） 基部欠損・風化多し

２６ E区 － � 紡 錘 車 ４．５０ － ０．５０ － 玄武石 孔径０．６�・半分欠損
第４５図 ２７ DE区 － � 敲 石 １２．５０ １０．１０ ５．３０ １１０１．５０ 玄武石 長軸両端と左側辺に敲打痕

２８ D区 － � 敲 石 １０．６０ ６．７０ ３．６０ ４７０．５０ 玄武石 長軸片方と両側辺に敲打痕

２９ D区 南トレ 河川�～� 凹 石 ９．２０ ９．０５ ３．６０ ３６４．５０ 玄武石 長軸片方に敲打痕

３０ DE区 － � 敲 石 １１．３０ ９．５５ ４．１０ ６９３．４０ 玄武石 長軸片方と右側辺に敲打痕

３１ DE区 － � 敲 石 ９．３０ ８．００ ４．００ ４２６．３０ 玄武石 長軸両端に敲打痕

３２ D区 － � 敲 石・擦 石 １４．００ ９．８０ ７．００ １４９０．００ 玄武石 長軸両端に敲打痕と擦過痕

３３ G区 １号河川 河川� 敲 石 １４．４０ ６．７０ ４．００ ５８８．３０ 玄武石 長軸両端と右側辺に敲打痕

３４ G区 １号河川 河川� 敲 石 １５．００ ７．１０ ４．９０ ８１０．９０ 玄武石 長軸片方と右側辺に敲打痕

３５ G区 １号河川 河川� 敲 石・凹 石 １１．４０ ８．８０ ４．３０ ６５０．００ 玄武石 長軸片方と両側辺に敲打痕

３６ G区 － � 砥 石 ７．１０ ６．３５ ３．５０ ２７８．８０ 砂岩 長軸半分欠損

３７ C区 中トレ 河川�～� 砥 石 １４．２０ １３．００ ２．２０ ６３３．６０ 砂岩 １／４程度残存

金属器
報告番号 調査区 遺構名 遺構名 種類 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（�） 素 材

第４６図 １ E区 － � 銅鏃 ３．２５ ０．９５ ０．４０ － 青 銅

２ F区 － � 銅鏃？ ２．５０ ０．７０ ０．６０ － 青 銅

３ E区 － � 刀子 ９．７０ １．９０ ０．３０ － 鉄

４ F区 － � 刀子？ ４．９０ ０．８０ ０．２０ － 鉄

骨角器
報告番号 調査区 遺構名 遺構名 種類 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（�） 素 材

第４６図 ５ GH区 １号河川 河川� 歯鏃 ２．２０ １．２０ ０．３０ － サメの歯

ガラス
報告番号 調査区 遺構名 遺構名 種類 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 孔径（�） 色 調

第４６図 ６ F区 － � ガラス小玉 ０．３０ － ０．２０ ０．１０ コバルトブルー

７ E区 － � ガラス小玉 ０．３０ － ０．２５ ０．１０ 灰白色

木製品
報告番号 調査区 遺構名 遺構名 種類 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 樹 種 残存状況

第４７図 １ D区 南トレ 河川� 横槌 ３１．２０ ７．７０ ６．５０ クリ？ ほぼ完形

２ D区 南トレ 河川� 建築部材？ １９３．００ ４６．５０ ７．００ ノグルミ ほぼ完形

３ D区 南トレ 河川� ねずみ返し ８５．６０ ６７．２０ ３．６０ クスノキ科 一部欠損

第４８図 ４ H区 １号河川 河川� 建築材 ５０．１０ １５．４０ ８．３０ マキ属 炭化材，桟穴あり

５ H区 １号河川 河川� 建築材 ４６．６０ ４．５０ ２．６０ マキ属

６ H区 １号河川 河川� 建築材 ４２．１０ ７．６０ ４．６０ マキ属 炭化材，切込あり

７ H区 １号河川 河川� 建築材 ３５．７０ ５．９０ ４．２０ マキ属 炭化材，切込あり

８ H区 １号河川 河川� 二股受材 ２２４．２０ １０．００ ７．６０ イスノキ属？ 完 形

第４９図 ９ G区 １号河川 河川� 竪杵？未製品 ５４．８０ ７．４０ ７．４０ 不明 完 形

１０ H区 １号河川 河川� 陽物形木製品 ４８．４０ ７．３０ ７．００ マキ属 片側欠損

１１ H区 １号河川 河川� 短甲（札甲） ６．５０ ３．５０ ０．５０ 半分欠損，４穴の穿孔

不條地区
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河川跡と護岸遺構について

今年度の不條地区の調査では，護岸遺構に伴う河川跡の流路と，対岸の状況が明らかになった。第

５０図は不條Ｄ～Ｆ区にかけて確認された０号河川跡と護岸遺構，集石遺構を合成した図である。本文

中にも触れたように，０号河川跡の川幅は護岸遺構周辺で極端に狭くなる。それに付随するように対

岸には集石遺構や溝状の落ち込み（１号溝）などの遺構があり，この一帯に河川に関する何らかの施

設があったことが推測される。特に集石遺構は下流から上流に向けて上がってきた場合，川の流れが

変わる屈曲した位置に当たり，堤防的な要素も考慮される。

０号河川跡は，弥生時代中期前半から古墳時代前期まで蛇行しながら存続したことがわかった。２

号河川は古墳時代前期の遺物が伴うことから最後まで残る河川であり，南側の上流部との比高差が１

�近くあり，０号河川跡との合流部では急激に下がる。第５０図の平面図で見ると，この流域が特に狭

小になっているため，そのような現象が起こったとも考える。護岸遺構は２号河川が形成された頃ま

で残っていた。集石遺構の上端部は，基本層序�層（古代・中世遺物水田層）に露頭しており，転用

され水田の地境石としても使用されていた。つまりこれらの構造物は古墳時代前期ごろからほとんど

現況のまま埋没したことがわかる。２号河川跡はどのようにして０号河川跡の本流から分かれたかは

不明である。ただ護岸遺構の南側部分は２号河川方向に向いており，弥生時代中期前半に築かれた護

岸遺構が，２号河川形成以後若干

の築き直しを受けた可能性もある。

船着き場跡をはじめ，丘陵西側

の低地部にはこのような石組みの

構造物が多い。特に河川の地形を

利用した施設が目に付く。環濠は

丘稜の東側に比べ，規模も小さく

防御的な機能は用い得なかったと

思われる。したがって河川の役割

は非常に大きい。広大な環濠集落

が確認された佐賀県吉野ヶ里遺跡

においても西側には墳丘墓から北

の郭まで縦貫する外堀があるのに

対し，東側には田手川を自然の環

濠としたという可能性も示唆され

ている（佐賀県１９９２）。環濠集落

と河川の関係については，機能性

も含めて再度検討する必要がある。

不條地区

第５０図 Ｄ～Ｆ区河川跡状況図（１／５００）
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１号河川跡の造成について

１号河川跡では平成１１年度の調査以来，河川の造成が指摘されてきた（杉原２０００）。その理由とし

ては，溝が掘られていること，足跡状の遺構が多いことなどがある。時期としては弥生時代後期から

古墳時代前期にかけてで，目的は水田である。今回の調査ではその造成が裏付けられた。今年度の調

査と平成１１年度の調査から次のような造成の過程が推測できる（第５１図）。

もともと１号河川跡は幅広で浅い流路である。いわば埋め立てるにはそれほど労力がかからない地

形であったとも言える。河床の遺物の時期から弥生時代中期中葉から後期初頭の流路である。それが

灰色の粘土により埋めたてられたのが後期前葉から末ごろであろう。埋土中にわずかではあるが，そ

の時代の遺物を含んでいる。平成１１年度に確認された２号溝が利用されたのが弥生時代後期末から古

墳時代前期である。このころ西側低地部の窪地を中心に黒色腐植土が堆積している。この層が２号河

川跡をはじめ，あらゆる河川跡が埋没した時期である。その後古代になり大規模な水田開発が実施さ

れ一面広大な水田地帯になった。これが基本層序

�層である。今年度検出された２号溝は，直線的

で幅約１�程と狭く，用水路としての機能が強い。

西側土層壁面にある杭は，その矢板止めだろうか。

このような過程の中で近現代の水田がつくり上げ

られてきた。

この１号河川跡のもう一つの特徴は，異色な土

器が多いことである。第２３図４４の脚台付壺形土器

は他に類例を見ることがなく，独自な器形と言え

る。平成１５年度の県道拡幅工事での調査で「脚付

短頸壺」が出土しており，時期は若干後出するも

のの同じ系譜といえる。また炭化物の多さも気に

なる。建築材が炭化して出土し，土器にも黒塗り

とも思える煤状の付着物が塗られたごとく着床す

る土器もある。所謂「水辺の祭祀」的な要素がこ

の河川には多く，その実像の解明が今後の課題と

なるであろう。

【参考文献】

佐賀県教育委員会「吉野ヶ里」佐賀県文化財調査報

告書第１１３集１９９２

長崎県教育委員会「原の辻遺跡」原の辻遺跡調査事

務所調査報告書第１９集２０００

長崎県教育委員会「原の辻遺跡」原の辻遺跡調査事

務所調査報告書第２９集２００５

不條地区

第５１図 １号河川跡造成状況（１／３００）
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図版１

Ｄ区北トレンチ遺物出土
状況

Ｄ区南トレンチ土層堆積
状況

Ｅ区０号河川跡検出状況
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図版２

集石遺構検出状況

１号河川跡検出状況

１号河川跡遺物出土状況
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図版３

１号河川跡建築材出土状況

１号河川跡短甲出土状況

２号河川跡土層堆積状況
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図版４

３号河川跡検出状況

１号溝検出状況

３号溝土層堆積状況
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図版５

祭祀土坑検出状況

調査風景
（Ｄ区南トレンチ）

調査風景
（集石遺構周辺）
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２．不條地区 船着き場跡の調査

� 調査の経緯と概要

�調査の経緯
原の辻遺跡は，低地部周辺の圃場整備事業に伴い，平成５年度から大規模な調査を行ってきた。

事業の進展に伴い農道・排水路等の整備も同時に行われたが，圃場整備については，概ね盛り土と

いうことで調査については回避してきたが，道路・排水路については発掘調査をおこなう方向で事業

課との協議を進めてきた。平成８年の調査は，農道・排水路計画に伴う調査であったが，この時の調

査により，農道計画部分で船着き場遺構が検出され，排水路計画部分で石組遺構が検出された。農道

部分の調査では確認された石積みについては，当初堤防状遺構と呼称していたが，石積みが２基検出

され，その間を船渠部とする船着き場であることが明らかとなった。発見された２基の突堤は，西突

堤・東突堤と呼ぶことと

なった。また，船着き場の

南側からも，石組み遺構が

東西軸に２基検出された。

この石組遺構については，

船着き場の付属施設として

捉えられ，２基の間は通路

として利用されていたとの

見解に至った。

これらの遺構の存在は，

船着き場遺構がかなり大規

模な施設であったことを予

見させるものであった

（１９９８西）。

ただし，調査範囲が限定

されていたことから周辺の

状況や，規模については課

題を残すこととなった。

その後，船着き場周辺は

圃場整備が行われたことも

あり，調査については手付

かずのままとなった。

平成１７年度から原の辻遺

跡は本格的な整備に着手す

船着き場跡

船着き場跡

第５２図 船着き場跡位置図
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ることとなったが，遺跡の整備は丘陵の中心域から行い，環濠・墓地などの整備も順次復元していく

計画となった。船着き場については，特別史跡の範囲外ではあるが原の辻遺跡を代表する重要遺構で

あることは間違いないため，将来の整備を視野に入れて範囲確認調査を行う必要があるとの声が挙が

り，船着き場の調査のための協議を行うこととなった。調査にあたっては，地元生産組合との話し合

いが必要となり，平成１７年７月２１日に協議を行い，調査についての了解を得た。協議の結果，調査は

稲作が終了する９月から１１月の間に行うこととなった。

�調査の概要（第５４図）
調査は平成１７年９月５日から行った。調査区は第１調査区から第８調査区までを当初設定したが，

第９調査区を追加し，総調査面積は６３０�となった。調査区は船着き場を中心に設定し，船着き場に

繋がる河道の範囲を知る必要性から，船着き場の北側に第１調査区を設定し，２～９調査区について

は船着き場の範囲を確認する必要性から東西南北に調査区の設定を行った。調査区の設定については，

１０�おきに東西に配置された暗渠排水を考慮して調査区を設定しなければならず，調査区の幅や方向

に規制がかかった状態であった。調査区の幅は５�を基本としたが，遺構面まで深いところで３�あ

ることを考慮し，階段状に２段堀りすることとなった。調査は重機による表土剥ぎを１�行い，その

中にさらに調査区を設定した後，手掘りで調査を行った。水に悩まされながらの調査となり，小さな

遺構については断面でしか確認できないものもあった。調査の結果，船着き場に繋がる河川の幅，船

着き場の南北軸の大きさの確認，東側に運河状の大溝（水路）を確認するなど，大きな成果を得るこ

ととなった。調査終了後の埋め戻しについては，調査地の現状が水田であることを考慮し，慎重を期

して埋め戻しを行い，１１月３０日に調査を終了した。

【参考文献】

西 信男『原の辻遺跡・鶴田遺跡』原の辻遺構調査事務所調査報告書第４号 長崎県教育委員会 １９９８

� 平成８年度の調査成果
平成８年度検出の船着き場と石組み遺構の規模について記載する。船着き場の東側突堤は上面幅約

３�，下底面幅約９�，高さ約２�，下底幅約８．８�，高さ約１．６�である。突堤間の船渠部分の距離

は，上部で約１２�，下部で約８�である。石組遺構は，北側石組が南北に約６�，検出された東西の

長さ約１�，南石組は南北に約７�検出され，中央部が低く溝状になっている。北石組と南石組の間

は船着き場と，丘陵部を繋ぐ通路と認識され，その幅約８�である（第５３図）。船着き場遺構の造営

を技術的に見れば，盛り土の間に樹皮を敷いたり，石の崩落を防ぐために杭を打つなど，一定の工法

（敷粗朶工法）が見られる。これらの土木技術も中国からの技術の導入があったことが予想される。

北石組・南石組については，船着き場の付属施設として捉えられ，特に南石組は溝状遺構であるとし

ている。船着き場跡の発見は，東アジアの中でも最も古いものであることが判明するとともに，一支

国が交易の拠点であったこと，「魏志倭人伝」の中の「・・・南北市糴・・」を証明することとなり，

船着き場跡

―７０―



① 
② 

③ 

A
-15

④ 

⑤ 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

第５３図 平成８年度の調査区および遺構配置図（１／１，０００）
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第５４図 平成８年度検出の船着き場実測図と今年度の調査区配置図（１／４００）
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原の辻遺跡の中でも代表的な遺構となった。この他，弥生時代前期後葉の畦畔遺構や溝状遺構なども

検出され，低地部の重要な施設の存在が確認された。

� 層 位

�平成８年度の層位
平成８年度の調査ではセクション図が報告されていない部分もあったため，今回の調査区の層位と

の比較のためにあらためて提示し説明する。なお，平成８年度の調査区については第５３図を参照願い

たい。また標高については今回の調査で５�前後に弥生時代の生活面があることが理解できたことか

ら，５�のラインをもとに説明を加え，後に検討する。

第５５図Ｂ－５区は突堤の南側のセクションである。西突堤の一部がセクション図に投影されている

が，これから見れば突堤の高い部分の標高は約４．６�，川底で３．７�を測り，比高差は９０�あまりであ

る。ただし，この断面は高い部分が投影されていない部分にあたり，これより北側ではその比高差は

大きくなる。４層は黒色土で有機質土壌である。時期的には弥生時代後期後葉から古墳時代前期の層

で，船着き場の構築時期より新しい時期の堆積物であるが，遺跡周辺から確認されることから，鍵層

として位置づけられる層である。有機質の粘質土であることから，水生堆積物であると判断される。

第５５図Ａ－１１区は東側突堤の南北の断面である。礫の高い部分で標高約５．２�，川底で３．４�を測り，

比高差は１．８�である。標高５．２�は，東西の突堤のなかで一番高い部分にあたり，元来の船着き場の

標高に最も近い数値であろう。４層，５層は礫と同じような傾斜で堆積している。５層は礫の上部に

乗る層で，１７年度の調査でも礫の上でも観察された灰白色粘土層である。船着き場の天端の土が流れ

込んで堆積した層と判断している。

第５６図Ａ－１２区は東突堤のすぐ東にあたる部分で，６層の部分が台形状の高まりをみせる。また，

両端は緩やかに落ち込んでいる。高まりについては，東突堤の張り出しがこの部分にまで及んでいる

ものとし，船着き場の天端の一部と考えられる。南側には一部落ち込みが見られ，礫も入り込んでい

ることから，北石組の礫がこの辺まで入り込んだ結果と考えられる。このことから，北石組の礫は，

北側に落ち込んでいることが理解できる。

第５６図Ａ－１３区北側に北石組の礫がセクションにかかっており，北側に傾斜している。この北石組

と南石組との間は高まりがあり，ここが上場で船着き場から東側に通じる通路となると判断されてい

る。南石組は一端傾斜してさらに立ち上がることから，石敷きの溝と捉えられている。この溝によっ

て船着き場の南北の広がりは捉えられるが，さらに南側に平場が広がることが考えられる。

第５６図Ａ－１４区では，南側の上場が第５層上面（５�ライン）にあたることが予想される。この土

層では，南側で傾斜していることから，ここに落ち込みがあったことが捉えられる。

第５７図Ａ－１５区では再度立ち上がって幾つかの溝が確認される。この溝については，黒色土が入り

込むことから，後期後葉以前に掘られた溝であることは相違ないであろう。

船着き場跡
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第５７図Ａ－１６区では，黒色土の薄い層が北側で検出される。南側は深堀りした部分で，遺構との関

連はない。

第５７図Ａ－１７区では全体に４層の黒色土層が観察される。この黒色土層は，上部に踏み込み状に凹

凸が著しいことが特徴的である。４層の堆積後に水田化したものと思われる。４層の直下には弥生時

代後期以前の生活面が確認される。この区では，弥生時代前期後葉の畦畔遺構を確認している。ａ層

は，畦畔を伴う水田面と解釈されている。

平成８年度の調査区の層位においては，今回５層とした灰白色粘質土層及び，４層の黒褐色有機土

層との対応が可能である。また，船着き場の上場が標高約５�前後の位置にあることが理解できた。

このことから今回の調査でも標高５�ラインを一応の目安として調査を行うこととなった。

�今年度調査区の層位
層位については全体の土層の中で共通する土層について説明し，煩雑な部分ついては個々に説明を

加える。

基本土層

１層～２層 表土 上位にのる層で実測図では層位は書き込んでいない。

３層 灰褐色を呈する古代・中世の水田・耕作土面。土師器等が出土している。

４層 黒褐色有機質土 原の辻遺跡において全体的に見られる有機質土層である。遺物から

弥生時代終末から古墳時代前期頃の堆積物と考えられていたが，７区の４層出土の木片

の年代測定をおこなったところ，AD８０～１００年の年代が測定されている。４層は，中期

や後期の段階の遺構が埋没する最終段階の堆積物である。河川や濠などの検出はこの層

を検出することから始まる。今回の調査では，１区の河川の上位層，３区の西側，５区

水路の上位堆積物，６区西側の河川上位堆積物，７・８区の水路上位堆積物，９区では

水路上位堆積物と東側で検出している。この層が検出されていない部分は，高台になっ

ていたものと思われる。４層の堆積は，高い所で６区の標高５�付近である。

船着き場の時期より新しい堆積物であるが，全体の鍵層として，実測図中では濃いア

ミかけで示している。

５層 灰白色粘土層 礫直上に乗る層で，船着き場が機能していた時期に堆積したものと思

われる。この層は礫が検出される水路内の堆積物で，特に５区では５ａ・５ｂ層に分類

できるほどの厚みがある。純粋な粘土層で，カーボン粒を少量含む。

６層 灰黄白色粘質土層 弥生時代の生活面で，ほぼ標高５�ライン上にある。３・４区，

６・７区で確認しているが本来はもっと高かったのが後世に削平されたものと思われる。

実測図中では薄いアミかけで示している。

７層 灰青色砂礫層 河川底に当たる部分で，１�大の小礫と粗い砂とで構成される。７・

８区では灰白色を呈し，砂が固結した状態を呈する。この層をもって河川，あるいは水

路の基底部と判断している。
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以上が基本土層の説明であるが，鍵層である４層が堆積する時期である弥生時代後期から古墳時代

前期までの時期については，原の辻遺跡の周辺環境が大きく変化する時期であった可能性が高い。環

境の変化については，有機質土のゆっくりした堆積から，原の辻遺跡周辺が沼状に常に水が冠水して

外に流れ出さないような状況を作っていた可能性が指摘されよう。

土層における自然分析結果について

７区・８区で年代測定及び，珪藻分析を依頼したのでその結果を示してみる。７区では４層出土の

樹木について年代測定を行った。４層は先に説明した黒褐色有機質土層で，我々の認識では遺物から

弥生時代後期後葉～古墳時代前期の堆積物との認識をもっていた。分析結果としては，BP１，８６０±２０

との結果が出ており，ほぼ認識と同じ様な結果が得られている。また，８区検出の礫直下の樹木につ

いて分析を依頼した結果，BP２６０５±２０の結果がでている。分析対象の樹木については礫の下に敷き

込んだのではないかとの意見もあったが，分析した樹木が中期の時期に対して古すぎる結果が出てい

ることから，礫よりも下の層の樹木が流れ込んだものと判断している。

珪藻分析では７区の５層（第６０図）では内湾の海水の影響が示唆されており，海と繋がっていた可

能性が考えられるとの結果が出ている。５層は礫直上の粘土で，船着き場が機能していた時代の堆積

物と判断していることから，船着き場が機能していた時期には海水が入り込むような環境であったと

判断される。これに対し，８区４層の珪藻分析の結果では，直接的な海水の影響はなかったと報告さ

れており，弥生時代後期後葉～古墳時代前期の段階では，止水域や流水域の影響を受ける湿潤な陸域

の環境が示唆されるとしている。この４層と５層の結果からすれば，弥生時代中期の段階では河川に

海水が入り込んでいる状況であるが，弥生時代後期～古墳時代では水の動きは少なく，一帯は沼地化

していた時期であった可能性も考える必要があろう。珪藻分析の結果は，中期の段階で船着き場の機

能が停止するという考え方にも大きなヒントを与えてくれる結果である。このことについては，今後

同様な資料を採取し遺跡の環境変化を捉えていく必要があろう。

� 各トレンチの調査成果
調査区ごとの遺構の状況について説明する。

１区の調査（第５８図）

調査区西側で河川の西端を確認した。上場の標高は４．５�，川底の部分は３．０�で比高差約１．５�を

測る。川は，船着き場に流れ込む河川の西端と考えられ，河川の方向は北東－南西方向をとり，平成

８年確認の河川と繋ぎ合わせると東側から蛇行して西側に入り込む河川の存在が解明できた。川の縁

には礫が張り付くように何個か確認されているが，この調査区の礫自体散漫な在り方をしており礫の

性格については定かではない。調査区の西側の川底にも礫が数個検出されている。

２区の調査（第５８図）

平成８年の調査で，西突堤とした礫群の一部を確認した。礫は突堤の南側を構成するものと思われ，

南側に傾斜している。南側に礫が傾斜する状況は，突堤の部分が旧地形とは別に造り出されたことを
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裏付けることと考える。つまりは，突堤は自然地形を利用したのではなく，河川に対して西側に張り

出していた自然地形に対し，北側に盛り土や礫などで突堤を造り出した状況が想定される。検出の状

況から傾斜した礫の層は盛り土の可能性が高く，突堤の部分と自然地形との間に埋め土をしたことが

想定される状況であった。

３区の調査（第５９図）

船着き場の南側に広がる平場と，落ち込みを確認した。落ち込み遺構は，逆台形になり中に袋状鉄

斧が１点出土している。落ち込み全体の様相は掴めなかったが，南側セクションに幅が狭い落ち込み

があることから，溝状に繋がっていた可能性もある。調査区西側で船着き場の西側の縁が検出される

ものと想定していたが，そのラインの検出には至らなかった。このことから，船着き場の西側の縁は

さらに西へ広がるものと判断される。今後，船着き場の東西幅を推定するには，西側の調査が必要と

なる。

４区の調査（第５９図）

３区同様，船着き場の南側の平場に相当する。東側隅に礫を検出したが，これについては平成８年

調査の北石組の一部と判断した。土層からも東側隅にのみ河川の堆積土に検出される４層が見られる

ことから，この部分から北側に下がるような傾斜地が存在し，この部分まで水が入り込んでいたもの

と判断される。

５区の調査（第６０図）

平成８年度確認の南石組が西側に延びることを確認した。南石組は平成８年度の調査では，南北幅

約５�で，真ん中が窪み北と南を天端とする石組の水路とされていた。石組は西方向にやや傾斜して

おり，船着き場の西側を流れる河川の水をこの部分に取り込んでいたものと判断される。今回の調査

から，船着き場の広がりは５区北側付近を南限とするものと想定される。

６区の調査（第６０図）

調査区の西側隅で，河川の東側端と考えられる落ち込みを確認した。１区で確認された河川の西側

端と同じ河川の端部と考えられ，１区の端部との川幅約３５�の河川が想定される。東側は平場となっ

ており，一部にシミ状遺構を確認したが，明確な遺構とはなり得ない状態であった。

７区の調査（第６０図）

南北に溝状の遺構を確認した。遺構は東側ではその天端を確認できたが，西側では川底からやや立

ち上がった段階までを確認している。東側の立ち上がり方はかなり急激であることから，人工的な溝

である可能性が大きい。平場と川底との比高差は約１．３�を測る。東側では礫は確認されていないが，

西側寄りに礫の数が多くなる。したがって，船着き場の西側縁は礫を積んでいたものと思われる。

礫の間からは，弥生時代中期の土器が出土していることから，船着き場構築時期と同じ時期にこの

溝も掘削されたものと考える。

８区の調査（第６１図）

７区へと続く溝が確認されている。７区同様，調査区の西側に礫石組の一部が確認されている。上
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場は確認されていないが，７区と同じ規模であることが想像されることから，この溝は７区から南北

に繋がることが想定される。

９区の調査（第６１図）

調査区の西側に北東－南西方向に礫群を検出した。礫の縁の標高は約４．８�を測り，やや西側に傾

斜する。この礫は，平成８年度調査時に確認した南石組に繋がるものと判断され，この付近で急に東

側に屈曲するものと考えられる。５区，７～９区の調査，及び平成８年度の南石組の調査から，船着

き場の東側には大溝が掘削され，西側に迂回していたことが予想される状況となった。

検出した河川について

今回の調査で，船着き場に取り付く河川の東西幅が確認された。川幅は約３５�を測りやや大きな河

川であったことが想定される。この川の本流は，平成９年の調査で確認された川と考えられ，現在の

川筋に対し，蛇行するように流れていたものと考えられている。この川の川幅は３５�前後であること

から，今回検出した川幅は，本流とほぼ同じ川幅であったことが確認されたことになる。今回検出し

た川は船着き場付近で蛇行しているが，これはもともと船着き場付近に突き出した自然地形があった

ことを想像させる。この突き出した自然地形にさらに北側に突堤を構築し，船着き場としたのであろ

う。

７・８区検出の溝について

７・８区で検出した溝は，９区・５区の調査で西側に屈曲して西側の河川の水を取り入れるような

施設であったと考えられる。検出時には西側で黒褐色の土を確認し，東側で地山との境界ラインが検

出された。溝の幅は西側ではラインの検出はなされていないが，８�以上の川幅が想定される。上場

の標高は約４．８�，礫を検出した面の標高は３．８�で，比高差１�を測る。溝内部には礫が西側からや

や傾斜しながら東側まで検出されたが，西側に厚く，東側では少なくなるという傾向があった。東側

での礫の石積みは見られず，そのまま立ち上がって平地に続いている。溝として呼称しているが，こ

の溝によって船着き場が陸地から切り離され独立するようになる。このことから単に溝と考えるより

も水路的な意味合いをもつ遺構として捉えられよう。船着き場の船渠部分とともに，この水路内にも

船が引き込まれていたと考えられる。この水路のよって陸地から切り離された船着き場は，どこかに

陸地との通路が確保されていたことは想像に難くない。そのためには水路上に橋を渡していたであろ

うことが推定される。

以上，各調査区の調査成果について記載したが，今回の調査によって，船着き場がさらに西側に広

がる可能性があるということが判明し，さらに課題を残すこととなった。ただし，調査区の位置にお

いて制約があったものの，東側水路の確認や船着き場の南北の規模，船着き場に取り付く川の流れを

確認することができたことなど一応の成果をあげることもできた。

船着き場跡
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� 出 土 遺 物
土器（第６２図）

遺物は７・８区の礫とともに出土した土器を主体とするが，他の調査区からも帰属時期不明の土器

の小片や石器が出土している。この中から帰属時期が判明するものや，船着き場の造営時期に関連す

る遺物を中心に説明を加える。

１は，１区の黒褐色粘質土層直上である３層から出土した土師器坏である。調査段階から古代・中

世の時期の層位と判断していた層である。口径１４．６�，器高２．４�を測る。器面・胎土とも灰黄褐色

を呈し，体部は丸く立上げ口唇部を丸く摘み出している。底部は板起こしである。１０世紀代のものか。

２～４は，２区の礫と同じ層位から検出した，須玖�式の甕の口縁部である。船着き場の礫が積み上

げられた時期を特定できる資料で，平成８年の調査時よりやや新しい時期のものである。５は６区で

出土した須玖式土器の底部である。６区は船着き場の東の対岸にあたる部分で，大溝を挟んで東側の

平地部分にあたる。調査区では，シミ状の遺構を検出したがその性格までは把握できなかった。６～

８は７区出土で，７・８については２～４と同様に船着き場関連の礫と同じ層位から出土し，６は表

土からの出土で台付甕の脚の部分にあたる。９～１２は８区の礫と同層から出土している。１２について

は内部にススが付着していることから，船着き場と言えども生活感にあふれた空間であったことを意

味するのではないだろうか。

石製品（第６２図）

石器は２区と７区から１点ずつ出土している。２区出土の石製品１４は頁岩製で，全体を研磨してお

り，一端は抉りをいれて糸巻き状に仕上げている。このような石製品は，平成１１年の調査で１号濠（弥

生時代中期前葉）から出土したものに類似品がある（２０００，杉原）。本例は，上部を欠損しているが，

上下対称になるようなものと考えられる。使用法については不明。７区出土の１３は，頁岩製の磨製鏃

である。厚さ１�前後と，かなり薄く仕上げている。

金属製品（第６３図）

３区の落ち込みから，鋳造鉄斧片が出土している。鉄斧は，体部の一側片部を残し，袋部の片面は

ほぼ剥落している。基部直下に２条突帯を有し，断面は側面がやや屈曲していることから菱形を呈し

ているものと思われる。刃先はやや裾広がりで，全体形は台形状を呈している。刃部は再加工されて

段を有しており，再加工された刃先全体は逆凹字状になっていた可能性もある。特筆すべきこととし

て，刃先や，体部の一部に朱状の赤い顔料が塗布されていることにある。本来は全体に塗布されてい

た可能性もあり，塗布の意味などについて考えなければならないであろう。時期的には中期前葉から

中葉にかけてのものと判断する。落ち込みから出土したということと，再加工をおこなっていること，

さらには朱を全体に塗っていた可能性があることなどから，かなり特別な使用法を考える必要がある。

船着き場における特別な儀式等に使用されたものであろう。

【参考・引用文献】

杉原敦史 『原の辻遺跡』原の辻遺跡調査事務所報告書第１９集 長崎県教育委員会 ２０００
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第６２図 出土遺物（１／４，１／２）

第６３図 ３区出土鋳造鉄斧実測図（１／２）
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� 小 結
今回の調査はトレンチ調査で，前回確認した船着き場の範囲を確認することが主な目的であった。

トレンチの設定にあたっては，暗渠排水が東西に敷設されていたこともあり，東西軸にしか設定で

きないという規制もあって思うような調査区が設定できなかったが，それぞれの調査区ではそれなり

の成果を見出すことができた。今回の調査成果について，以下に箇条書きでまとめてみる。

調査成果

・船着き場の北側には川幅約３５�の河川が流れていたことが確認された。船着き場に流れ込む川は，

遺跡の北側を流れる本流に南西側から蛇行しながら合流するものと思われる。支流といえども川幅が

約３５�もあり，かなり大きな川であったと言える。

・船着き場の東側には水路を構築していたことが確認された。水路には河川の水を西側から引き込み，

逆Ｌ字状に迂回させて東側に流れるようにしていたと考えられる。水路の幅は約９�，深さは約１．２

�を測る。やや大形の船でも碇泊可能な規模である。水路の構築に際しては，礫を多用しており大掛

かりな土木工事となっている。

・水路を巡らすことにより，船着き場を島状に区画する意識がはたらいていたものと思われ，船着き

場と丘陵側とは木橋などを利用していたものと考えられる。

・船着き場の南側は平場となっているが，南側では水路によって区画されることから，船着き場の南

北の大きさは南石組の北側までということになり，南北の長さ約３８�の規模であったと考えられる。

今後の課題

・船着き場の形状を確認することが大きな目的であったが，西側の範囲については今回の調査では確

認できていない。さらに西側の調査が必要となろう。

・９区で礫を確認したが，この礫の傾斜が確認しただけの範囲では傾斜度が少なく，平成８年度に確

認した南石組との繋がりや，今回７・８区で確認した水路との整合性を考えるうえで周辺の精密な調

査をする必要性がある。

・今回の調査でも船着き場が弥生時代中期前葉から後葉の間利用されていたことが追認できた。その

後機能しなくなるのは，４層の堆積や，物の出土から判断される。中期以後，船着き場がどのように

なったのかについて丘陵を中心とする東西低地部の中で追跡する必要がある。

調査の意義

船着き場は「交易都市」原の辻遺跡の象徴的存在である。今回の調査で船着き場の南側の範囲が想

定され，さらに水路が設けられていたことが確認されたことで船着き場の形状をより具体的に示す結

果となった。船着き場の突堤や水路は礫を多用しているが，弥生時代あるいはそれ以降の土木事業に

おいて石を積極的に利用する行為はあまり知られていない。原の辻遺跡では，丘陵の西側の調査で護

岸遺構が検出されたが，これについても多くの玄武岩礫が使用されるなど，原の辻遺跡では土木事業，

特に河川に対する土木事業に石を多用することが追認された。

船着き場跡
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第６４図 船着き場跡周辺の推定復元図（１／４００）
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図版６

１区河川検出状況

２区礫検出状況

２区礫検出状況
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図版７

３区落ち込みの断面

６区河川の東端検出状況

７区北壁の状況
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図版８

７区礫及び樹木出土状況

８区礫検出状況

８区礫検出状況近景
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図版９

８区礫と樹木の状況

８区礫・土器出土状況

９区礫検出状況
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３．高元地区の調査

� 調 査 概 要
高元地区では，これまで推定されていた原の辻遺跡の北側丘陵先端部における墓域の存在と，平成

１６（２００４）年度に続く丘陵部の旧地形の確認を目的として調査を実施した。現在の丘陵先端部は，県

道に直行して東に伸びる市道（国分・深江線）によって区切られ，市道北側は２�ほど下がって水田

面となっているため，旧地形の傾斜面は残されていない。丘陵先端部は昭和１２年より行われた耕地整

理の際，かなりの規模で削平されたことが知られており（註１），それ以前の丘陵は緩やかな傾斜を

もって幡鉾川に接続していたと考えられる。

丘陵先端部周辺については，これまで数次にわたって調査が行われてきた。まず昭和５０（１９７５）年

度の調査において，２�×２�のトレンチを１箇所設定し（第１試掘坑），掘り下げを行った結果，

３層の黒褐色弱粘質土層に遺物の包含が確認され，弥生中期～後期にかけての多数の遺物が出土して

いる（註２）。このトレンチは座標が残っていないため正確な位置は不明であるが，本年度のＡ調査

区にほぼ隣接しており，この時検出された遺物包含層は，本年度検出の３号溝へとつながるものと考

えられる（第６５図）。

平成６（１９９４）年度の重要遺跡範囲確認調査では，本年度のＡ調査区の西側に１箇所（ＴＰ．１），

Ｂ調査区の東西にそれぞれ１箇所（ＴＰ．２，ＴＰ．３）の計３箇所が高元地区に設けられたが，いづ

れも後世の削平を受けており，摩滅した土器の小片は出土するものの，遺物包含層や遺構は確認され

ていない（註３）。また，平成７年度に芦辺町教育委員会と長崎県教育委員会が行った緊急調査では，

先述の市道に沿って北側に４１２�の調査区を設け，５つの溝を検出しているものの，現在の丘陵の延

長上は後世の削平が行われて地山に耕作土と床土層がのっている状況であった（註４）。

このように，原の辻遺跡の北側丘陵先端部については，過去の報告や調査で大まかな状況は掴めて

いるものの，墓域として判断するには材料が乏しく，具体的にいつの時期にどのような遺構が存在し

たのかを解明できずにいた。そこで本年度は，レベルの異なる南北２段の圃場のほぼ中央部に座標軸

に沿った方向で２�幅の十字トレンチを設定して調査を開始した。調査区は北の十字トレンチをＡ区，

南をＢ区とし，出来上がった各マスを北側から反時計回りに１，２，３，４区とした。調査の結果，

Ｂ区からは遺構が検出されなかったが，Ａ－２区からは表土を１０�程取り除いた段階で礫に混じって

多数の土器片が出土し，Ａ－４区からは同レベルで貝層が検出されるなど，土層観察用に残しておい

た中央部のマスの下にも遺構が存在することが判明したため，その部分も掘り下げて便宜上Ａ－５区

として遺物・遺構を整理した（第６６図）。調査面積は部分的に拡張した部分も併せてＡ区７９�，Ｂ区

７６�の計１５５�である。

（註１）これについては山口麻太郎氏の報告がある（山口麻太郎『壱岐國史』，１９８２年）。氏の記述によれば，

「昭和十二年河内川の立替工事から，それに伴う耕地整理が行われ，その際私は石棺が出たという報知を受

け，以後毎日出て行って直接現場を見，遺物を採集し」，その資料の中には石棺や甕棺が含まれていた。ま

た，昭和１４年に埋立用の土を取るために行われた丘陵東側の斜面を切り崩し工事の際，獣骨とともに人間の

高元地区
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が発見されている

（鴇田忠正「長崎

縣壹岐郡田河村原

ノ辻遺跡の研究」

〔『日本文化史研

究』星 野 書 店，

１９４４年〕）。これら

のことから高元地

区に墓域の存在が

想定されるように

なったのであろう。

（註２）第８表－１

（註３）第８表－２

（註４）第８表－４

第８表 北側丘陵先端部周辺調査報告書対応表

番号 報告書名
サブタイトル タイトル 発行

１ 長崎県文化財調査報告書第２６集
長崎県壱岐郡所在の弥生遺跡 原の辻遺跡 長崎県教育委員会（１９７６）

２ 長崎県文化財調査報告書第１３０集 県内重要遺跡範囲確認調査報告書Ⅳ 長崎県教育委員会（１９９６）

３ 長崎県文化財調査報告書第１２４集
幡鉾川流域総合整備計画（圃場整備事業）に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書Ⅰ 原の辻遺跡 長崎県教育委員会（１９９５）

４ 原の辻遺跡調査事務所調査報告書第１集
幡鉾川流域総合整備計画（圃場整備事業）に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書Ⅱ

原の辻遺跡・安国寺前Ａ遺跡・
安国寺前Ｂ遺跡 長崎県教育委員会（１９９７）

５ 〃 〃 〃

６ 原の辻遺跡調査事務所報告書 第１１集
原の辻遺跡発掘調査事業に係る発掘調査報告書Ⅰ 原の辻遺跡 長崎県教育委員会（１９９９）

７ 原の辻遺跡調査事務所報告書 第１６集
原の辻遺跡特定調査事業発掘調査報告書Ⅰ（船着き場付近水路等状況調査） 原の辻遺跡 長崎県教育委員会（１９９９）

８ 原の辻遺跡調査事務所報告書第１８集
原の辻遺跡発掘調査事業に係る範囲確認調査報告書 原の辻遺跡 長崎県教育委員会（２０００）

９ 原の辻遺跡調査事務所報告書第１９集
原の辻遺跡特定調査事業発掘調査報告書Ⅱ（環濠等状況調査） 原の辻遺跡 長崎県教育委員会（２０００）

１０ 原の辻遺跡調査事務所調査報告書第２６集
原の辻遺跡調査研究事業調査報告書 原の辻遺跡 長崎県教育委員会（２００３）

１１ 原の辻遺跡調査事務所調査報告書第３１集
原の辻遺跡調査研究事業調査報告書 原の辻遺跡 長崎県教育委員会（２００５）

高元地区

図版１０ 幡鉾川沿道から見た現在の北側丘陵先端部（北→南）

第６５図 高元地区調査区位置図（１／２，０００）
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第６６図 高元Ａ区遺構配置図（１／１００）
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0 10cm

� Ａ区の調査成果
Ａ区では，前述したように表土から１０㎝ほど掘り下げた段階で礫とともに多数の土器片が出土した。

Ａ区からＢ区に至る段差には板状節理の玄武岩が露出しており，Ａ～Ｂ区の比高差も２�以上あるこ

とから，当初，遺構のほとんどが削平を受けているであろうと考えていた。事実，Ａ－２区の東半部，

Ａ－３区南半部，Ａ－４区西端からは表土剥ぎ後すぐに

それぞれ色の異なる岩盤が露見したが，中央のＡ－５区

に近づくに従って土質は粘性を帯び，中には多量の土器

片が含まれていた。それらの土器は一見して弥生時代中

期のものであったが，Ａ－２区ではほぼ同レベルから後

期前半の形状と思われる甕棺が出土したため（１号甕棺

墓），中期の土器片が後世の土地改変に伴って撹乱を受

けたものか否か，判断しかねた。その後，Ａ－４区で貝

層とピット群が，Ａ－１区の北半部から完形のものを含

む土器溜りが検出され，更に土層を精査すると，南東か

ら北西に向かう溝状のプランが幾筋か現われた。ここに

至って，Ａ区が時期を違えて複雑に遺構が折り重なって

いる地区であることを確認した。最終的にはＡ区の中で

２基の甕棺墓，貝層，４条の溝，及びピット群が検出さ

れた（第６６図）。以下，各遺構の詳細と出土した遺物に

ついて報告していく。

高元地区

図版１２ Ａ～Ｂ区間に露出する玄武岩層

第６７図 １号甕棺墓出土状況（１／２０） 第６８図 １号甕棺実測図（１／５）
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0 10cm

�甕棺墓
１号甕棺墓（第６７・６８図，第９表）

１号甕棺墓はＡ－２区中央部北端の標高７．９�地点で検出された。合わせ口で，下甕は甕形土器，

上甕は壺形土器の胴下半部を使用している。墓壙の長さは５２�，幅３６�，深さ現存で１１�，甕棺の長

さ４５�，最大幅３０�を測る。主軸はほぼ東西方向で，頭位は東に向くと推測される。若干上甕が高い

ものの，ほぼ水平に近い状態で埋納されており，中には何も残っていなかった。この甕棺の墓壙は２

－ａ号溝の埋土上に掘り込まれたものであり，後述するように２－ａ号溝の上面には整地の痕跡が見

られることから，この甕棺墓は２－ａ号溝の埋没後，地表面を平坦に整地した後に形成されたもので

あると考えられる。

土器の観察は第９表に示すとおりである。上甕は壺の上部を不均整にうち欠いたもので，底部は凸

レンズ状の平底である。日常土器を転用したものであろう。内面にはヘラあて痕が多く見られる。

第９表 １・２号甕棺観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第６８図
Ａ－２区
・甕棺墓

上甕
５ＹＲ６／６
橙

５ＹＲ６／６
橙

石英・長石
・金雲母

壷胴部～
底部

ハケメ
指押さえ
・ナデ・ヘラ痕

表面スス痕（使
用痕）・風化

第６８図
Ａ－２区
・甕棺墓

下甕
５ＹＲ６／６
橙

７．５ＹＲ６／６
橙

石英・長石
・金雲母

ほぼ完形 ハケメ
指押さえ
・ナデ

水抜き孔・一部
スス痕・風化

第７０図
Ａ－１区
・甕棺墓

上甕
２．５ＹＲ６／８
橙

２．５ＹＲ５／８
明赤褐

石英・長石・金
雲母・赤色土粒

完形
ハケメ
・ナデ

ハケメ・ナデ 両面スス痕

第７０図
Ａ－１区
・甕棺墓

下甕
２．５ＹＲ５／６
明赤褐

５ＹＲ５／６
明赤褐

石 英・長
石・金雲母

完形 ハケメ ハケメ 両面スス痕

高元地区

人骨・歯・出土

第６９図 ２号甕棺墓出土状況（１／２０） 第７０図 ２号甕棺実測図（１／５）

―９７―



下甕は底部が平坦な「く」の字口縁の甕である。胴部に

は水抜き用の穿孔を外側から施している。刷毛目とともに

スス痕が広くあり，内面底部付近にもスス痕が見られるこ

とから，やはり日常土器を転用したものと考えられる。弥

生時代後期前葉の土器であろう。

２号甕棺墓（第６９・７０図，第９表）

Ａ－１区中央部西端の標高７．８�地点で検出された。２

号甕棺墓と同じく合わせ口であるが，上甕，下甕ともに完

形の甕形土器である。墓壙の長さは７９�，最大幅４２�，現

存の最大の深さ１２�，甕棺の長さ７０�，最大幅３０�を測る。

主軸は北西－南東の方位であり，頭位は北西に向くと推測

される。甕棺の傾斜角はほぼ水平で，若干上甕が上がる程

度である。下甕からはほとんど粘土化した人骨と歯の一部

が出土した。この歯は左上の大臼歯の歯冠部分で，歯根部

分は朽ちて無くなっており，表面に磨滅の後が全く見られ

ず，溝がきれいに残っていることから，生えて間もないか，あるいはまだ生えていなかった子どもの

永久歯であったと考えられる。１号・２号甕棺墓は，ともにその大きさを見ても小児甕棺墓の可能性

が強く，歯の出土はこれを裏付けるものである（註１）。この甕棺墓はＡ－１区９層を掘り込んで形

成されたものである（第７９図）。後述するように，９層は岩盤の風化礫が混入する造成土であり，１

号甕棺墓と同様，意図的に整地を行い，その上で２号甕棺墓が埋められた可能性がある。この２基の

甕棺墓の検出により，これまで墓域として捉えられてきたこのエリア一帯に対する認識に誤りがな

かったことが証明された。

土器の観察は第９表に示すとおりである。上甕・下甕ともにやや胴部が張り，中位に最大径がある。

底部は凸レンズ状の形体をとり，口縁部の稜は明確で，上甕には内部に突き出しが見られる。弥生時

代後期中葉の土器であろう。

（註１）歯の形状については，壱岐市芦辺町の百田歯科にご教示を頂いた。記して感謝申し上げる。歯の大

きさだけでは個人差があるため，第何番目の大臼歯であるか判断できず，その場所によって歯根の完成時期

が異なるため（第６番目より第８番目が遅い。第８番は一般的に言う親知らずに相当し，弥生人は現代人よ

り顎が大きく，ほぼ親知らずが生えていたと考えられる。），一本だけの資料では被葬者の年齢の特定は難し

い。可能性としては２歳～２０歳頃までの年齢幅で考えられる。

�貝層（第７・１６図，写真１１）
表土下約１０�の地点で検出され，２号溝の上面に直径７５�の円形状に堆積していた。厚さは約５�

であり，カキ・ミナ・サザエなど岩礁性の貝類が主に観察され，獣骨も多少混在していた。遺物は南

東から北西方向に捨てられたと考えられる。

高元地区

１号甕棺墓検出状況

２号甕棺墓半截状況
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第７２図 １号溝平面図および断面土層図（１／２０）
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２－ａ，２－ｂ号溝（共通）
層位 色調・土質 所 見

上層

１ 黒褐色粘質土（７．５YR３／２） 部分的に黄色や白色の土粒を含むが多層に比べ少なく
粒子も小さい。また，粘性があり，クラックが生じやすい。
遺物を多く含む。

２ にぶい黄褐色硬質土（１０YR４／３） 明赤灰色（１０YR７／１）～灰赤色（１０R６／２）の岩盤
のブロックを多数含む層。周辺にも確認されており，この
一体の整地層と考えられる。

３ 暗オリーブ褐色硬質土 白色・黄褐色・赤褐色土粒をわずかに含む。

４ 明黄褐色（１０YR６／８）の砂粒を多く含む層。ベースとなる土の色調は５層に同じ。

５ 褐色硬質土（１０YR４／４） ２層にみられる岩盤の土粒や黄橙色（１０YR８／８），明赤
褐色（２．５YR５／８）の土粒を含む層で２層に比べ粒子
は小さい。

下層

６ 褐灰色硬質土（１０YR５／１） 暗黄褐色の砂質土をあばた状に含む。炭化物をわずか
に含む。

７ 灰黄褐色硬質土（１０YR４／２） ほとんど粒子を含まない緻密な粘質土層。ややしみ状に
黄灰色を含む。炭化物もわずかに含む。

８ 赤褐色（５YR４／８）の砂粒を含む，非常に薄い堆積層。

９ 褐灰色硬質土（１０YR５／１） ６層と同じ特色を有する。暗赤灰色（７．５R４／１）の土
粒をわずかに含む。黄褐色のあばた状砂質土が目立つ。

１０ にぶい黄褐色土（１０YR４／３） 黒色炭化物を多量に混在する層。明赤灰色の土粒を多
く含む。

１１ 褐灰色硬質土（１０YR５／１） ６，９層と同質，同色層。

１２ 明赤褐色土（２．５YR５／８） 土粒を多数含む層。

１３ 明黄褐色（１０YR６／８）の砂粒を多く含む砂質土。

１４ 褐灰色砂質混在土（１０YR５／１） 砂粒と粘質土と炭化物がラミナ状に堆積する層。

１５ 褐灰色土（１０YR５／１） ６，９，１１層と同色であるが，砂質が多く，明赤灰色土
粒の混在が見られる。

１６ にぶい黄褐色硬質土（１０YR４／３） 明赤灰色～暗赤色の土粒が多く混在。炭化物も多少
見られる。

１７ 明赤褐色土（２．５YR５／８）などさまざまな色調の土粒を多く含む。２－b号溝の最下層。

１８ 赤色土岩質（７．５R４／６）の表面の層。地山。

１号溝（トレンチ�・Ａ－３区を合成 �～�層：トレンチ�，１～８層：Ａ－３区西壁）
層位 色調・土質 所 見

上層

１ 表土

� 暗褐色硬質土（１０YR３／４） 明灰色土粒（風化礫）を多く含む。

２ 褐色硬質土（１０YR４／４） 白色土粒が多く見られる。

� にぶい黄褐色土（１０YR４／３） 黄色土粒を多く含む。白色土もわずかに含む。

３ にぶい黄褐色土（１０YR４／３） 黄色土粒を多く含む。

� 褐色硬質土（１０YR４／４） 明赤灰色土粒を多く含む。

４ 暗褐色硬質土（１０YR３／４） かたくしまりがある。炭化物を含む。２号溝２層と同じ。

５ ４層とほぼ同色で黄色土粒を多く含む層。

６ 暗褐色硬質土 ４層と同色・同質の層。

下層

� にぶい黄褐色土（１０YR４／３） 黄色土粒を多く含む。

� にぶい黄褐色土（１０YR４／３） ほぼ�層と同色であるが黄色土は含まず，炭化物が目
立つ。下層には白色土粒がある。

� 黄褐色砂質混在土（１０YR５／８） 黄色土粒を多く含む。

	 にぶい黄褐色土（１０YR４／３） わずかに炭化物ラミナが見られる。

７ にぶい黄褐色土（１０YR５／４） 黄色土粒を多く含み，炭化物のラミナ状堆積が見られる。
２号溝１３層と同質。


 にぶい黄褐色土（１０YR５／３） 明赤灰色風化礫土粒が多く混在する。

８ にぶい黄褐色土（１０YR５／３） 明赤灰色土粒を多く含む。２号溝１６層と同質。

� にぶい赤褐色（７．５R５／３） 地山。

高元地区

第７３図 トレンチ�２号溝平面図および断面土層図（１／２０）

第１０表 １・２号溝土層観察表
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�溝
１号溝（第７１・７２図，第１０表）

Ａ－２・３区で確認された北西から南東に伸びる溝であり，幅は１．０�～１．２�，深さは０．３�を測

り，断面は逆台形状である。南東から北西方向にかなり傾斜している。岩盤を掘り込んで構築された

遺構であり，上面に１号甕棺墓があることから弥生時代後期前半には埋没していたことが分かる。ト

レンチ�の�層およびＡ－３区西壁の７層以下が溝の自然な埋土で，それより上層は礫や摩滅した土

器片を多く含み，その後の土地改変によって整地された層と考えられる。幅が狭く，Ａ－２区とＡ－

３区の溝の床部で比高差があることから環濠とせず，排水や区画を意図した溝として捉えた。

２－ａ号溝（第７１・７３図，第１０表）

Ａ－２・３・５区で確認された，１号溝とほぼ同じ方向へ伸びる溝である。幅は約１．１�，深さは

Ａ－５区で約０．２５�を測り，幅に比べ非常に浅い。今回の調査の範囲では，１号溝および２－ｂ号溝

との切り合い関係は不明であるが，１号甕棺墓の存在や出土遺物の状況から１号溝と同様，弥生時代

後期前半には既に埋没した状態であったと思われる。また，１号溝や２－ｂ号溝の下層と共通する層

が見られないことから，この２本の溝よりも後に掘り込まれた可能性もある。

２－ｂ号溝（第７１・７３図，第１０表）

Ａ－１・２・４・５区で確認された，１号溝および２－Ａ号溝とほぼ同じ方向に伸びる溝である。

幅は１．６�，深さはＡ－５区で約０．７�を測り，他の溝に比べ幅・深さともに規模が大きい。溝の断面

は逆台形状をしており，岩盤を掘りぬいて築いている。層位は１８層に細分され，途中に砂粒が多く混

在する層が２層（第８層・第１３層）が確認されることから，６層以下の下層は自然に埋没していった

ことが推測される。また，最下層のやや上面の１５層からは，弥生時代中期中葉の甕形土器がほぼ完形

高元地区

図版１５ １号溝および２－ａ・ｂ号溝断面土層
（左上：トレンチ�，左下：Ａ－３区，右上：トレンチ�２－b号溝，右下：トレンチ�全体）
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に近い形で出土したため（第７５図１），この遺構が最初に築かれたのはそれ以前であることが明らか

になった。上層（１～５層）の埋土中には弥生時代中期の土器片が礫とともに多く含まれており，更

に上面には獣骨片や貝層の堆積も見られることから，最終的には溝の落ち込みが廃棄場所として機能

していたことが確認できた。

１・２号溝出土遺物（第７４～７８図，第１１～１５表）

１号溝，および２－ａ号溝，２－ｂ号溝から出土した土器をまとめた。全般的な傾向として上層部

分に遺物が集中しており，拳大の礫も多く混じることから磨滅している土器が多く，細かな調整方法

が窺える資料は多くはない。時期的には弥生時代中期後半～後期前半の範囲でまとまっており，２号

甕棺より新しい形状のものは見当たらない。このことは，一旦埋没した後，更に掘り直されて存続す

る低地部の溝・濠に比べ，１・２号溝の溝としての機能が長期にわたらず，比較的短命であったこと

を示すと言えよう。以下，１号溝・２－ｂ号溝下層・２－ａ号溝および２－ｂ号溝上層出土土器の順

で稿を進める。

第７４図は１号溝出土の土器である。１・２はやや内傾する甕の口縁部片で，２は内側が上にあがる

特異な形状をもつ。３は鋤先形の高坏の口縁部片で，全面に丹塗り痕が見えるが風化のため部分的に

しか残っていない。口唇は若干内傾・湾曲している。１～３は弥生時代中期中葉の土器と考えられる。

４～８は甕および壺の底部である。４・７には底部下面に凹みが認められるが，５・６はほぼ平坦な

底部である。５はハケメ目が底部末端まで及び，立ち上がりは内湾気味のカーブを描く。６は風化も

あって内面に石粒が目立ち，胎土が非常に粗い。８は若干上げ底の様相を呈し，胎土に赤褐色の土粒

第１１表 １号出土遺物観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第７４図 １ トレンチ�１号溝 甕 ５YR４／３ にぶい赤褐 ２．５Y５／２ 暗灰黄 石英・長石・金雲母 口縁部 指押さえ・ナデ・ハケメ ナデ・指押さえ

第７４図 ２ A－３区１号溝 甕 ７．５YR５／４ にぶい褐 ７．５YR６／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母・角閃石 口縁部 ナデ ナデ 一部剥落

第７４図 ３ トレンチ�１号溝 高坏 １０Y５／８ 赤 １０Y５／８ 赤 石英・長石・金雲母 口縁部破片 両面丹塗り

第７４図 ４ A－３区１号溝 甕 １０R６／６ 赤橙 １０YR６／４ にぶい黄橙 石英・長石・金雲母 底部 ハケメ・ナデ消し 指押さえ

第７４図 ５ A－３区１号溝 甕 １０YR６／６ 赤橙 ７．５YR７／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母 底部 ハケメ・ナデ 指押さえ 表面一部風化

第７４図 ６ A－３区１号溝 甕 ２．５YR５／６ 明赤褐 ２．５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 底部 ナデ・指押さえ 裏面風化

第７４図 ７ A－３区１号溝 甕 ５YR６／４ にぶい橙 ７．５YR４／１ 褐灰 石英・長石・金雲母 底部 ナデ

第７４図 ８ A－３区１号溝 壺 ５YR６／６ 橙 ２．５YR６／８ 橙 石英・長石・金雲母・赤色土粒 底部 指押さえ
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が混ざる。４～８の資料は弥生時代中期後半～後期前葉の幅で捉える必要があろう。

第７５図１～３は２－ｂ号溝下層出土の土器である（第７３図参照）。１は溝の掘削の下限を考える上

で貴重な資料である。口縁はほぼ平坦であるが若干垂れ気味で，内面には粘土を指押さえによって接

合した痕跡がはっきりと残る。底部は底面に凹みがみられ，若干上げ底で薄く仕上げられている。胴

部はあまり張らずに砲弾形のプロポーションを持つ。また，胴部の表裏ともに煮炊きに伴うスス痕が

見られ，表面は下半部が剥落しているが，上半部は縦方向に目の細かいハケを入れたのち，口縁部付

近をヨコナデした様子が観察できる。このヨコナデによって突帯は非常に鋭角に成形され，内面もハ

ケとナデにより薄く仕上げられている。全体的に丁寧な成形であり，均整のとれた甕としての印象を

受ける。弥生時代中期中葉の須玖�新段階に相当する。

２は跳ね上げ口縁の甕である。胎土はきめ細かく，表裏ともにナデ成形されているが表面にはハケ

メ痕が残る。内面の稜は顕著で，口縁はやや外湾する。３は甕で，底部や口縁のつなぎ目部分がはっ

きりしており，裏面は指押さえによる凹凸が激しい上，底部と口縁部が平行でなく，不均整な形をし

ている。表面には底部付近にハケメが残り，それより上部はヨコナデしている。口縁は若干垂れ下が

る。弥生時代中期後葉の資料であろう。

第７６図２～４および第７７図５～１１は２－ｂ号溝上層（１～５層）出土の土器である。２～４は逆Ｌ

字形の甕の口縁部片で，いずれも口縁上面から突帯部分にかけて強くヨコナデしており，２・３の突

帯および４の内面突き出し部分は鋭く尖っている。５は三角突帯を二条施す壺の胴～底部である。内

第１２表 ２－ｂ号溝下層出土遺物観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第７５図 １ トレンチ�２－b号溝下層 甕 ２．５YR６／３ にぶい橙 ５YR６／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母・赤色土粒 ほぼ完形 ヨコナデ 指押さえ・ヨコナデ 両面スス痕あり

第７５図 ２ トレンチ�２－b号溝下層 甕 ５YR６／６ 橙 ２．５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ・ハケメ ナデ・指押さえ

第７５図 ３ トレンチ�２－b号溝下層 甕 ２．５YR５／６ 明赤褐 ５YR５／４ にぶい赤褐 石英・長石・金雲母 口縁部～底部 ヨコナデ・ハケメ 指押さえ
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面にはヘラ痕がみられ，丁寧にナデ成形されている。底部はほぼ平底で緩やかに内湾して胴部へ広が

る。６は高坏の脚部で表面に暗文調のヘラミガキ痕が見られる。２～５は中期後半の資料である。

７～１１は底部片でいずれも摩滅が激しい。７はやや厚底のスタイルで，風化しているがハケメが観

察される。８と１１はハケメ痕が強く残り，底部の直上に僅かな凹みが観察できる。１０は平坦な底部と

胴部の接合部分が確認できる。７は中期前半，８～１１は中期後半～後期初頭までの資料であろう。

第７６図１・１２・１３および第７７図１４～３０は２－ａ号溝出土の土器である。２－ａ号溝の１・２層は特

に礫の混入度合いが高く，多くの土器は摩滅して破損部が丸みを帯びていたり表面が剥落するなどし

て細かな調整は確認できない。だが時期的にはある程度のまとまりを持っており，２－ａ号溝そのも

のが浅い落ち込みの廃棄場所として機能していた可能性が考えられる。

１・１２～１８は口縁下に突帯が付かないタイプの逆Ｌ字形口縁の甕である。１は断面が鋭い三角形の

口縁で，若干外傾している。胴部は少し膨らみを見せて底部へと向かう。口縁真下には焼成破傷痕と

思われる楕円形および不正な円形の凹みが３箇所見られる。胎土には石粒とともに赤色土粒が混入す

るのもこの土器の特徴である。２層の床面から出土した，弥生時代中期後半の資料である（第７３図）。

１６は口縁上面が平坦で内側にもかなり突起し，胴部径が口縁部とほぼ等しく張り出している。胎土は

緻密で丁寧にナデ調整されている。１と同じく中期後半の資料である。１８は内面に厚めの粘土を貼り

付けた鋤先形口縁で，口縁そのものは外傾する。口縁真下のナデ調整は指ではなくヘラ状のものをあ

第１３表 ２－ａ号溝および２－ｂ号溝上層出土遺物�観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第７６図 １ トレンチ�２－b号溝上層 甕 １０YR２／３ 黒褐 １０YR３／２ 暗褐 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁部 ナデ ナデ・指押さえ 表面スス痕

第７６図 ２ トレンチ�２－b号溝上層 甕 ２．５YR６／６
２．５YR５／２

橙
灰赤 ７．５YR５／３ にぶい褐 石英・長石・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ 指押さえ 表面スス痕

第７６図 ３ トレンチ�２－b号溝上層 甕 ５YR６／６ 橙 ７．５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ナデ・ハケメ後ナデ消し 指押さえ・ナデ

第７６図 ４ トレンチ�２－b号溝上層 甕 ２／．５YR４／３ にぶい赤褐 ２．５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

第７６図 １２ トレンチ�２－a号溝 甕 ２．５YR６／６ 橙 ７．５YR４／２ 灰褐 石英・長石・金雲母・角閃石 口縁部 ナデ・ハケメ ナデ・指押さえ

第７６図 １３ トレンチ�２－a号溝 甕 １０YR７／３ にぶい黄橙 １０YR５／２ 灰黄褐 石英・長石 口縁部 ナデ ナデ・指押さえ
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てて行った痕跡が残る。内面も同様にヘラ痕が見られる。

１９～２１は三角形の突帯が貼り付くタイプの甕である。１９は表面が丁寧にヨコナデされており，ハケ

メ痕は見られない。裏面もヨコナデされているが，内側への飛び出し部分には粘土の貼り付け痕がしっ

かりと観察できる。２０も１９と同様の調整，形状であり，１８～２０はいずれも赤色土粒を含み，中期後半

の中でも同時期のものと考えられる。２１は胴部が張るタイプで１６と共通するが，胎土には金雲母や角

閃石が目立つ。やはり中期後半の資料である。２２は跳ね上げ式の「く」の字口縁部をもつ甕で，内外

面ともに緩やかに屈折し，若干外湾して頂部に至る。

２３・２４は鋤先口縁の壺である。２３の口唇部分には粘土を貼り重ねたような凹みがあり，ほぼ平坦だ

がわずかに外傾する。外面には丁寧なナデ調整の痕跡がある。２４は焼成のスス痕が目立つが，外面に

は丹塗り痕があり，焼成後に丹を塗ったことが観察できる。口唇はほぼ水平であり，色調は２３の明赤

褐色に対し，にぶい黄橙色をしている。これらは弥生時代中期中葉段階の資料であろう。

２５は高坏の脚部である。坏部内面に丹塗り痕があるが，外面は風化のため観察できない。ハケメ痕

は残る。内面にはシボリ痕とナデ痕が見られる。２６は直口壺である。外面は横方向にハケメを施した

後，縦方向にヘラミガキを入れて暗文としている。北部九州以東系の資料であろうか。２７～２９甕の底

部である。いづれも底部末端までハケメが入る。２７の外面の傷は土器廃棄時のものであろう。２８の底

面の凹みは顕著であるが，製作技法は２７～２９と同じで，胴下半部にあたる円筒形の中に，底部にあた

る粘土円盤を内側から接合したものであろう。２９の３０は壺の底部で，内外面に粘土のつなぎ目と思わ

れる段差がある。底部端はナデ調整されている。

第１４表 ２－ａ号溝および２－ｂ号溝上層出土遺物�観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第７７図 ５ トレンチ�２－b号溝上層 壺 ７．５YR６／３ にぶい褐 １０YR４／１ 褐灰 石英・長石・金雲母（少） 底部～胴部 ヨコナデ ヘラナデ

第７７図 ６ トレンチ�２－b号溝上層 高坏 ２．５YR４／８ 赤褐 ５YR７／６ 橙 石英・長石 脚部 ハケメ・ヘラ磨き 指押さえ・ヨコナデ

第７７図 ７ トレンチ�２－b号溝上層 甕 １０YR６／３ にぶい黄橙 １０YR４／２ 灰黄褐 石英・長石 底部 ハケメ・ヨコナデ 指押さえ 表面風化・裏面スス痕

第７７図 ８ トレンチ�２－b号溝上層 甕 ２．５YR５／６ 明赤褐 ２．５YR５／８ 明赤褐 石英・長石・金雲母・角閃石 底部 ハケメ ナデ

第７７図 ９ トレンチ�２－b号溝上層 甕 ７．５YR５／３ にぶい褐 ７．５YR６／３ にぶい褐 石英・長石 底部 ナデ ナデ・指押さえ

第７７図 １０ トレンチ�２－b号溝上層 甕 ７．５YR４／２ 灰褐 １０YR６／４ にぶい黄橙 石英・長石・金雲母（粒小） 底部 ナデ 指押さえ

第７７図 １１ トレンチ�２－b号溝上層 甕 ５YR６／６ 橙 ５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 底部 ハケメ ナデ・指押さえ

第７７図 １４ トレンチ�２－a号溝 甕 ７．５YR５／４ にぶい褐 ７／５YR６／４ にぶい橙 石英・長石 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

第７７図 １５ トレンチ�２－a号溝 甕 ７．５YR５／２ 灰褐 ２．５Y７／２ 灰黄 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指押さえ 表面剥離

第７７図 １６ トレンチ�２－a号溝 甕 ７．５YR７／６ 橙 ５YR７／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ナデ 一部欠損・指押さえ

第７７図 １７ トレンチ�２－a号溝 甕 ５YR５／８ 明赤褐 ５YR５／８ 明赤褐 石英・長石 口縁部 ナデ ヨコナデ

第７７図 １８ トレンチ�２－a号溝 甕 ２．５YR６／８ 橙 ２．５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁部 ヨコナデ・ハケメ ハケメ

第７７図 １９ トレンチ�２－a号溝 甕 ７．５YR４／６ 褐 ５YR５／６ 明赤褐 石英・長石・赤色土粒 口縁部 ヨコナデ 強いヨコナデ・指押さえ

第７７図 ２０ トレンチ�２－a号溝 甕 ５YR５／６ 明赤褐 ５YR４／４ にぶい赤褐 石英・長石・赤色土粒 口縁部 ヨコナデ 指調整

第７７図 ２１ トレンチ�２－a号溝 甕 ７．５YR６／４ にぶい橙 ７．５YR７／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母・角閃石・赤色土粒 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

第７７図 ２２ トレンチ�２－a号溝 甕 ２．５YR６／８ 橙 ７／５YR７／６ 橙 石英・長石 口縁部 ナデ ヨコナデ

第７７図 ２３ トレンチ�２－a号溝 壺 ５YR５／６ 明赤褐 ５YR５／６ 明赤褐 石英・長石・金雲母（少）・赤色土粒 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

第７７図 ２４ トレンチ�２－a号溝 壺 １０YR７／３ にぶい黄橙 １０YR７／３ にぶい黄橙 石英・長石 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 表面丹塗り痕・ほぼ剥落・スス痕

第７７図 ２５ トレンチ�２－a号溝 高坏 ２．５YR４／６
５YR６／６

赤褐
橙 ７．５YR７／６ 橙 石英・長石・金雲母 脚部 ハケメ・ナデ シボリ・指押さえ・ナデ 両面丹塗り痕

第７７図 ２６ トレンチ�２－a号溝 壺 ２．５YR６／６ 橙 １０YR６／４ にぶい黄橙 長石・金雲母 口縁部 暗紋様・ハケメ 指押さえ 表面丹塗り痕

第７７図 ２７ トレンチ�２－a号溝 甕 ７．５YR７／６ 橙 ７．５YR７／４ にぶい橙 石英・長石 底部 ハケメ ナデ・指押さえ

第７７図 ２８ トレンチ�２－a号溝 甕 ２．５YR５／６ 明赤褐 ２．５YR５／６ 明赤褐 石英・長石 底部 ハケメ・ナデ消し ナデ・指押さえ

第７７図 ２９ トレンチ�２－a号溝 甕 ５YR７／６ 橙 石英・長石・金雲母 底部 ハケメ・ナデ 指押さえ・スス痕 表面風化

第７７図 ３０ トレンチ�２－a号溝 壺 ２．５YR５／６ 明赤褐 １０YR６／３ にぶい黄褐 石英・長石 底部 ナデ ナデ・指押さえ

高元地区
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第７８図はａ・ｂの区別をせず２号溝一括として取り上げた遺物である。ほぼ，１層からの出土であ

るが，後述する第８５～８７図の整地層出土遺物との層位的な差は明確でない。１～４は突帯が付かず，

５～８は口縁直下に突帯が付くタイプの逆Ｌ字形口縁の甕である。１・２はいずれも口縁部付近をヨ

コナデし，胴部はあまり張らない点が共通しているが，２には胎土に赤色土粒と金雲母が非常に多く

含まれている。３は表面が剥落しているため外面の調整は確認できないが，内面はナデ調整されてお

り，一部にスス痕が残る。４は口縁直下から底部までの胴部全体にかけてタテ方向の細かいハケメが

施されており，内面も丁寧にナデ調整されている。口縁は若干垂れ下がり気味で底部は非常に薄く，

胎土も細かい。２－ｂ号溝下層出土の甕（第７５図１）と比較すると，こちらの方が若干胴部が張り，

大きさはやや小ぶりであるが，口唇部分の長さは同じかやや長めで薄い。これは時期的な差を反映し

ていると思われ，こちらは弥生時代中期後葉段階の資料と言えよう。

５・６の胎土および色調は同じであるが，６の方がかなり胴部が張る。また，６には口唇部端にわ

ずかではあるが刻み目が４箇所観察できる。同様の資料が他にもいくつか見られ，必ず４箇所存在す

る。５～８にはいずれも多量ではないが赤色土粒が含まれる。９は鋤先口縁の壺である。内面の一部

が剥落しているが，内外面とも丁寧にナデ調整されている。１０はＭ字突帯を多用した長胴型の甕であ

る。口縁はやや垂れ下がり，口唇端に凹みがある。胎土は緻密で，内外面とも丁寧にナデ調整されて

いる。北部九州以東系の弥生時代中期後半の資料であろう。１１～１４は甕の底部である。いずれもナデ

調整されており，ハケメ痕はほとんど観察できない。１４はユビオサエにより底部直上がやや凹み，内

面もユビオサエの痕が多く見られる。１５は内外面とも丹塗りされた壺の口縁部と思われる。口縁端に

はわずかな凹みがあり，頸をすぼめた後，胴部にかけて大きく広がりを見せる。内部にはユビオサエ

痕が見られ，外面はナデ調整されている。１０と同じく北部九州以東系のものと考えられるが，原の辻

遺跡のこれまでの調査報告書では同様のタイプは報告されていない。

第１５表 ２－ａ号溝および２－ｂ号溝上層出土遺物（一括）観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第７８図 １ トレンチ�２号溝一括 甕 １０YR７／２ にぶい黄橙 ７．５YR８／６ 浅黄橙 石英・長石・角閃石 口縁破片 ヨコナデ・ハケメ ナデ・指押さえ 風化

第７８図 ２ トレンチ�２号溝一括 甕 ５YR６／４ にぶい橙 １０YR７／４ にぶい黄橙 石英・長石・金雲母（多）・赤色土粒 口縁破片 ヨコナデ・ハケメ後ナデ ナデ・指押さえ

第７８図 ３ トレンチ�２号溝一括 甕 ７．５YR７／４
１０YR３／１

にぶい橙
黒褐

７．５YR４／１
１０YR７／４

褐灰
にぶい黄橙 石英・長石・金雲母 口縁破片 ヨコナデ 指押さえ・ナデ 風化・剥落

第７８図 ４ トレンチ�２号溝一括 甕 ５YR７／４ にぶい橙 ５YR６／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母 ほぼ完形 ヨコナデ・ナデ ユビナデ

第７８図 ５ トレンチ�２号溝一括 甕 ２．５YR５／８ 明赤褐 ２．５YR５／８ 明赤褐 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁部破片 ヨコナデ 指押さえ・ナデ

第７８図 ６ トレンチ�２号溝一括 甕 ５YR５／６ 明赤褐 ５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁破片 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・指押さえ有り 両面丹塗り

第７８図 ７ トレンチ�２号溝一括 甕 ７．５YR６／４ にぶい橙 ７．５YR６／３
２．５YR７／８

にぶい褐
橙 石英・長石・金雲母・角閃石・赤色土粒 口縁破片 ヨコナデ ヨコナデ・指押さえ有り

第７８図 ８ トレンチ�２号溝一括 甕 ２．５YR６／３ にぶい橙 ２．５YR５／６ 明赤褐 石英・長石・金雲母（少）・赤色土粒 口縁部 ヨコナデ・うすくハケメ有り ヨコナデ

第７８図 ９ トレンチ�２号溝一括 壺 ５YR６／４
５YR３／１

にぶい橙
黒褐 ５YR５／６ 明赤褐 石英・長石・金雲母（多） 口縁部破片 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・風化・剥落

第７８図 １０ トレンチ�２号溝一括 甕 ２．５YR５／６ 明赤褐 ２．５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁～胴部 ヨコナデ・ ヨコナデ・ユビナデ

第７８図 １１ トレンチ�２号溝一括 甕 ５YR５／６ 明赤褐 １０YR６／６ 明黄褐 石英・長石・金雲母・赤色土粒 底部破片 ハケメ・ナデ消し 指押さえ

第７８図 １２ トレンチ�２号溝一括 甕 ５YR５／６ 明赤褐 ７．５YR４／３ 褐 石英・長石・金雲母・赤色土粒 底部破片 ナデ ナデ

第７８図 １３ トレンチ�２号溝一括 甕 ５YR５／６
７．５YR３／１

明赤褐
黒褐 ７．５YR６／４ にぶい橙 石英・長石含む金雲母 底部破片 ナデ 指押さえ・スス痕

第７８図 １４ トレンチ�２号溝一括 甕 ５YR６／６ 橙 ５YR５／３ にぶい赤褐 石英・長石・金雲母 底部破片 ハケメ・指押さえ・ナデ ナデ・指押さえ

第７８図 １５ トレンチ�２号溝一括 壺 ２．５YR６／６ 橙 ５YR６／６ 橙 石英・長石・赤色土粒 口縁破片 ナデ 指押さえ 両面丹塗り痕

高元地区
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３号溝（第７９図）

Ａ－１区中央部に東西方向で確認された溝である。丘陵の北側傾斜部を利用して形成されたものと

考えられ，溝の埋土からは完形の高坏を含む多量の土器片が出土したため，最終的には土器や石器の

廃棄場所として機能したことが分かる。遺構が後世の畑作によって削平を受けていることもあり，北

側の立ち上がりが不明確で，溝ではなく単なる窪地であった可能性もあるが，遺構の底からは細かい

土器片が床に張り付いた状態で検出され，西へと続くことから，ここでは溝として報告しておく。Ａ

－１区の東壁土層を観察する限り，幅は約１．５�，断面は逆台形に近いＶ字形を呈し，深さは約０．６５

�と推測される。埋土は黒褐色粘質土であり，含まれる土器片は弥生時代中期後半～後期後半にかけ

ての資料である。

この溝の下面，および南側からは，造成面と考えられる風化礫土粒を多く含んだ暗赤灰色砂質混在

土を検出した（９層）。さらに９層下からは多数の柱穴群が検出された。詳細については他の地区の

柱穴群とともに後述する。この地区に複数の建物が時期を違えて建てられたことを示しているが，２

�幅のトレンチの中では建物のプランを確認することができなかった。

第１６表 Ａ－１区土層観察表
層位 色調・土質 所 見

１ 表土

２ 暗赤褐色土（２．５YR３／６） 風化礫が混在する整地層。

３ 黒褐色土（７．５YR３／２） 整地層。饅頭畑落ち込み埋土。

４ 黒褐色土（５YR２／１） 遺物多数混在。

５ 暗褐色（１０YR３／４） 黄色・白色土粒混在。

６ 暗赤色土（１０YR３／６）と５層が混在する層。

７ ５層と同色ではあるがしまりがなく，土粒も少ない層。

８ 褐色粘質土（１０YR４／４） やや明るい褐色。

９ 暗赤灰色砂質混在土（２．５YR３／１） 風化礫土粒を多く含む。A－１区の整地層。

１０ 褐色硬質土（１０YR４／４） 白色土粒と黄色土粒を含む。

１１ 赤褐色土（２．５YR４／８） 地山。

高元地区

Ａ－１区東壁

Ａ－１区完掘状況
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３号溝出土遺物（第８０・８１図，第１７表）

第１６図１・４は球胴型の広口壺である。１は内外面ともに複雑に交わる目の大きいハケメ痕を残し

ている。４は頸部がやや短く，ハケメは１より細かく薄い。弥生時代後期中頃～後半にかけての資料

である。２・３および６は口縁部が逆「く」の字形を呈す複合口縁壺である。２は内外面ともに反転

部分にしっかりとした稜線をもち，やや外湾しながらも直立気味に立ち上がる。頸部にはタテハケが

施され，口唇部はヨコナデされている。口唇端は「コ」の字形に調整されている。３は外面の反転部

にしっかりとした稜があるが，内面は目立たず，ナナメ方向のハケメ痕がある。２よりもさらに外湾

し，口唇端はやや丸みを帯びている。頸部は，外面にナナメからタテ方向の，内面に横方向のハケメ

があり，ナデ消されていると思われる。６は反転部の角度が鋭く，外面はやや直線的なラインを描き，

末端がやや膨らんで緩やかに内傾する。口唇端は厚みをもち，丸みを帯びている。反転部付近はヨコ

ナデされ，頸部に向かってタテ方向にハケメがあり，その上に丹が施された痕がある。内外面とも風

化しており，この丹は現在赤みのないくすんだ褐色となっている。

５は長頸の壺である。頸部は上部にかけて開き，その先は欠損して不明だがおそらく反転するであ

ろう。頸部と胴部の接続部には突帯が２条施されており，それをはさんでやや目の大きさの異なるタ

テ方向のハケメ痕が観察できる。内外面ともに丹が塗られており，褐色だが４よりやや赤みがかって

いる。内面頸部にはハケメがなく，頸部と胴部を別々に作った後，合体させたものと思われる。７は

器台である。外面は緩やかに開くが，内面は屈曲部に緩く稜が付く。外面はナナメからタテ方向にハ

ケメ痕が残り，内面は指おさえにより成形している。胎土は粗く，石粒が目立つ。８はほぼ完形の高

坏である。杯部から屈曲して口縁部がわずかに外反する。脚部には穿孔が３箇所施されており，目の

細かいハケメ痕が残るが裾部にかけて丁寧にナデ調整されている。胎土は緻密で角閃石が多く含まれ

る。後期後葉の資料であり，３号溝が埋没した時期の指標となる資料である。

９～１０は口縁が「く」の字に屈曲する鉢である。９・１２は口縁がやや内湾気味に広がるのに対し，

１０・１１は直立に近い形に立ち上がる。成形痕は１１によく残っており，外面は屈曲部から胴部中ほどに

かけてタテ方向に，下半部はナナメやヨコ方向に目の細かいハケメ痕が残る。また，内面は口縁部に

ヨコ方向のハケメがあるがナデ消されており，胴部はユビオサエとナデにより，膨らみのある形状に

第１７表 ３号溝出土遺物�観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第８０図 １ A－１区３号溝 壺 ７．５YR７／３ にぶい橙 ７．５YR７／２ 明褐灰 石英・長石・金雲母 口縁部 ハケメ ハケメ 表面全体的に風化

第８０図 ２ A－１区３号溝 壺 ２．５YR６／６ 橙 ２．５YR５／６ 明赤褐 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ・指押さえ・ハケメ 指押さえ・ハケメ

第８０図 ３ A－１区３号溝 壺 １０YR７／４
５YR５／４

にぶい黄橙
にぶい赤褐

２．５YR６／８
５YR５／４

橙
にぶい赤褐 石英・長石・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・ハケメ後ナデ調整 ハケメ・ヨコナデ

第８０図 ４ A－１区３号溝 壺 ５YR７／２ 明褐灰 ５YR７／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・ハケメ ハケメ 全体的に風化

第８０図 ５ A－１区３号溝 壺 ５YR４／４ にぶい赤褐 ７．５YR７／３ にぶい橙 石英・長石・金雲母・角閃石 胴部 ハケメ・ヨコナデ ナデ 表面丹塗り・風化・部分的に剥落

第８０図 ６ A－１区３号溝 壺 ７．５YR８／４
５YR５／６

浅黄橙
明赤褐

７．５YR８／６
５YR５／４

浅黄橙
にぶい赤褐 石英・長石・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・ハケメ後ナデ ヨコナデ 両面丹塗り

第８０図 ７ A－１区３号溝 器台 ２．５YR７／８
２．５YR６／８ 橙 ２．５YR６／８

７．５YR４／２
橙
灰褐 石英・長石・金雲母 口縁部 ハケメ後ナデ・指押さえ 指押さえ・シボリ

第８０図 ８ A－１区３号溝 高坏 ５YR７／３ にぶい橙 ５YR７／３ にぶい橙 石英・長石・金雲母・角閃石 完形 ハケメ・ナデ消し・指押さえ ヨコナデ・ハケメ・ナデ消し・シボリ

第８０図 ９ A－１区３号溝 鉢 ７．５YR５／２
２．５YR７／６

灰褐
橙 ５YR７／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ハケメ・一部ナデ消し 指押さえ・ナデ

第８０図 １０ A－１区３号溝 鉢 ５YR６／８ 橙 ５YR６／８ 橙 石英・長石・金雲母・角閃石 口縁部 ハケメ後ナデ調整 ヨコナデ・ハケメ 表面風化

第８０図 １１ A－１区３号溝 鉢 ５YR６／６
２．５Y４／１

橙
黄灰 ５YR５／６ 明赤褐 石英・長石・金雲母 口縁部～胴部 ヨコナデ・ナデ消し・ハケメ・指押さえ ナデ・指押さえ 表面スス痕

第８０図 １２ A－１区３号溝 鉢 ２．５YR６／８
５YR７／６ 橙 ２．５YR６／８ 橙 石英・長石・金雲母・角閃石 口縁部 ハケメ後ナデ調整 ナデ・ヨコナデ・ハケメ

高元地区
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仕上げられている。

第８１図１３～１５は「く」の字に屈曲する口縁を有する甕である。１３と１５は外面に明瞭な稜をもってまっ

すぐに口唇が立ち上がるが１４の屈曲部はやや緩やかで，内湾している。１４・１５の口唇端には凹みが見

られ，１３は口縁そのものが長い。また１３の外面は，石粒が目立たぬようきめの細かい粘土を塗布し，

丁寧にナデ調整している。１６は弥生時代中期後半の甕で胎土は細かく，全面が丁寧にナデられている。

１７～２２は底部である。１７はラグビーボール状の尖った底部を持つ小型の鉢である。１８・２０は凸レン

ズ状に底部が丸みをもつ壺で，その前段階にあるのが２１である。１９・２２は弥生時代中期後半の資料で，

いづれも風化している。１９はタテ方向にヘラミガキ状の筋があり，丹塗りの土器であったと思われる

が赤色顔料は残っていない。

第１８表 ３号溝出土遺物�観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第８１図 １３ A－１区３号溝 甕 ７．５YR７／４ にぶい橙 ５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母・角閃石 口縁部 ナデ消し・ハケメ ナデ 表面一部剥離

第８１図 １４ A－１区３号溝 甕 ７／５YR８／６ 浅黄橙 １０YR６／２
５Y５／１

灰黄褐
灰 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 裏面スス痕

第８１図 １５ A－１区３号溝 甕 ５YR７／８ 橙 ５YR７／６
１０YR４／１

橙
褐灰 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁部 指調整・ナデ ヘラナデ

第８１図 １６ A－１区３号溝 甕 ７．５YR６／４ にぶい橙 １０YR６／４ にぶい黄橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

第８１図 １７ A－１区３号溝 鉢 ２．５YR６／６ 橙 ２．５YR７／６ 橙 石英・長石・金雲母 底部 指ナデ ヘラ・指押さえ 裏面一部剥落

第８１図 １８ A－１区３号溝 壺 ５YR６／６
７．５YR５／２

橙
灰褐 ５YR６／８ 橙 石英・長石・金雲母 底部 ハケメ 指押さえ 表面スス痕

第８１図 １９ A－１区３号溝 壺 ２．５YR５／６ 明赤褐 ２．５YR６／８ 橙 石英・長石 底部 ヘラミガキ 表面丹塗り

第８１図 ２０ A－１区３号溝 壺 ２．５YR６／８
７．５YR５／３

橙
にぶい褐 ２．５YR５／８ 明赤褐 石英・長石・金雲母 底部 ハケメ・ナデ ナデ・指押さえ

第８１図 ２１ A－１区３号溝 壺 １０YR６／３
２．５Y８／４

にぶい黄橙
淡黄

２．５Y５／２
１０YR８／４

暗灰黄
浅黄橙 石英・長石・金雲母 底部 ナデ・ヨコナデ ナデ・指押さえ・指調整

第８１図 ２２ A－１区３号溝 甕 ２．５YR５／６ 明赤褐 ５YR４／４
５YR３／１

にぶい赤褐
黒褐 石英・長石・金雲母・角閃石 底部 ハケメ・ナデ消し 指押さえ 表面一部剥離

高元地区
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第８１図 ３号溝出土遺物�（１／４）

―１１４―



0 20cm10

第８２図は３号溝下および３号溝の南側から出土した遺物である。土層の層位としては９層に相当し，

一部５層と７層の遺物が含まれる。時期的には弥生時代中期後半にほぼまとめられる。１～５は逆Ｌ

字形口縁の甕で，１～４には口縁直下に突帯が貼りつく。３は突帯が非常に小さく，石粒が目立つ胎

土や灰白色の色調は弥生時代後期によく見られるものである。６は暗文状のヘラミガキ痕がある鋤先

口縁の壺，７は袋状口縁の壺である。８～１３は底部で，９は平底であるが厚みがある。１０は小型の鉢

で，口縁部は粘土を繋ぎ足した痕が残る。表裏ともにハケメの痕は見られない。１１は円筒形の器台で，

第１９表 ３号溝下および南側出土遺物観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第８２図 １ A－１区整地層 甕 ７．５YR７／４ にぶい橙 ５YR７／６ 橙 石英・長石・金雲母・角閃石（少） 口縁部 ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ

第８２図 ２ A－１区整地層 甕 ７．５YR７／４ にぶい橙 ５YR７／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母（粒子極小） 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

第８２図 ３ A－１区整地層 甕 ７．５YR８／２ 灰白 １０YR８／３ 浅黄橙 石英・長石・金雲母（少） 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・ナデ

第８２図 ４ A－１区整地層 甕 ２．５YR６／６ 橙 ２．５YR６／８ 橙 石英・長石・金雲母・角閃石 口縁部 ナデ消し 指なで

第８２図 ５ A－１区整地層 甕 １０YR５／４ にぶい黄褐 ５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

第８２図 ６ A－１区整地層 壺 ２．５YR６／６ 橙 ２．５YR５／６ 明赤褐 石英・長石・金雲母・角閃石 口縁部 ヨコナデ・暗文 表面丹塗り

第８２図 ７ A－１区整地層 壺 ５YR６／６ 橙 ５YR７／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ 表面丹塗り

第８２図 ８ A－１区整地層 甕 ２．５YR５／８ 明赤褐 ７．５YR５／２ 灰褐 石英・長石・金雲母・赤色土粒 底部 ナデ調整 指調整

第８２図 ９ A－１区整地層 甕 ７．５YR８／４ 浅黄橙 ７．５YR７／３ にぶい橙 石英・長石・黒雲母 底部 ヨコナデ ヘラケズリ

第８２図 １０ A－１区整地層 鉢 １０YR４／２ 灰黄褐 ２．５YR６／８ 橙 石英・長石・金雲母・黒雲母・赤色土粒 底部～口縁部 ナデ・指調整 ツメ痕・指押さえ 表面スス痕

第８２図 １１ A－１区整地層 器台 ７．５YR６／６ 橙 ５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母（少） 口縁部 ハケメ ヨコナデ・ナデ・しぼり 裏面一部スス痕

第８２図 １２ A－１区整地層 甕 ７．５YR７／３ にぶい橙 ７．５YR６／２ 灰褐 石英・長石 底部 ハケメ

第８２図 １３ A－１区整地層 甕 ５YR７／４ にぶい橙 ７．５YR７／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母 底部 ハケメ ナデ

高元地区
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稜を持たず，緩やかに開く。内面には絞り痕が，外面にはハケメ痕が残る。

�柱穴群（第７９・８３・８４図）
柱穴はＡ－１区に２６基，Ａ－２区に１基，Ａ－４区に１６基検出された。すでに述べたように，Ａ－

１区では風化礫土粒を多量に含んだ造成と思われる層があり（９層），柱穴はいづれもその造成面の

下に存在した。柱穴の埋土として，黒褐色土・赤褐色土・褐色土が観察され，激しく切りあっている

様子が確認された。柱穴の径は１５～７０�と様々であり，埋土による径の差は判別できず，含まれる遺

物は小片であり時期的な差異を判別できなかった。

一方，同レベルであるにもかかわらず，Ａ－４区ではＡ－１区の９層に相当する層が見られず，柱

穴がいづれも岩盤や地山に直接掘りこまれていることから，後世の土地改良に伴って上面がかなり削

平されたことが考えられる。埋土はＡ－１区とほぼ同色・同質である。柱穴の埋土には遺物がほとん

ど含まれておらず，時期は明確でないが，Ａ－１区に比べると径が均一であり，柱穴同士の切り合い

も見られないことから，ほぼ同時期に形成されたものであろう。この中で赤褐色の埋土をもつ Pit１

は２号溝によって切られており，溝が掘り込まれる以前に，この地区に何らかの建物が存在したこと

を示している。同じ赤褐色の埋土をもつ Pit１４から出土した土器が第８３図である。平底の甕の底部で，

末端までハケメ痕がある。粘土円盤の上に胴部下半部にあたる粘土を接合してつくられたものであり，

非常に薄手である。弥生時代中期後半の資料であろう。このことを踏まえれば，２号溝と赤褐色の埋

土をもつ柱穴との間にはほとんど時期差は存在せず，比較的短期間のうちにこのエリアの土地改変が

第２０表 Ａ－４区 pit１４出土遺物観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第８３図 A－４区 Pit１４ 甕 ２．５YR６／６ 橙 ２．５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 底部 ナデ消し・ヨコナデ 指押さえ

第２１表 Ａ－４区土層観察表
層位 色調・土質 所 見

１ 表土

２ 黒褐色土（７．５YR３／２） 白色・赤色土粒が混在する整地層。

３ 暗褐色土（１０YR３／４） クラックが生じやすく炭化物含む。遺物が多く，高元地区に広く存在する遺物包含層。

４ 橙色（２．５YR６／８）～にぶい赤褐色（７．５R５／３）の土粒（地山ブロック）が多く混在する層。

５ にぶい赤褐色土（５YR４／４） 岩盤・風化礫土粒を多数含む。遺構に伴う可能性もあるが，土器が混入しない。岩盤が遊離し，一部は風化して粘土化し
た層と考えられる。

６ にぶい黄褐色硬質土（１０YR４／３） 黄橙色（１０YR７／８）φ３�程の粒子を多く含む。

７ 灰色風化礫土粒（７．５Y６／１）が多数混在する硬質土。６層とともに A－４区にのみ見られる。

８ にぶい黄褐色粘質土（１０YR５／３）

９ 赤褐色粘質土（２．５YR４／８） 地山。

高元地区

第８３図 Ａ－４区 pit１４出土遺物（１／２）
図版１７ Ａ－４区北壁
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行なわれたと考えられよう。一方，褐色土の埋土をもつ柱穴からは遺物が出土せず，２号溝や赤褐色

土の埋土の柱穴との時期差は不明である。

�整地層（第７１・７９図）
１号溝・２号溝の上面および３号溝南側には多くの風化礫や白色の土粒などを含む硬質の土層があ

り，それに混じる形で多量の土器片が検出された。調査当初，水田に土地改良する際の床土と考えた

が，この層を掘り込んだ形で１号甕棺墓・２号甕棺墓が構築されており，意図的に平坦な地形を作り

出した整地層であることが判明した。また，整地層でも１・２号溝上面の層と３号溝南側の層（Ａ－

１区９層）との間には，切り合い関係が存在すると思われる。非常に不明瞭であるが，９層を切る形

で２号溝のプランは検出された。９層に含まれる風化礫は特に粒が大きく，２－ｂ号溝を掘り込んだ

際に排出された土を北側へ廃棄してできた層とも解釈できるが，Ａ－４区にはこの９層に該当する層

が存在しないため，断定はできない。いずれにしても，それ以前に存在した建物はすべて放棄され，

１・２号溝埋没後から甕棺墓が構築されるまでの間にこのエリアの機能に大きな変化がおこったこと

は確かである。以下，整地層から出土した遺物を整理し，その時期の特徴を探る。

整地層出土遺物（第８５～８７図，第２２～２４表）

第８５図１～１８および第８６図１９・２０は逆Ｌ字形口縁の甕である。１～８は口縁直下に突帯が付か

ず，９～１８は突帯が付く。１の外面の口縁接合部は強くヨコナデされ，わずかな凹みとなっている。

その下にはタテ方向の均一なハケメ痕がある。内面には内側に突き出す粘土帯の接合部がよく観察で

き，ヘラ痕も残っている。２は胎土が非常にきめ細かく，内外面の調整も非常に丁寧である。風化し

ているが，丹塗り土器であった可能性が高い。３は内側への突き出しが大きく，Ｔ字形を呈する口縁

である。４は口唇端が一部欠落しているが，少なくとも３ヶ所の刻み目状・凹みが観察できる。５は

１と色調が似ているが赤色土粒を含み，口縁が長く若干垂れ気味である。６・７は更に口縁が下がり，

胴部も張る。８は口唇部がかなり尖り，断面がはっきりとした三角形の形状をしている。

第２２表 整地層出土遺物�観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第８５図 １ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR５／４ にぶい褐 ７．５YR６／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・へラ押さえ

第８５図 ２ ２号溝上面・整地層 甕 ２．５YR６／８ 橙 ５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ・ハケメ・ナデ ナデ・指押さえ

第８５図 ３ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR６／６ 橙 ７．５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁破片 ヨコナデ ヨコナデ 丹塗り

第８５図 ４ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR６／４ にぶい橙 ７．５YR６／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ナデ ヨコナデ 刻み目状の凹み・一部剥落

第８５図 ５ ２号溝上面・整地層 甕 ５YR５／４ にぶい赤褐 ５YR４／４ にぶい赤褐 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁～胴部破片 ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・指押さえ

第８５図 ６ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR５／４ にぶい褐 ５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母（多） 口縁～胴部破片 ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヨコナデ・ナデ・指押さえ 丁寧な調整

第８５図 ７ ２号溝上面・整地層 甕 ２．５YR５／６ 明赤褐 ５YR５／８ 明赤褐 石英・長石・金雲母 口縁～胴部破片 ハケメ・スス痕・ヨコナデ ヨコナデ

第８５図 ８ ２号溝上面・整地層 甕 ５YR６／８ 橙 ５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指押さえ

第８５図 ９ ２号溝上面・整地層 甕 ５YR５／６ 明赤褐 ７．５YR５／４ にぶい褐 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁部 ヨコナデ 指押さえ 刻み目状の凹み

第８５図 １０ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR６／４ にぶい橙 ７．５YR６／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指押さえ 裏面スス痕

第８５図 １１ ２号溝上面・整地層 甕 ２．５YR６／８ 橙 １０YR２／１ 黒 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・指押さえ 両面スス痕

第８５図 １２ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR７／６ 橙 ７．５YR６／６
２．５YR５／８

橙
明赤褐 石英・長石・金雲母（多） 口縁破片 ヨコナデ・ハケメ後ナデ調整 ナデ調整 丹塗り痕

第８５図 １３ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR４／２ 灰褐 ７．５YR４／２ 灰褐 石英・長石・金雲母 口縁～胴部破片 ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・ナデ・指押さえ

第８５図 １４ ２号溝上面・整地層 甕 ５YR６／６ 橙 ７．５YR６／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 表面摩滅・裏面剥落

第８５図 １５ ２号溝上面・整地層 甕 １０YR５／３ にぶい黄褐 １０YR４／２ 灰黄褐 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ・一部欠落 表面スス痕

第８５図 １６ ２号溝上面・整地層 甕 ５YR６／３ にぶい橙 ５YR７／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母 口縁～胴部 ヨコナデ・ハケメ・ナデ消し ヨコナデ・ヘラ消し

第８５図 １７ ２号溝上面・整地層 甕 ５YR５／６ 明赤褐 ５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁破片 ヨコナデ ヨコナデ・指押さえ

第８５図 １８ ２号溝上面・整地層 甕 １０YR６／４ にぶい黄橙 １０YR６／４
１０R６／８

にぶい黄橙
赤橙 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁～胴部 ヨコナデ・ハケメ後ナデ調整 ヨコナデ・ナデ・指押さえ有り
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９は内側の突き出し部分に４つの刻み目状の凹みがある。１０は表面の胎土はきめ細かく，丁寧なナ

デ調整が施されている。１１・１３は内側の突起が強く，胴部に対し垂直に近い。また，１１外面は化粧土

を塗り付けたような仕上がりであるのに対し，内面はユビオサエ痕が目立ち，黒く煤けて手触りもザ

ラザラとしている。１２は上面と内面に丹塗りが施されており，口唇端が厚みをもつ。１４は内外面とも

剥落が激しく，成形も粗雑である。焼成の失敗により廃棄されたものであろうか。１５は胎土がきめ細

かく，丁寧なナデ調整が施されている。外面にはスス痕か，黒塗り痕と思えるシミがある。１６は１１・

１３と同じく口縁部の内側への突き出しが顕著で，内面には１．５～２�幅のヘラ痕が多く見られる。外

面は突帯直下から膨らみを見せるが胴部はさほど張らず，タテ方向に目の細かいハケメ痕がある。１７・

１８は口唇部が水平に伸び，残り３分の１程で下がる点が共通している。１８には胴部にかけてタテ方向

のハケメが入る。１９・２０は口唇部が垂れ下がる形態で２０は胴部が張る。胎土・色調はほぼ同じである

が１９には赤色土粒が混じる。１～１９は弥生時代中期中葉～後葉にかけての資料である。

２１～３０は「く」の字形の跳ね上げ式口縁の甕である。２１は跳ね上げには至らないが，口唇部に粘土

を継ぎ足し，端部は厚みを持っている。外面については，口縁の屈曲部の稜が明瞭で，ほぼ直角に折

れる。胴部のハケメは強く，内面は口縁部に強いヨコナデが見られる。２２は２１とプロポーションや調

整・胎土が似ているが，口縁がやや立ち上がり，口唇端部に凹みが見られる。２３は口縁部内面を強く

ヨコナデして跳ね上げ状に仕上げている。２２よりも口縁屈曲部の稜が明確で胴部は非常に薄い。２４は

口縁部の外面がやや外湾し，頂上部を跳ね上げている。内面には口縁の屈曲部にはっきりと稜が入る。

２５・２６は胎土・色調・調整が２３と共通するが，内面の稜が明確で，口縁頂上部をややつまみ上げてい

る。２７はさらに内面の稜が強く，口縁頂上部の跳ね上げがしっかりしている。２８は胎土がきめ細かく，

丁寧にナデ調整を施している。外面胴部にはタテ方向のハケメ痕が見られ，上から化粧土を塗布して

第２３表 整地層出土遺物�観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第８６図 １９ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR６／６ 橙 ５YR５／６ 明赤褐 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

第８６図 ２０ ２号溝上面・整地層 甕 ５YR５／６ 明赤褐 １０YR４／２ 灰黄褐 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ 指押さえ 裏面一部剥落

第８６図 ２１ ２号溝上面・整地層 甕 １０YR４／２ 灰黄褐 １０YR５／２ 灰黄褐 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ・指押さえ・ハケメ ヨコナデ・指押さえ

第８６図 ２２ ２号溝上面・整地層 甕 １０YR４／２ 灰黄褐 ７．５YR４／２ 灰褐 石英・長石・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ・ハケメ ナデ 表面スス痕

第８６図 ２３ ２号溝上面・整地層 甕 １０YR６／３ にぶい黄橙 ２．５YR６／８
７．５YR７／４

橙
にぶい橙 石英・長石 口縁破片 ヨコナデ・ハケメ後ナデ調整 指押さえ・ナデ調整・ヨコナデ

第８６図 ２４ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR７／４ にぶい橙 １０YR７／４ にぶい黄橙 石英・長石 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

第８６図 ２５ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR５／３ にぶい褐 １０YR６／３ にぶい黄橙 石英・長石・金雲母 口縁～胴部破片 ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ・指押さえ

第８６図 ２６ ２号溝上面・整地層 甕 １０YR４／７ にぶい黄橙 １０YR７／３ にぶい黄橙 石英・長石・金雲母 口縁～胴部破片 ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ 風化

第８６図 ２７ ２号溝上面・整地層 甕 ５YR６／８ 橙 ５YR７／６ 橙 石英・長石 口縁部 ヨコナデ・ハケメ

第８６図 ２８ ２号溝上面・整地層 甕 １０YR６／／２ 灰黄褐 １０YR６／２ 灰黄褐 石英・長石 口縁部 ヨコナデ・ハケメ ナデ

第８６図 ２９ ２号溝上面・整地層 甕 １０YR６／４ にぶい黄橙 ７．５YR７／６ 橙 石英・長石 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ

第８６図 ３０ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR８／４
２．５YR６／８

浅黄橙
橙

１０YR８／
２．５YR５／８

浅黄橙
明赤褐 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁破片 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ調整

第８６図 ３１ ２号溝上面・整地層 壺 ７．５YR４／４ 褐 ７．５YR４／６ 褐 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 表面丹塗り

第８６図 ３２ ２号溝上面・整地層 壺 ２．５YR６／４ にぶい橙 ２．５YR５／４ にぶい赤褐 石英・長石・金雲母 胴部 表面丹塗り痕

第８６図 ３３ ２号溝上面・整地層 壺 ５YR７／６ 橙 ５YR７／
２．５YR５／２

橙
暗灰黄 石英・長石・金雲母・赤色土粒 口縁破片 ヨコナデ ユビナデ 浮紋あり

第８６図 ３４ ２号溝上面・整地層 壺 ２．５YR５／８ 明赤褐 １０YR５／８ 赤 石英・長石・金雲母 口縁 ヨコナデ・ヘラミガキ ヨコナデ・ナデ調整 丹塗り痕

第８６図 ３５ ２号溝上面・整地層 壺 １０YR５／８ 赤 ２．５YR４／６ 赤褐 石英・長石・金雲母 口縁部 ヘラミガキ シボリ 表面丹塗り・風化

第８６図 ３６ ２号溝上面・整地層 高坏 ７．５YR７／４ にぶい橙 ７．５YR７／４ にぶい橙 石英・長石・金雲母 口縁～胴部破片 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ 丹塗り痕・両面摩滅

第８６図 ３７ ２号溝上面・整地層 高坏 ５YR６／６ 橙 ２．５YR６／８ 橙 石英・長石・金雲母（多） 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ
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仕上げている。２９は口唇端が２本に枝分かれするようにつままれており，上への跳ね上げ部は内面を

強くヨコナデすることによってより強調されている。胎土は緻密で内外面とも調整は丁寧である。３０

は口縁の屈曲部の稜が内外面ともはっきりしており，「く」の字形を呈す。２１～３０は北部九州東部系

の資料である。一見すると弥生時代後期の甕であるが，やはり弥生時代中期中葉～後葉にかけての範

囲の資料としてまとめられる。整地層からは逆Ｌ字形口縁の２０片に対し１０片が出土した。

３１は鋤先口縁の壺である。内外面ともに丁寧にナデ調整されており，外面には暗褐色の丹が施され

ている。口縁はほぼ水平で，頸部はさほど広がらない。３２は扁球状の胴部をもつ丹塗りの広口壺で，

外面胴部にはヨコ方向のハケメ痕が見える。内面にはユビオサエ痕が目立つ。３３は上面に浮文が施さ

れた鋤先形の壺で，口縁は若干垂れ下がる。上面から内面にかけてのヘラナデ痕の線は，歪みなく円

を描いており，回転台を用いて調整されたと思われる。口縁外面には粘土を繋ぎ合わせた部分が観察

される。北部九州東部系の資料であろう。３４は広口の壺で，胎土が細かく成形も丁寧である。頸部に

は外面にタテ方向の，内面にヨコ方向のヘラミガキ痕が見られ，褐色系の丹が塗られていた可能性が

高い。３５は丹塗りの直口壺で，風化が激しいがタテ方向に暗文状のヘラミガキ痕が見える。内面には

絞り痕がある。３６・３７および第８７図３８～４０は鋤先口縁をもつ丹塗りの高坏である。３６・３７の口縁部は

ほぼ水平で，杯部はやや深めである。３８は胎土が非常にきめ細かく，褐色系の丹が施されている。３９・

４０の口縁部は若干垂れ気味で，４０の杯部は深いが３９は浅めである。３９の胎土には赤色土粒が含まれて

いる。４０は高坏の脚部で，外面に暗文状のヘラミガキ痕が見られる。丹は赤褐色である。これら壺や

高坏もやはり弥生時代中期中頃～後半の範囲内の資料である。

４２は蓋のつまみ部ととらえた。内面には厚く粘土が貼り付けてあり，天部から一旦内湾して広がる。

第２４表 整地層出土遺物�観察表
報告番号 遺構名 種類 色調（表） 色調（裏） 胎土 残存状況 調整手法（表） 調整手法（裏） 備考

第８７図 ３８ ２号溝上面・整地層 高坏 ２．５YR５／６ 明赤褐 ２．５YR５／６ 明赤褐 石英・長石・金雲母 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 両面丹塗り

第８７図 ３９ ２号溝上面・整地層 高坏 ５YR６／８ 橙 ２．５YR６／８ 橙 石英・長石・赤色土粒 口縁部 ヨコナデ・指押さえ ナデ 表面風化

第８７図 ４０ ２号溝上面・整地層 高坏 ７．５YR８／６
２．５YR５／８

浅黄橙
明赤褐

５YR７／４
２．５YR４／６

にぶい橙
赤褐 石英・長石 口縁破片 ヨコナデ ヨコナデ・指押さえ 両面丹塗り

第８７図 ４１ ２号溝上面・整地層 高坏 ２．５YR５／６ 明赤褐 １０YR７／４ にぶい黄橙 石英・長石・金雲母 脚部 ヘラミガキ痕 ヨコナデ

第８７図 ４２ ２号溝上面・整地層 蓋 １０YR６／N にぶい黄橙
暗灰 １０YR６／４ にぶい黄橙 石英・長石・金雲母 つまみ部 ハケメ後ナデ

第８７図 ４３ ２号溝上面・整地層 蓋 ２．５YR６／６ 橙 １０YR５／３ にぶい黄褐 石英・長石・金雲母・赤色土粒 タテナデ

第８７図 ４４ ２号溝上面・整地層 甕 ２．５YR６／６ 橙 １０YR４／１ 褐灰 石英・長石・金雲母 底部 ハケメ・ナデ ハケメ・へラ押さえ

第８７図 ４５ ２号溝上面・整地層 甕 １０YR６／２
２．５YR４／４

灰黄褐
にぶい赤褐 ２．５YR５／６ 明赤褐 石英・長石・金雲母・赤色土粒 底部 ナデ 指調整・指ナデ 表面一部風化

第８７図 ４６ ２号溝上面・整地層 甕 ２．５YR５／６ 明赤褐 ７．５YR４／３ 褐 石英・長石・金雲母（小） 底部破片 ナデ ナデ 風化

第８７図 ４７ ２号溝上面・整地層 甕 ５YR６／６ 橙 ２．５YR５／２ 暗灰黄 石英・長石・金雲母 底部 ハケメ・ナデ・ヨコナデ ナデ・指押さえ 裏面スス痕あり

第８７図 ４８ ２号溝上面・整地層 壺 ７．５YR７／６ 橙 ５YR６／８ 橙 石英・長石・金雲母 底部 ナデ ナデ・指押さえ 風化・摩滅

第８７図 ４９ ２号溝上面・整地層 壺 ２．５YR５／６ 明赤褐 ２．５YR６／８ 橙 石英・長石・金雲母 底部 強いハケメ ナデ・指押さえ 表面丹塗り

第８７図 ５０ ２号溝上面・整地層 甕 １０R５／
１０YR５／２

赤
灰黄褐 ２．５YR６／８ 橙 石英・長石・金雲母・赤色土粒 底部破片 ナデ ナデ 全体摩滅

第８７図 ５１ ２号溝上面・整地層 壺 １０YR４／
５YR７／６

赤
橙 ５YR７／６ 橙 石英・長石・金雲母・赤色土粒 底部～胴部 ナデ調整 指押さえ・指調整・ヘラ痕 表面丹塗り・表面摩滅

第８７図 ５２ ２号溝上面・整地層 壺 ２．５YR５／８
N３／

明赤褐
暗灰 ５YR６／６ 橙 石英・長石・金雲母 底部 ヘラミガキ・指調整 指押さえ・調整 表面丹塗り

第８７図 ５３ ２号溝上面・整地層 壺 ７．５YR６／４ にぶい橙 ５YR７／６ 橙 石英・長石・金雲母 底部 ヨコナデ 指押さえ 裏面ツメ痕

第８７図 ５４ ２号溝上面・整地層 壺 ５YR６／６ 橙 １０YR５／２ 灰黄褐 石英・長石・金雲母 底部 ナデ ヨコナデ・指押さえ 風化

第８７図 ５５ ２号溝上面・整地層 甕 ７．５YR６／４ にぶい橙 １０YR６／３ にぶい黄橙 石英・長石・金雲母・角閃石 底部 ヨコナデ・ツメ痕 指押さえ・ツメ痕

第８７図 ５６ ２号溝上面・整地層 甕 ２．５YR６／６ 橙 ２．５YR６／
７．５YR７／４

にぶい橙
にぶい橙 石英・長石・黒雲母 底部破片 ハケメ後ナデ ユビナデ 風化

第８７図 ５７ ２号溝上面・整地層 甕 ２．５YR５／８ 明赤褐 １０YR４／１
１０YR５／３

褐灰
にぶい黄褐 石英・長石・金雲母 底部 ナデ ナデ 全体摩滅・一部剥落

高元地区
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0 10cm

４３は無形壺の蓋である。穿孔が１つ確認できる。風化のためか，丹塗り痕は残っていない。

４４～５７は底部である。４９・５６はいづれも底面までハケメ痕が残り，４９は特に目が大きく強い。５１は

袋状口縁壺の底部であろうか。内面の底部付近にツメ痕が多く残る。５２は広口壺の底部と思われる。

底面直上に粘土接合部分の稜があり，外面にはヘラミガキ痕が見られる。これら底部はすべて平底の

類であり，口縁部の形状を鑑みればやはり弥生時代中期中頃～後半の範囲におさめられよう。

高元地区

３８

４０

３９

４２４１

４４ ４５ ４６

４３

４９ ５０
４７ ４８

５３
５６

５１

５４

５７

５２ ５５

第８７図 整地層出土遺物�（１／４）
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第２５表 高元Ａ区出土石器観察表
報告番号 遺構名 種類 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（�） 石材

第８８図 １ トレンチ�２－a号溝 石鏃 ２．３０ １．７０ ０．４０ ０．９０ 黒曜石

第８８図 ２ トレンチ�２－a号溝 敲石 ９．００ ８．００ ５．１０ ５６５．８０ 玄武岩

第８８図 ３ トレンチ�２－a号溝 敲石 １３．０５ １０．３０ ７．４５ １３９１．２０ 玄武岩

第８８図 ４ A－１区３号溝 円盤状石製品 ５．２５ ５．９０ ０．５～０．８ ４７．８０ 玄武岩

第８８図 ５ A－１区３号溝 剥片 ３．９０ ４．２０ ０．８０ １０．６０ 黒曜石

第８８図 ６ A－１区３号溝 敲石 １４．３０ ５．００ ３．００ ３２５．５０ 玄武岩

第８８図 ７ A－１区３号溝 敲石 １２．２０ ９．５０ ５．７０ １０８２．９０ 玄武岩

第８８図 ８ A－１区３号溝 敲石，擦り石 １０．９０ １０．２５ ５．６０ １０１５．８０ 玄武岩

第８８図 ９ A－２区整地層 石鎌 １６．２０ ５．７０ １．１０ １４０．５０ 頁岩

その他の遺物（第８８図，第２５表）

Ａ区で出土した遺物として，土器以外には石器があげられる。金属器は出土しなかった。１は全体

を緻密な剥離によって成形した石鏃である。原の辻遺跡の石鏃は総じて緻密な加工が施され，素材は

黒曜石に限られるという特徴をもっている。２・３は円礫の中央部に敲打痕を残すもので，どちらも

重量感がある。４は，玄武岩製の円盤状石製品で，周縁加工により円盤状に仕上げている。一部に使

用のためか，摩滅した部分が認められる。５は左側片に使用痕が残る剥片で，素材としては打面部に

最大厚をもつ横広の剥片を使用している。打面は調整打面である。旧石器時代の所産であろう。６は

先細りの円筒形を呈する自然礫を素材とした敲打具である。先端部の潰れ具合から，かなり使用頻度

が高かったものと判断される。７・８も敲打具であるが，７は６面に敲打痕が観察され，特に上下部

分の敲打による剥落痕は著しく，かなりの作業量があったことを示している。８は磨り面があり，敲

打具とともに磨り石としても利用されていたことがわかる。９は玄武岩製の石鎌である。刃部は直刃

であるが，かなり風化しており剥離痕，研磨痕も観察できない状態にある。

� Ｂ区の調査成果（第８９図）
Ｂ区では，表土下から土器小片がわずかに出土するものの，遺構と思われるプランは確認できず，

調査区のほぼ全面にわたって礫と岩盤があらわれた。Ａ区で遺構が確認されたため，Ｂ－１区でも遺

構の検出を期待したが，饅頭畑の落ち込みを検出したのみであった。このエリアの遺構が完全に削平

された結果と考えるのが妥当であろうが，冒頭で述べたとおり，Ａ～Ｂ区間には現地形で２�ほどの

比高差があり，途中に玄武岩が露出していることから，もともと遺構自体の存在が希薄であった可能

性がある。Ａ区１・２号溝の掘削は，丘陵の地形が大きく変化する地点に，その内側と外側を区画し

ようとする意図が強く働いた結果と見ることができ，また防御的にも十分機能し得る遺構である。そ

の意味で，１・２号溝は丘陵部の内濠として捉えることもできよう。

Ｂ区出土遺物（第９０図，第２６表）

Ｂ－１区表土から出土した板状鉄製品である。ほぼ均一の厚さであり，２側面は原形をとどめる。

上辺はやや弧状に丸く張り，左辺はほぼ直線である。用途は不明で，弥生時代の遺物とは思われるが

詳細な時期は確認できない。

高元地区
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0 2cm

0 10cm

0

10cm

第２６表 Ｂ－１区出土鉄器観察表
報告番号 遺構名 種類 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（�）

第９０図 高元 B－１区表土 板状鉄製品 ７．８０ ５．４０ ０．６０ ７４．００

高元地区

１

４

３

２

５ ６

８

７

９

第８８図 高元Ａ区出土石器（１／２・１／４）

第８９図 Ｂ－１区出土鉄器（１／２）

図版１８ Ｂ区南側より幡鉾川方面を望む（南→北）
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第９０図 高元Ｂ区調査区位置図および土層図（１／１２０）



� 小 結
以上述べてきたように，高元地区ではＡ区で弥生時代中期後半から後期後半にかけての多量の遺物

と，多数の遺構が検出された。平成１６年度の高元地区の調査において，北側Ａ区から南側Ｉ区までの

約２００�間にかけて，ほぼ満遍なく黒褐色粘質土が検出されているが（第１文化層），そこに含まれる

遺物は大局的には弥生時代終末～古墳時代前期であった（注１）。今回の調査ではその時代のものは

検出されておらず，Ａ－１区３号溝より南から出土する遺物は中期後半のものが中心となることから，

まずはこのエリアが後世にかなりの削平を受けたと考えるのが妥当であろう。このことを踏まえ，今

回の調査から判明した事実をもとに遺構群の変遷を考察するとともに，周辺の遺構群とのつながりや

今後の課題について整理してみたい。

遺構の切り合い関係や出土遺物から，遺構群の変遷は以下のように考えることができよう。

＜集落形成～弥生時代中期前半＞

�掘立柱の建物が建てられる。何度か建て直しが行われ，それらは丘陵先端部という立地から物見

櫓であった可能性もある。

�丘陵と低地部の区画あるいは丘陵から低地部への排水を目的として１号溝と２－ａ・２－ｂ号溝

が掘り込まれる。その直前か同時期にＡ－１区９層が形成され，柱穴を塞いでテラス状の平坦な

地形が形成される。

＜中期後半～後期初頭＞

�１号溝および２－ｂ号溝の下層が埋没する。

�南側の斜面を削って造成が行われ，１号溝および２－ａ・２－ｂ号溝が完全に埋没する。しかし，

これらの溝の中央部には浅い凹みが残り，やがて土器片や礫・獣骨などが廃棄される。更には貝

層が形成され，このエリアが生活遺物の廃棄場所として機能する。

＜後期前半＞

�造成面に対し，小児甕棺墓群が構築される。

＜後期後半＞

�甕棺墓群の北側に浅いＶ字形の３号溝が掘り込まれる。

＜後期後葉～末＞

	３号溝に多量の礫や土器が廃棄される。

このような時期的な遺構の変遷の中で，１号溝と２号溝の新旧関係，および２－ａ・２－ｂ号溝の

新旧関係は今回の調査では明らかにすることができなかった。今後の調査で北西方向への展開を追い，

切り合い関係を確認すれば判明すると思われる。現段階の調査結果としては，同じ北西方向に傾斜す

る３本の溝がほぼ同時期に掘り込まれ，さらにほぼ同時期に埋没していくものと解釈しておく。また，

造成が甕棺墓群の構築を目的としたものなのか，それ以外の土地利用を意図したものなのかも定かで

高元地区
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はない。３号溝も，甕棺墓群の区画や排水溝を目的として築かれた可能性もある。３号溝の下に存在

する柱穴群が面的にどれほど広がるか，どのような建物だったのかも不明である。これらの解明が今

後の課題である。

最後に，１・２号溝と北側丘陵先端部の遺構群とのつながりについて考察する。１・２号溝は，こ

れまで確認された北側丘陵周辺の溝・濠の中で最も内側を巡ることは明らかである（第６５図参照）。

東西に展開する溝・濠の中で，１・２号溝と接続する可能性のあるものは丘陵西側低地部で確認され

ている３本の濠である。第９１図でこの３本の濠と１・２号溝のプランを対比してみた（注２）。この

中で，外濠は幡鉾川方面傾斜して伸びており，今年度の不條地区の調査でもこの続きと思われるプラ

ン（第３８図３号溝）が確認されていることから１・２号溝とは接続しないことは明白である。では中

濠・外濠はどうか。平成７年度の芦辺町教育委員会の調査（注３）では，丘陵先端の延長上にある現

市道の深江・国分線下の低地部を調査しているが，自然流路以外の溝を検出していない。このことか

ら，中濠・外濠は東に折れて市道よりも南側を通って西側に接続することが想定される。出土遺物を

見ると，内濠�層から弥生時代中期前半，中濠�層および内濠�層から中期後半，内濠�層および中

濠�層から中期後半～後期初頭の土器がそれぞれ出土しており，このことは２－ｂ号溝の�・�層の

層序とほぼ共通している。断定はできないが，１・２号溝は西側へと傾斜を続けながら市道・県道の

高元地区

第９１図 内濠・中濠・外濠と１・２号溝対比図（上段：土層図，下段：平面プラン）
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下へ潜り，内濠・中濠へと接続するものと考えられよう。またそうであれば，１・２号溝の掘削時期

もやはり内濠・中濠と共通するであろうから，弥生時代中期前半の段階に想定される。

一方，東側については，昨年度の低地部の調査で，丘陵裾部を南北に走ると思われる６号溝が検出

されているが，西側への展開は確認できなかった。このため，１・２号溝は低地部へ下ることなく，

現在の農道と同方向に南へ伸びるか，あるいは途中で途切れる可能性があるが，詳細については今後

の調査に委ねられる。

西側低地部の内濠・中濠は一旦埋没した後，再度掘り直されて古墳時代前期まで存続するが，１・

２号溝の埋没後は墓域へと変化する。丘陵上と低地の機能の分化を示すものであり，すでに指摘され

ているように（注４），原の辻遺跡の集落の構成が中期末～後期初頭の間で大きく変化することが今

回の調査でも追認されることとなった。

（注１）第８表－１０

（注２）第８表－６・７・８

（注３）第８表－５

（注４）宮崎貴夫「原の辻遺跡における歴史的契機について」（『西海考古』第４号 西海考古同人会 ２００１）

【高元地区参考文献】

橋口達也「甕棺の編年的研究」『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 XXXI中巻』福岡県教育委員

会 １９７９

田崎博之「須玖式土器の再検討」『史淵』第１２２輯 九州大学文学部 １９８５

常松幹雄「伊都国の土器，奴国の土器」『古代探叢』� 早稲田大学出版部 １９９１

『弥生文化の研究』４～弥生土器�～ 雄山閣出版 １９９４

武末純一「九州地方の土器」『考古資料大観』第１巻～弥生・古墳時代 土器� 小学館 ２００３

福田一志・中尾篤志編『原の辻遺跡総集編�』原の辻遺跡調査事務所調査報告書 第３０集 長崎県教育委員

会 ２００５
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�．ま と め
平成１７年度調査研究事業の最大の成果は，船着き場跡の調査である。平成８年度は農道と排水路工

事にかかる部分のみの調査であり，遺構の範囲の確定にまでには至らなかった。したがって今年度の

調査はその範囲の確定と，詳細な遺構の構造を調べることが主な目的となっていた。

その成果として，一つ目は船着き場が造られた河川の幅が確認されたことがある。約３５�の幅があ

り他の調査区で確認された川幅よりも一段と広いため，船着き場を築造する条件を十分に満たしてい

る。二つ目は船着き場が水路をまわりにめぐらす島状の地形であったことである。東側には約９�，

深さ約１．２�の素掘りの水路があり，南側にまわると人頭大の礫石を敷きつめた水路が築かれている。

三つ目に船着き場の南側には平場があり水路で区画されることである。水路がめぐらされると同時に

船着き場の範囲が南北約３８�であることがわかり，突堤部から水路まで平場があることが明らかに

なった。ただ残念なことに西側の状況の確認までは至らず，船着き場が築かれた河川の対岸の状況は

十分な調査ができなかった。

不條地区では船着き場跡と同様に，平成１５年度に検出した護岸遺構など河川に付随する施設の存在

が考慮されるようになり，河川の流路の確認が必要であると判断しての調査であった。その成果とし

て，弥生時代中期前半以降の河川が再確認され，かなり蛇行しながら流れていたことと川幅が各時期

により変化しており，河川内にテラス状の堆積が確認された部分があることがわかった。河川の埋土

は，�期が弥生時代中期前葉から後期前葉，�期が弥生時代後期中葉から後葉，�期が弥生時代終末

から古墳時代前半の大きく３時期に分けられている。護岸遺構の周辺では，川幅が狭くなり，集石遺

構や溝状の落ち込みなどの小規模な遺構が確認された。一方東西に流れをとる河川（１号河川跡）は，

弥生時代後期以降水田造成のために埋められていることが明確となった。埋土中に祭祀関係の土器が

集中することも気になる成果である。

高元地区は墓域の確定が主な目的であった。弥生時代後期の甕棺墓２基が検出され，墓域として成

立していたことは間違いなかった。ただそれより以前の溝が３条確認され，丘陵先端部の最も内側を

めぐる溝と言える。最下層の土器から弥生時代中期中葉の時期とわかっており，それが埋められて後

期の墓域をつくり出していることとなる。これは今後も丘陵部の調査において考慮しないといけない

造成であり，さらに詳細な調査が必要である。

今年度から，丘陵部では本格的な遺跡整備が着手されており，当時の集落の状況が復元されつつあ

る。今回の調査の成果が今後の遺跡復元の資料となり，より多くの人々に遺構の重要性を十分に理解

してもらい，活用しやすい環境をつくりあげていかなければならないと考える。

最後に，船着き場跡の調査では，各専門の先生方をはじめ地元地権者の方々，生産組合の方々に多

大なご協力をいただいた。この場をお借りして感謝の意を申し上げたい。

―１３０―
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長崎県，平成１７年度原の辻遺跡（不條地区）における自然科学分析
株式会社 古環境研究所

�．原の辻遺跡（不條地区）における放射性炭素年代測定

１．試料と方法

AMS：加速器質量分析法（Accelerator Mass Spectrometry）

２．測定結果

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

№１ Ｄ区，旧河川内南側サブトレンチ，８層 樹皮 酸－アルカリ－酸洗浄 AMS

№２ Ｄ区，旧河川内南側サブトレンチ，９層 木製品 酸－アルカリ－酸洗浄 AMS

№３ Ｇ・Ｈ区，１号河川跡（SR１），５層 杭 酸－アルカリ－酸洗浄 AMS

№４ Ｇ・Ｈ区，１号河川跡（SR１）下，８層 樹木 酸－アルカリ－酸洗浄 AMS

№５ 船着き場跡，７トレンチ，７層（石直上） 樹木 酸－アルカリ－酸洗浄 AMS

№６ 船着き場跡，８トレンチ，５層 樹木 酸－アルカリ－酸洗浄 AMS

試料名 測定№
（ＰＬＤ－）

δ１３C
（‰）

補正１４C年代
（年 BP）

暦年代（西暦）
（１σ：６８％確率，２σ：９５％確率）

№１ ５２６６ －２８．２１ １８５５±２０ １σ:cal AD１２５～１８０，１８５～２１５
２σ:cal AD８０～２４０

№２ ５２６７ －２７．１８ １８９０±２０ １σ:cal AD８０～１３０
２σ:cal AD５０～２１０

№３ ５２６８ －２９．４７ ２２２５±２０ １σ:cal BC３７０～３５０，３００～２００
２σ:cal BC３９０～２００

№４ ５２６９ －２５．９６ ２４８５±２０ １σ:cal BC７６０～７３０，７００～５４０
２σ:cal BC７７０～５１０

№５ ５２７０ －２７．８８ １８６０±２０ １σ:cal AD９０～１００，１２０～２２０
２σ:cal AD８０～２３０

№６ ５２７１ －２７．５３ ２６０５±２０ １σ:cal BC８０５～７８５
２σ:cal BC８１５～７７０



デルタ

� δ１３C測定値

試料の測定１４C／１２C比を補正するための炭素安定同位体比（１３C／１２C）。この値は標準物質（PDB）の

同位体比からの千分偏差（‰）で表す。

�補正１４C年代値

δ１３C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り，１４C／１２Cの測定値に補正値を加えた上で算出した

年代。試料の δ１３C値を－２５（‰）に標準化することによって得られる年代である。

�暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中１４C濃度の変動を較正することにより算出した年代（西暦）。

calは calibrationした年代値であることを示す。較正には，年代既知の樹木年輪の１４Cの詳細な測定値，
シグマ

およびサンゴの U－Th年代と１４C年代の比較により作成された較正曲線を使用した。１ σ （６８％確

率）と２σ（９５％確率）は，補正１４C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。し

たがって，複数の交点が表記される場合や，複数の１σ・２σ値が表記される場合もある。

３．所見

加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定の結果，�１では１８５５±２０年 BP（１σの

暦年代で AD１２５～１８０，１８５～２１５年），�２では１８９０±２０年 BP（同 AD８０～１３０年），�３では２２２５±２０

年 BP（同 BC３７０～３５０，３００～２００年），�４で は２４８５±２０年 BP（同 BC７６０～７３０，７００～５４０年），�５

では１８６０±２０年 BP（同 AD９０～１００，１２０～２２０年），�６では２６０５±２０年 BP（同 BC８０５～７８５年）の年

代値が得られた。

このうち，�３と�４では暦年代の年代幅がかなり大きくなっているが，これは該当時期の較正曲

線が不安定なためである。
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�．原の辻遺跡（不條地区）における珪藻分析

１．はじめに

珪藻は，珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり，海水域や淡水域などの水域をはじめ，湿った土

壌，岩石，コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は，塩分濃度，酸性度，流水性などの環

境要因に応じて，それぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は，当時の堆積環境を

反映しており，水域を主とする古環境復原の指標として利用されている。

２．試料

試料は，不條（船着き場跡）において７トレンチの７層（護岸石直上）および８トレンチの５層か

ら採取された計２点である。

３．方法

以下の手順で，珪藻の抽出と同定を行った。

１）試料から１�を秤量

２）１０％過酸化水素水を加え，加温反応させながら１晩放置

３）上澄みを捨て，細粒のコロイドと薬品を水洗（５～６回）

４）残渣をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥

５）マウントメディアによって封入し，プレパラート作成

６）検鏡・計数

検鏡は，生物顕微鏡によって６００～１５００倍行った。計数は珪藻被殻が１００個体以上になるまで行い，

少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

４．結果

�分類群

表１に分析結果を示し，珪藻総数を基数とする百分率を算定した珪藻ダイアグラムを図１，２に示す。

珪藻ダイアグラムにおける珪藻の生態性は，Lowe（１９７４）や渡辺（２００５）等の記載，陸生珪藻は小

杉（１９８６），環境指標種群の海水生種から汽水生種は小杉（１９８８），淡水生種は安藤（１９９０）によった。

主要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下にダイアグラムで表記した主要な分類群を記す。

〔中－真塩性種〕

Navicula peregrine, Thalassionema nitzschioides

〔貧－中塩性種〕

Rhopalodia gibberula



〔貧塩性種〕

Achnanthes lanceolata , Amphora copulata , Cocconeis placentula , Cymbella cuspidata , Cymbella silesiaca ,

Cymbella tumida , Diploneis elliptica , Diploneis spp., Diploneis yatukaensis , Eunotia minor, Eunotia praerupta,

Eunotia soleirolii , Fragilaria capucina , Fragilaria construens, Gomphonema acuminatum , Gomphonema clevei,

Gomphonema gracile, Gomphonema minutum , Gomphonema parvulum , Gomphonema spp. , Hantzschia am-

phioxys , Navicula confervacea , Navicula contenta , Navicula elginensis, Navicula mutica , Navicula pusio , Pin-

nularia microstauron , Pinnularia schroederii , Pinnularia sp.1, Synedra ulna ,

�珪藻群集の特徴

１）７トレンチ（図１）

７層では，珪藻密度は３２，０００個／�と低い値である。ほとんどが貧塩性種（淡水生種）で占められ，

中－真塩性種汽－海水生種）もわずかに出現する。貧塩性種（淡水生種）では，止水性種の割合が高

く，次いで流水不定性種，流水性種と続く。止水性種では，沼沢湿地付着生環境指標種群の Eunotia

minor, Gomphonema gracile, Gomphonema acuminatum などが出現する。流水不定性種では Fragilaria

capucina , Gomphonema spp. , Amphora copulata , Eunotia soleirolii が出現し，流水性種では沼沢湿地付着

生環境指標種群の Cocconeis placentula や Gomphonema parvulum などが出現する。中－真塩性種（汽

－海水生種）では，内湾環境指標種群の Thalassionema nitzschioides がわずかに出現する。

２）８トレンチ（図２）

５層では，珪藻密度は３６，０００個／�と低い値である。ほとんどが貧塩性種（淡水生種）で占められ，

貧－中塩性種（淡－汽水生種）も低率に出現する。貧塩性種（淡水生種）では，陸生珪藻の割合が高

く，流水不定性種，止水性種，流水性種と続く。陸生珪藻では，Diploneis yatukaensis が，Navicula mu-

tica などが比較的高率に出現し，Hantzschia amphioxys , Pinnularia schroederii などが伴われる。流水不

定性種では，Diploneis spp. , Pinnularia sp.1, Amphora copulata などが出現する。止水性種では，Pinnularia

microstauron や Eunotia minor などが低率に出現する。

５．珪藻分析から推定される堆積環境

８トレンチの５層から出土した木材では，放射性炭素年代測定で２６０５±２０年 BPの年代値が得られ

ている（第�章）。同層では，陸生珪藻が優占し，流水不定性種，止水性種，流水性種が伴われるこ

とから，止水域や流水域の影響を受ける湿潤な陸域の環境が示唆される。なお，貧－中塩性種（淡－

汽水生種）は認められるものの，中－真塩性種（汽－海水生種）が検出されないことから，直接的な

海水の影響はなかったと考えられる。

７トレンチの７層から出土した木材（護岸石直上）では，１８６０±２０年 BPの年代値が得られている。

同層では，止水性種が多く，流水不定性種，陸生珪藻，流水性種と多様な生態性の珪藻が出現し，沼

沢湿地付着生環境指標種群の割合が比較的高いことから，河川からの流れ込みのある水生植物の繁茂



する淀んだやや浅い水域で，陸域の湿地へと連なる環境が推定される。また，内湾環境指標種群を含

む中－真塩性種（汽－海水生種）が認められることから，内湾の海水の影響が示唆され，海とつながっ

ていた可能性が考えられる。
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表１ 原の辻遺跡，不條（船着き場跡）における珪藻分析結果

分類群 ７トレンチ ８トレンチ
７層 ５層

貧塩性種（淡水生種）
Achnanthes inflata １
Achnanthes lanceolata １ １
Amphora copulata ５ ４
Caloneis hyalina １
Caloneis spp. １
Cocconeis placentula ７
Cymbella cuspidata １ １
Cymbella lanceolata １
Cymbella naviculiformis １
Cymbella silesiaca ２
Cymbella tumida ８ １
Diploneis elliptica ２
Diploneis spp. １ ７
Diploneis yatukaensis ２４
Eunotia minor １２ ３
Eunotia praerupta １ ２
Eunotia soleirolii ５ １
Eunotia spp. １
Fragilaria brevistriata １
Fragilaria capucina ６
Fragilaria construens ４ １
Fragilaria oldenburgiana １
Gomphonema acuminatum ４
Gomphonema clevei １
Gomphonema gracile ５
Gomphonema minutum ３
Gomphonema parvulum ５ １
Gomphonema spp. ６
Hantzschia amphioxys ２ ７
Navicula confervacea ３
Navicula contenta ２
Navicula cuspidata １
Navicula elginensis ２
Navicula mutica １７
Navicula pusio １
Navicula radiosa １
Nitzschia brevissima １
Orthoseira roeseana １
Pinnularia appendiculata １
Pinnularia microstauron ５
Pinnularia schroederii ２
Pinnularia sp.１ ６
Pinnularia viridis １ １
Stauroneis anceps １
Stauroneis lauenburgiana １
Stauroneis spp. １
Synedra ulna ２

貧－中塩性種（淡－汽水生種）
Rhopalodia gibberula １ ７

中－真塩性種（汽－海水生種）
Navicula meniscus １
Navicula peregrina ２
Thalassionema nitzschioides ２
合 計 １０４ １０１
未同定 ２ １８
破片 １１８ １３２

試料１�中の殻数密度 ３．２ ３．６
×１０４ ×１０４

完形殻保存率（％） ４７．３ ４７．４
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原の辻遺跡の珪藻

１．Fragilaria capucina ２．Fragilaria construens ３．Cocconeis placentula ４．Navicula mutica ５．Pinnularia SP．１
６．Gomphonema parvulum ７．Gomphonema gracile ８．Gomphonema acuminatum ９．Amphora copulata
１０．Eunotia minor １１．Diploneis yatukaensis １２．Navicula peregrina １３．Gymbella tumida １４．Eunotia soleirolii
１５．Hantzschia amphioxys



�．原の辻遺跡（不條地区）における植物珪酸体分析

１．はじめに

植物珪酸体は，植物の細胞内に珪酸（SiO２）が蓄積したものであり，植物が枯れたあともガラス質

の微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は，この

微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり，イネをはじめとするイネ科栽培植物

の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，２０００）。また，イネの消長を検討

することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である（藤原・杉山，１９８４）。

２．試料

分析試料は，Ｇ・Ｈ区の１層～８層から採取された８点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱

状図に示す。

３．分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，ガラスビーズ法（藤原，１９７６）を用いて，次の手順で行った。

１）試料を１０５℃で２４時間乾燥（絶乾）

２）試料約１�に対し直径約４０μmのガラスビーズを約０．０２�添加（電子分析天秤により０．１�の精

度で秤量）

３）電気炉灰化法（５５０℃・６時間）による脱有機物処理

４）超音波水中照射（３００W・４２KHz・１０分間）による分散

５）沈底法による２０μm以下の微粒子除去

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

７）検鏡・計数

同定は，４００倍の偏光顕微鏡下で，おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は，ガラスビーズ個数が４００以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分

の精査に相当する。試料１�あたりのガラスビーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて，試料１�中の植物珪酸体個数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（１．０と仮定）と各植物の換算係数（機動細

胞珪酸体１個あたりの植物体乾重，単位：１０－５�）をかけて，単位面積で層厚１�あたりの植物体生

産量を算出した。これにより，各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることが

できる。イネの換算係数は２．９４，ヨシ属（ヨシ）は６．３１，ススキ属（ススキ）は１．２４，メダケ節は１．１６，

ネザサ節は０．４８，チマキザサ節・チシマザサ節は０．７５，ミヤコザサ節は０．３０である（杉山，２０００）。

タケ亜科については，植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

４．分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量



を行い，その結果を表１および図１に示した。

〔イネ科〕

イネ，キビ族型，ヨシ属，ススキ属型（おもにススキ属），ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）

〔イネ科－タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節，ヤダケ属），ネザサ節型（おもにメダケ属

ネザサ節），チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など），ミヤコザサ節型（ササ属ミ

ヤコザサ節など），未分類等

〔イネ科－その他〕

表皮毛起源，棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来），未分類等

〔樹木〕

ブナ科（シイ属），ブナ科（アカガシ亜属），クスノキ科，マンサク科（イスノキ属），アワブキ科，

その他

５．考察

�稲作跡の検討

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合，一般にイネの植物珪酸体（プラント・オパール）が試

料１�あたり５，０００個以上と高い密度で検出された場合に，そこで稲作が行われていた可能性が高い

と判断している（杉山，２０００）。ただし，密度が３，０００個／�程度でも水田遺構が検出される事例があ

ることから，ここでは判断の基準を３，０００個／�として検討を行った。

Ｇ・Ｈ区では１層（試料１）から８層（試料８）までの層準について分析を行った。その結果，す

べての試料からイネが検出された。このうち，１層（試料）～５層（試料４）では，密度が４，８００～

５，９００個／�と高い値である。したがって，これらの層準では稲作が行われていた可能性が高いと考

えられる。

７層（試料６）～８層（試料８）では，密度が８００～２，１００個／�と比較的低い値である。イネの密

度が低い原因としては，稲作が行われていた期間が短かったこと，土層の堆積速度が速かったこと，

採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと，および上層や他所からの混入などが考えられる。

�イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには，イネ以外にもムギ類，ヒ

エ属型（ヒエが含まれる），エノコログサ属型（アワが含まれる），キビ属型（キビが含まれる），ジュ

ズダマ属（ハトムギが含まれる），オヒシバ属（シコクビエが含まれる），モロコシ属型，トウモロコ

シ属型などがあるが，これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

�植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群の検出状況と，そこから推定される植生・環境について検討を行った。

１）植物珪酸体の検出状況

８層から７層にかけては，ヨシ属，ウシクサ族Ａ，ミヤコザサ節型などが検出されたが，いずれも

少量である。また樹木（照葉樹）のクスノキ科，マンサク科（イスノキ属），ブナ科（シイ属）など



も検出された。樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことから，少量が検出された場合でもかなり

過大に評価する必要がある（杉山，１９９９）。５層から２層にかけては，前述のようにイネが多量に検

出され，ヨシ属や樹木は減少している。１層にかけては，メダケ節型が大幅に増加しいる。おもな分

類群の推定生産量によると，５層より上位ではイネが優勢であり，１層ではメダケ節型も多くなって

いる。

２）植生と環境の推定

弥生時代前期前半とされる８層（SR－３の埋土）から７層にかけては，ヨシ属などが生育する湿

地的な環境であったと考えられ，調査地点もしくはその近辺では稲作が行われていたと推定される。

また，遺跡周辺にはクスノキ科，イスノキ属，シイ属などの照葉樹林が分布していたと考えられる。

弥生時代中期前葉～後期初頭とされる５層（SR－１の埋土）から弥生時代後期とされる２層にか

けては，継続的に稲作が行われていたと考えられ，イネ科の野草・雑草はあまり見られなかったと推

定される。弥生時代中期～後期とされる１層の時期には，近隣にメダケ属（おもにメダケ節）の竹林

が分布していたと考えられる。メダケ節のメダケは高さ７�，直径３�にもなり，建築用材や竹細工

の材料などとして有用である（室井，１９６９）。

６．まとめ

植物珪酸体（プラント・オパール）分析の結果，弥生時代中期前葉～後期初頭とされる５層（SR

－１の埋土）から弥生時代中期～後期とされる１層にかけての各層では，イネが多量に検出され，稲

作が行われていた可能性が高いと判断された。また，弥生時代前期前半とされる８層（SR－３の埋

土）から７層にかけての各層でも，調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が認めら

れた。

８層～７層の堆積当時は，ヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと考えられ，遺跡周辺には

クスノキ科，イスノキ属，シイ属などの照葉樹林が分布していたと推定される。５層～２層の堆積当

時は，集約的な稲作が行われていたと考えられ，イネ科の野草・雑草はあまり見られなかったと推定

される。１層の時期には，近隣にメダケ属（おもにメダケ節）の竹林が分布していたと考えられる。
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